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平成 29年第４回玉城町議会定例会会議録（第２号） 

 

１ 招集年月日  平成 29年６月８日（木） 

２ 招集の場所  玉城町議会本会議場 

３ 開   議  平成 29年６月９日（金）（午前９時 00分） 

４ 出 席 議 員  （１３名） 

          １番 中村 長男   ２番 山口 和宏   ３番 竹内 正毅 

４番 中西 友子   ５番 前川さおり   ６番 小林  豊 

７番 井上 容子   ８番 北川 雅紀   ９番 北   守 

１０番 坪井 信義  １１番 中瀬 信之   １２番 風口  尚 

１３番 奥川 直人 

５ 欠 席 議 員  なし 

６ 地方自治法第 121条の規定により説明のため出席した者の職・氏名 

町 長 辻村 修一  副 町 長 小林 一雄  教 育 長 田間 宏紀 

会計管理者 藤川  健  総合戦略課長 林  裕紀  総務課長 中村 元紀 

税務住民課長 北岡  明  生活福祉課長 西野 公啓  産業振興課長 中世古憲司 

建設課長 東  博明  教育事務局長 中西  元  上下水道課長 中西  豊 

病院老健事務局長 田村  優  監査委員 中村  功    

７ 職務のため出席した者の職・氏名 

議会事務局長 田畑 良和  同 書 記 宮本 尚美  同 書 記 上村 文彦   

 

８ 議事日程  

第１. 会議録署名議員の指名 

第２. 町政一般に関する質問 

                              （９時００分開議）        

質問者 質 問 内 容 

竹内 正毅 

P1 – P9 
(1）玄甲舎の今後の取り組みについて 

北川 雅紀 

P9 – P23 

(1）少子化について 

 (2) 議会と行政の関係について 

北   守 

P23 – P33 

(1）奨学金制度の創設について 

(2) 文化財保護基金条例の制定について 

奥川 直人 

P33 –P46 

（1）玉城町の文化財と町の活性化について 

（2）自主防災組織の組織化推進について 

井上 容子 

P46 – P59 

(1) 少子化対策について 

(2) 車両について 

(3) 田丸城跡ＰＲについて 



 

 

2 

中村  長男 

P59 - P67 

(1) 本年度ふるさと納税の運用見通しについて 

(2) 外城田川護岸壁の改修に関する町道拡幅について 

中西  友子 

P67 - P78 

(1) 小中学校就学援助金の支給時期について 

(2) 国民健康保険事業が県単位になるときの加入者負担について 

(3) 学校運営・クラス運営について 

(4) 障害のある子ども(発達障害)と学校教育について 

 

 

◎開会の宣告                          （９時 00分開議） 

○議長（中瀬 信之） ただ今の出席議員数は 13名で定足数に達しております。 

  これから、平成 29年第４回玉城町議会定例会第２日目の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

  日程第 1 会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員は、会議規則第 127条の規定により、議長において 

１番 中村 長男君   ２番 山口 和宏君 

の２名を指名します。 

 

◎日程第２ 町政一般に関する質問 

  次に、日程第２ 町政一般に関する質問を行います。 

  最初に、３番 竹内 正毅君の質問を許します。 

  ３番 竹内正毅君。 

〔３番 竹内正毅議員が登壇〕 

 

≪３番 竹内正毅 議員≫ 

○３番（竹内 正毅） おはようございます。ただ今、議長のお許しをいただきましたので、

町政一般に関する質問をさせていただきます。 

私の質問は、玄甲舎の今後の取り組みについてというテーマで、質問させていただきま

す。玄甲舎の修復については、平成 29年２月 20日の臨時議会において承認され、地方創

生拠点整備事業費１億 4,000万円の活用をし、その中から、国から交付金 7,000万円を受

け、現在、玄甲舎本体と、地域運営組織事務所の工事設計も終わり、本体の修復工事、事

務所の新築工事に取り掛かろうとされている最中であると思います。 

それは、平成 30年３月 31日の完成目途に事業を進めている状況であると思います。し

かし、玄甲舎は、ご存知のとおり庭園もあり、蔵・納屋もあり、駐車場の建設も計画され

ている。そこで、これらの整備工事はいつ頃までに終わろうと考えているのか。そして、

また全体的な事業計画がつくってないのか。そういうことをお聞きしたい。 

そして、そのまた事業費は、どのぐらいみておるのかをお聞きしたいと思います。 

○議長（中瀬 信之） ３番 竹内正毅君の質問に対し、答弁を許します。 

  町長 辻村修一君。 
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○町長（辻村 修一） 竹内議員から玄甲舎の今後の取り組みについて、ご質問をいただき

ました。まずは議員からもお話がございましたように、議会はじめ町の皆さん方のご理解

をいただいて、先般、正副議長、教民委員長も出席をいただいて、これは施工業者さんの

主催が行われましたけれども、起工式を催行いただいたわけでございました。 

お聞きをいただいておりますように、この玄甲舎拠点事業等の部分については、来年３

月を目途に竣工ということで、予定をしておるわけでございます。おかげさまで、当初計

画よりも約１年早く竣工を迎えるという予定ではないかと思っておりますのと、また、国

がこの玄甲舎を拠点にいたしますところの、町の歴史・文化・伝統等の振興のためにとい

う高い評価をいただいて、三重県の中では、一番の高い評価をいただいた拠点整備事業と

いうことで取り組みをさせていただいておる状況でございます。 

工事前の見学会には、議員の皆さんの中にも、ご覧をいただいた方もお見えですけども、

町内外から 520名の方が、是非ということで、見学にお出でいただいたということでもご

ざいました。また、昨日の提案説明でも、一般会計の補正予算でも、引き続いての土蔵、

あるいは裏門等についての予算を、提案させていただいておるところでございます。 

具体的に議員からは、全体事業費、あるいは全体計画はどうなんかというお話でござい

ますけれども、あそこの場所が、ご承知いただいておりますように、金森さんから借地、

あるいは寄附をいただいたところが、4,500 ㎡ございます。約その半分が、勿論、住宅も

ご承知のように建っておるわけでありますし、半分の土地か玄甲舎敷地・建物ということ

でございます。 

これを今から工事をしてまいりますと、なかなかいろんな準備、あるいは作業に支障が

生じてくるわけでございますから、今の時点で、次から次へと順序立てて、物事を進めて

いきたいわけでありますけれども、なかなか進まないというのが、あれだけの 4,500㎡の

中での仕事でありますから、そういう点はご理解をいただいて、私どもといたしましても、

あるいは皆さん方の多くの方々が期待をされておられるのは、１日も早くあそこの施設を

利活用したいという思いでございますから、まずは玄甲舎を修復し、そして、共にどうし

ても茶室が主でございますから、庭園あたりの整備も要るだろうと。 

あるいは議員ご指摘のとおり駐車場も要りますと。そういうことを順次進めていかなけ

ればならんと考えておるわけでございまして、今の時点では、順次できるだけ早く計画を

つくって、進めていきたいというところでございますので、どうぞよろしくお願いを申し

上げます。以上でございます。 

○議長（中瀬 信之） 竹内正毅君。 

○３番（竹内 正毅） だいたい予想しておるような考え方であるということは、私も大体

こうなるだろうという気持ちはあります。 

金森さんの屋敷は、ご存知のように、まだ南側に道路を挟んで、昔、栗林といったよう

な土地もあります。だけど、そこを、事業を進めていくうちには、ゆめにくるめまして、

そちらへも影響が及んでくるような気がします。ということは、次に言います観光施設と

して使っていくとなると、いろいろな大型バスや、そういう駐車場や、そういう諸々が増

えてくるような気がして、どこまでいくのかなという気持ちを持っております。そういう

ことで、町長が言われましたように、どこまで進めていくのかなというところで、全体的

な事業計画があるのかというのを、聞いたわけでございます。 

次に、また観光施設としての活用も考えているようだけど、どのようなやり方を考えて
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いるのか。また、その予算はいくら見ているのか。それについても、国の地方創生推進交

付金を活用する考えはないのかどうか、お聞きしたいと思います。 

○議長（中瀬 信之） 総合戦略課長 林裕紀君。 

○総合戦略課長（林 裕紀） 観光施設の利用でございますけども、今、町長が答弁させて

いただいたように、まだ玄甲舎の総合的な活用としましては、地域再生計画というのを、

まず国の内閣府に承認をいただかないと、地方創生推進交付金の交付決定を受けられない

ということで、まずは内閣府からは三つの地域再生計画の認定をいただいています。41回

から 43回まで。41回は拠点整備交付金、これをいただいて、これが今年の２月 24日、認

定をいただいて、次には企業版ふるさと納税をいただくのに、３月 28日に認定を受けて、

それから、29年度当初予算から申請していただいて、今回、補正もあげています。地域創

生推進交付金、これに当たるものが５月 30 日に、先日ですけども、認定をいただいて、

いよいよ交付決定をいただいたことになります。 

こんな形で、地域再生計画は３年間の事業計画をつくっておるのですけども、２年目３

年目につきましては、今、所有者との調整も済んでない点もございますので、その構想は

構想として、事業費もまだ未定ということになります。 

ですけども、今現在、繰越明許で１億 4,159万 4,000円とか、それから、当初予算と６

月の補正予算を合わせて、4,176 万 4,000 円ということが、今の事業費としては、ソフト

事業も含めて１億 8,335万 8,000円ということで、事業を進めておるということになりま

す。 

ですから、観光につきましても、まずは来年３月までに、玄甲舎の本体を完成させると

いうことと、地域運営組織もそうです、事務所もそうですけども、まずそれのほうに、ま

ず力を入れていきたいと思っていますし、その後で、玄甲舎をたくさん訪れていただく方

策をとりながら、まずは玉城町のこの豊かな自然とか、このような歴史を使っていただく

拠点として、まず活用していき、その中でもう少し広げていきたいという構想を持ってお

りますので、その辺りはまた色々と、各所で相談をしていかなければいかんと思っており

ますので、協議をして進めて、多世代交流の魅力促進の拠点として、また観光も含めて、

活用していきたいという構想は持っておるところでございます。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 竹内正毅君。 

○３番（竹内 正毅） 観光施設、具体的には、まだ未定だと思いますけど、今、言われま

したように、多くの人が訪れるとなると、休憩する場所、いわゆる喫茶店とか、そういう

食事をするとかいう施設を設けるような考え方はありますか、ないですか。 

○議長（中瀬 信之） 総合戦略課長 林裕紀君。 

○総合戦略課長（林 裕紀） 勿論そういうふうに集客をする施設ということは、構想の中

で描いております。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 竹内正毅君。 

○３番（竹内 正毅） 今後、議論になると思いますけども、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

次に、町指定文化財玄甲舎の活用方法を聞きたい。 

町としては、玄甲舎の整備の目的と用途についてという中に、活用方法として、伝統文

化の伝承をあげている。その中に教育として、若年層に郷土愛の醸成として、活用してい

きたいと書いてあります。どのように活用するのか。学習体験の場として活用を考えてい
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ることだと思うが、具体的にどのように活用していくのか。また、学習体験なら小学校何

年生から、学習体験を教えていくのかということをお聞きしたい。 

○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） 活用の部分でのところで、教育委員会に関しましたところで、ご

答弁をさせていただきたいかと思います。 

まず、成人部分のところにつきましては、これから今年度実施されますワークショップ

等の意見集約を行いながら、そして、この地域運営組織の拠点となるように進めるわけで

ございますが、しっかりと文化講座等の利活用を考えていきたいと思いますし、議員仰せ

の中で、小学生ということもございましたので、こちらのほうを触れさせていただきたい

かと思います。 

小学生以上につきましては、まず１、２年生で生活科、そして、３年生以上につきまし

では、総合的な学習社会科という授業でも対応できるのではないかと考えております。具

体的には、２年生、生活科の単元におきまして、町のすてきな大発見。３年生、社会科で

は、私たちの住んでいるとこ、今に残る、昔と暮らしの移り変わり。そして、４年生の社

会科におきましては、地域の発展に尽くした人々。６年生、社会科では、今に伝わる文化

と人々の暮らしという単元がございますので、故郷教育と合わせて、いかにも対応できる

のではないかと考えております。 

そして、茶道体験、学習ということに関しましては、礼儀作法、部屋の入り方、そして

歩き方、お茶の点て方、お菓子の食べ方ですね。そして飲み方等々、一つひとつの礼儀作

法を体験、学ぶことによりまして、日本の伝統文化の理解が深まるんではないかと考えて

おります。 

また、中学生段階におきましては、やはり時を守り、場を広げ、礼を正す大切さという

のを、おもいやりの心を持つこと、そして、茶道の心得を示す標語といたしまして、和敬

清寂という言葉があろうかと思います。和につきましては、平和の和で、お互いに心を開

いて仲良くするということ。そして、敬、尊敬の敬でございます。お互いに敬い会うとい

うこと。そして、清ということは、清らか、見えるだけの清らかさだけじゃなく、心の中

も清らやに。寂ということで、寂、どんなときにも動じない心、日頃からどんな事態にな

っても、慌てないだけの心がけという、心の大切さなど体験学習によれば、学べるような

ことを考え、そしてそれに伴いまして、落ち着きのある授業態度というものに、つながる

のではないかと考えております。 

今後につきましては、今、申し上げたようなことを踏まえながら、学校現場と共生を図

りながら進めさせていただきたいと考えておるところでございます。 

○議長（中瀬 信之） 竹内正毅君。 

○３番（竹内 正毅） ありがとうございます。具体的な学習体験を、説明していただきま

して、本当にこれを実現していただきたいと思っております。玄甲舎については、前から

話をさせてもらったように、私は玄甲舎についての思い出は、個人的に幼稚園のひなまつ

り、雛祭りをするのに、どこへ連れていくんやろという思いで行ったところ、この玄甲舎

にたどり着いた。 

その時に、玄関をみた時に、アッという強い印象をもって、玄甲舎の興味を深く、自分

の心に溜めておりました。そういう体験がありましたので、一応、学習体験はどのように

していくかということを質問させていただきました。 
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次に、観光として、町の魅力発信の拠点として整備して活用していくともあげているが、

どのような活用を考えているのかということをお聞きしたいと思います。 

○議長（中瀬 信之） 総合戦略課長 林裕紀君。 

○総合戦略課長（林 裕紀） この町の魅力発信につきましては、観光ということをテーマ

にあげた言葉でございますので、観光につきましては、先ほど申し上げたとおり、これか

ら考えていきたいと思いますけども、まずはやはり住民の方々に、広く周知をして、それ

からたくさん利用していただいて、次に近隣の方々に活用していただく。ここからがまず

は先だと思っています。 

その後に、地域再生計画も持っていますので、玉城町の魅力を内外に広げていって、集

客をしてかないかんと、勿論これは構想として持っています。今、ちょうど５月 29日に内

閣府のほうから、まち・ひと・しごと創生の新しい基本方針 2017というのが、国から案が

発表されて、おそらく今日あたりに閣議決定されるのではないかと思うんですけども、そ

の中でも書いてありますのが、地方生活の魅力発信等ということが、はっきり書かれて、

ライフスタイルの見直しということもあるのですけども、我々も働きながら、例えば土曜、

日曜をしっかり休みながら、その中で地元の文化遺産に触れていくという、いろんなもの

に触れていく。そういうことをして、ライフスタイルを変えていこうと。 

それから、また子どもの頃から、地方にあるようなさまざまな魅力、豊な自然とか、農

産物もそうですし、それから文化・伝統、そのものに触れながら、子どもの頃から触れて

勉強、学んで、それを町内外に発信をして、定住移住にも広げていけということが、今回、

2017の中にはっきり盛り込まれてくるという、今日は重点項目として盛り込まれてくると

思うので、そのことも考えながら、また推進交付金もいろいろ活用して、進めていきたい

と思っています。 

今回の当初でお認めいただいた利活用について、全般的なことになるのですけども、皇

学館大学と本日、協定を結んで、皇学館大学とは５月 26日に包括協定を結んだのですけど

も、本日、皇学館大学との具体的な玄甲舎利活用方策調査研究業務というようなタイトル

で、本日 270万円で契約を結ぶ運びとなっております。 

この中では、玄甲舎の利活用中期計画の概要策定とか、まちづくりの気運を醸成させて、

玄甲舎を拠点とした活用策とか、それから、地域運営組織、これも忘れてはなりませんの

で、地域運営組織の担い手の育成などを、計９回、ワーキングショップ、１回目は 100人

ぐらいの大げさなことを、今、ちょっと提案しとるのですけども、８月ちょっと過ぎぐら

いになるんですけども、そこから来年３月にかけて、９回ぐらいワークショップをしなが

ら、こういうところの意見の集約をお願いしたいと、こういうことを考えております。 

ここだけではなくて、また、平行して、コンサルとも今月中には、中期計画を策定する、

その側面からコンサルが、それをバックアップするという形で、これ 972万円予算をいた

だいておりますので、これも推進交付金の活用です。２分の１補助となるのですけども、

これを活用しながら、今月中に業者を選定して進めていきますけれども、玄甲舎の利活用

と地域運営組織の中期事業をまとめながら、雇用とか、いろんなところの人材育成講座も

広げながら、両方から側面からやっていきたいというのが、今年の利活用のまずはテーマ

として考えていきたいと思います。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 竹内正毅君。 

○３番（竹内 正毅） いろいろ話を聞きましたが、できるだけ玉城町として、今、ご存知
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だと思いますけども、町を歩いている、見学をされる方が、とことこと見えてきました。

リュックサックをさげて、回っている人がおります。そこで、目玉になるお城と玄甲舎、

そういうのにポイントを置いて、できるだけそこへ集客してもらって、玉城町のために発

展をお願いしたいと思っています。 

次に、玄甲舎は茶室としてつくられた屋敷であると。そこで、和洋式としての活用を、

基本的に思っているが、どうですか。例えばお茶、お華、日本舞踊として活用、それに三

味線を利用して、活用をメインであると考えているかどうか。それを子どもたちに伝承し

ていけばよいと思うんですが、その点について、質問させていただきます。 

○議長（中瀬 信之） 総合戦略課長 林裕紀君。 

○総合戦略課長（林 裕紀） 当然それを、古き良き玄甲舎の建物ですから、当然、和とい

うものが中心になると思うんですけども、やはり地方創生という観点から、この施設をフ

ルに利活用していきたいと思っていますので、さまざまな活用を考えていきたいと思って

います。 

ただ、あのすばらしい文化遺産の建物ですから、その価値を損なわない範囲内で、いろ

んなさまざまな活用は考えたいと思っています。基本は住民のために、住民の方々に使っ

ていただく、そういう広く広げた施設に使っていきたいという考えは持っています。以上

です。 

○議長（中瀬 信之） 竹内正毅君。 

○３番（竹内 正毅） 私は和洋式ということについて、強い興味を持っておりまして、そ

れはやっぱり質です、品質、そういうものを大事にしていただきたいというので、和洋式

を活用して欲しいという要望をしましたので、よろしくお願いします。 

江戸時代、金森家の家老屋敷は、城の近くにあったと、おばあさん、美恵子さんという

方に聞いております。しかし、茶道を始める前に、水が茶道として使用するのに向いてい

ないから、現在の地に、茶道用の屋敷を構えたとも聞いております。その利用方法は、当

然、客人がみえた時に利用したと考えられる。 

大勢の客人がみえた時は、８畳の間を使い、大切なお客さん、それから重要な話をした

い時には、お呼び等でみえた時は、２畳の間を利用したと考えられる。そこで、この玉城

町に大切なお客さんがみえた時に、町としてのおもてなしとして、茶道を利用した、おも

てなしを考えているのか。それを質問します。 

○議長（中瀬 信之） 総合戦略課長 林裕紀君。 

○総合戦略課長（林 裕紀） あれだけの建物を、現状のように修復するわけですから、当

然おもてなしというのは考えていかないかんと、これは思っています。そのおもてなしの

中には、茶道ですから、やはりお茶に関心を持っていただくということが、需要でござい

ますから、まずしょっかかりとしましては、今、考えているのは、昨年からこの５月に、

地域包括の連携協定を結んだ、三重大学さんとか、それから皇学館大学さんには茶道部が

ございますので、さっそくその方々とも、何か相談ができないかと、何か連携がとれない

かということは、相談していきたいと思っていますし、その中からこの建物、この施設を

利用して、お茶に関心を持ってもらって、それで、おもてなしを実践していただけるよう

な方とか、団体とか、それがどこまで、お子さんまで、引っ張るのか、今後の検討ですけ

ども、子どもたちなどにも、いろいろそういう興味を持っていただく。そういう方々を増

やしていきたいような施設と、考え方と、それから仕組みを構築していきたいと思ってい
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ます。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 竹内正毅君。 

○３番（竹内 正毅） おもてなしということの根拠というのは、何故おもてなしをしなき

ゃいかんかという時には、玉城町に例えば三重県知事がみえたとか、そういう重要な方が

みえた時に、ちょっと休憩して休んでもらう、それでそこで話をするということに活用し

て、それを町の皆さんに報道すれば、よい夢が描けるかなと思いまして、質問しました。 

次に、最後に、玉城町は歴史のある町として、内外にアピールしている以上、町の皆さ

んに大いに活用していただきたいと思っています。そこで、町指定の文化財である玄甲舎

を利用して、どのような活用を考えているのか、例えば玄甲舎を活用する会と、銘打って

幅広く、町民から募集し、またその中に知識人も中に入れて、利活用を考えているかとい

うことを聞いております。 

そして、いつまでも利用してもらえるような活用を考えているのかをお聞きしたい。 

○議長（中瀬 信之） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村 修一） 今のご質問につきましても、ただいま総合戦略課長からお答えをし

ておることに重なりますけども、本日、皇学館大学と地域連携協定、包括連携協定を締結

しておる中で、この利活用について、どうしていくのかということの検討に、いよいよ入

っていくということでございます。 

基本的には、もう何度も聞いていただいておりますように、折角いただいた町の宝であ

りますから、この施設を通して、若い人たちがやはり玉城町の町のすばらしさというもの

を学んでいただくことで、郷土愛が醸成されていくのではないかということも考えておる

わけでありますし、また、合わせてこれだけ著名な方々も、茶の湯の方々も高い評価をい

ただいておりますから、議員仰せのとおり内外に広くこの施設をＰＲしていくことで、こ

こへ人々が訪ねていただけるような仕掛け、そして日頃は地域の皆さん方が、自由に出入

りできるような、そういう交流の場として活用していただく。そういうことが大事ではな

いかと、そういうことを今、申し上げておりますように、皇学館大学の皆さん方と一緒に

なって、これから取り組みを進めていきたいということでございます。以上でございます。 

○議長（中瀬 信之） 竹内正毅君。 

○３番（竹内 正毅） 玄甲舎の今後の取り組みについてという夢も含めまして、質問させ

ていただきましたので、今後ともよろしくお願いしたいと思いまして、質問を終わらせて

いただきます。 

○議長（中瀬 信之） 以上で、３番 竹内正毅君の質問は終わりました。 

次に、８番 北川雅紀君の質問を許します。 

８番 北川雅紀君。 

《８番 北川 雅紀 議員》 

○８番（北川 雅紀） ８番 北川。議長のお許しを得ましたので、通告に従い、一般質問

をさせていただきます。 

本日は２つテーマがありまして、１つ目は、少子化について、特に下外城田地区のこと

についてです。２つ目が行政と議会の関係についてという、２つのテーマで、一般質問を

させていただきます。 

まず１つ目ですが、少子化について、これは全国的な問題ですし、玉城町は他と比べた

らいいということですが、やはり将来は減っていくという中で、この問題がほとんど今、
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経済のことも、地域のことも、あらゆる産業とかのことも、大体ほとんどが少子化のこと

が原因で、それが解決できれば解決できることも多いんじゃないかと思いますので、玉城

町も将来減っていくということが、見えているのであれば、やはり対策を打っていかなけ

ればならないので、そのことについて、まずは町長に少子化ということで、どう考えてい

るのかを質問します。 

○議長（中瀬 信之） ８番 北川雅紀君の質問に対し、答弁を許します。 

  町長 辻村修一君。 

○町長（辻村 修一） 北川議員から玉城町の少子化について、どう考えているのかという

まずは質問でございます。 

少子化、つまり人口減少ということになるわけでございます。やはり少子化によって、

これは玉城だけではなくて、日本の国、全国市町、それぞれが大変な危機感を持っておる

のが、今の現状でございまして、つまり地域が持続して発展をしていくことが、非常に厳

しい。具体的には年間に、400 人も 500 人も減少しておるという現実があるわけでござい

ます。そういったところで、大変な影響が生じていくと。 

従って、これをどうしていくのかということでございます。つまり人口減少を抑制する、

そのための取り組みをどうしていくのかということでありますから、いろんな具体策を講

じておるのが、今の玉城町でございます。大変これは町といたしましても、重要なことだ

と思っておりますし、町はおかげさまで、2017のデータで社会増が、三重県トップで増え

ておるというのが、県から発表されておりますけれども、しかし、これからは減少の傾向

にいくのではないか、いっておるのではないかと、こんなふうに思っておりますので、大

変重要な課題であると認識をしております。 

○議長（中瀬 信之） 北川雅紀君。 

○８番（北川 雅紀） これは３、４年前に一般質問させてもらって、その後、増田さんと

いう都知事に立候補した人が出した、消滅可能都市というのが出て、地方創生とか、いろ

んなことがあって、玉城町もその中で、色々やってもらっているのは、わかっています。 

そうした中で、玉城町人口ビジョンというものができて、いろんな分析がしてあって、

見てみると、面白いといったらおかしいんですけど、そういった角度、いろんな角度から

見て、人口が減らないように、または増えるように、そして減っている要因は何なのかを

やってもらっている。すごくわかります。 

それで施策として打ち出すのは、すごく難しいんですね。そんな施策があれば、全国ど

こでもやっていて、人口は増えているはずですけど、減っているので、たぶんすごく良い

施策というのはないんですね。いろんなことをやっていかないと駄目というような中で、

答えが出てくるとは思うのですけれども、この玉城町人口ビジョンというのを見て、その

中にいろんな年代別とか、職業別とか、出ていった地域とか、色々なデータがあるのです

けれども、この前、玉城町の中の下外城田地区の人口の、懇談会みたいなのを、町長が開

いてもらったので、すごく良かったと思うのですけれども、他の地区の方はまだ知らない

かもしれませんので、今、玉城町こういう感じなんですね。 

表を見ていただいてわかるように、玉城町というのは４つの小学校が、人数がバランス

よくあって、そのバランスがよくある前提の下に、防災とか地域活動かと、色々なシステ

ムが構築されています。なので、その中の学校が１校でも消えてしまうと、今の玉城町が

やっている行政のシステムとか、地域のシステムというのが、崩壊してしまうような危険
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があるので、この玉城町が狭いエリアで４つの人口が平均してあって、小学校も平均的に

あるという感じが、すごく玉城町のいいところで特性だと思うのですが、見てもらっても

わかるように、下外城田、今の１歳児、今年の４月以降に生まれたのは０歳児と考えても、

昨年度に生まれた人が、ここですね、11人ということですね。その上も見てもらうと、13、

14、16人、15とか、こういう数字で、横も見てもらって、田丸もすごく減っているのかな

と思いますけれども、７歳児から 60人ぐらいあって、１歳児が 45人ということなので、

外城田は増えているんです。 

そういった中で、これは３月 31日現在の数字で、４月になると、転入提出とかがあった

り、学期の途中でも、３歳児未満、保育所にいく未満の子どもは、転入提出かあって、一

家で転入してきたりして、そのままいくわけではなくて、増減があるのですけれども、基

本的にはこのような数字だということです、上の表を見てもらうと。 

そういった中で、下外城田という地区が、もう１学年 10人、15人をきるようなことが、

もう４歳児以降にはある。つまり 10年後ぐらいには、全学級 15人以下ということが、下

外城田小学校ではあり得ます。なので、そこに視点を、問題点を絞って、話を進めさせて

もらいますが、その下外城田のことを、そういう地域分析という意味では、町長のお考え

として、どういうことを考えていますか。 

○議長（中瀬 信之） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村 修一） 特に下外城田のことにお尋ねでございますので、下外城田のことに

ついて、お答えを申し上げます。 

下外城田の地域は、村制からやがて 130年ですけれども、大変いい形で発展を遂げてい

ただいておる地域だと思っていますが、これは下外城田だけではないんですけど、玉城町

の 68自治区ありますけども、特に農村集落は大変少子化、高齢化の実態がございます。玉

城町が増えておるというのは、皆さんご承知のように、集落の周辺に小規模な団地、ある

いはかつての団地が増えておるということで、維持されておるということです。 

特に下外城田の場合は、そうした各集落の中での人口減少と、そしてもう１つは、ちょ

うど 20年前になりますけれども、かつては東外城田村の地籍は浜塚でございましたけれど

も、そこに太平洋ブリーディングの養豚場ができて、オーエスキー病が発生して、そして、

町が買い取ってと、今のレインボータウン、労住生協の団地、それが 20年まえに、そこに

転入、住宅が建ってきたと。そのお子さん方が、町全体として４小学校のバランスのをと

るため、本来ですと、外城田小学校へ行っていただかなければならないという形でありま

したけれども、やはり下外城田小学校が減少していくということから、そこはエリアを変

更して、下外城田小学校のほうへ、外城田の地域を下外城田小学校の住宅のところの用地

を入れたと、こういう経過でございました。 

そのお子さんが、なんと今、下外城田小学校の児童数 170人みえるうちの 80人、やがて

50％がレインボータウンのお子さんです。そのお子さんがどんどん成長されて、中学校へ

いったり、卒業されたり、当然のことながら、下外城田小学校、小学校でみた場合も減っ

ていく。こういう現状でございます。 

そういったところで、やはり下外城田の地域の良さを、これからも何としても残してい

かんのではないか。そういったことで、北川議員から質問の中にも、それぞれの学校の１

歳から７歳までの子どもさんの数も示していただいておりますけれども、やはりかつては

年間 150人、160人、170人、今、中学校 1年生が 180人です。183人ですか。 
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今の１歳の方が示してもろとるのが、だいたい玉城町全体で 127人ぐらいの方ですかね、

123 人、全体として減ってきます。その中で特に下外城田の地域が減少していくと、こん

なふうに認識をしておりますので、この対策をどうしていくのかということは、地域の皆

さん方と一緒になって考えていく。 

もういよいよ減少してなっともならんという時ではなくて、今から将来を見据えて考え

ていくことが必要ではないかと、こういう考え方で、今取り組みを進めようとしておる、

その状況でございます。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 北川雅紀君。 

○８番（北川 雅紀） そうなんですね。公園通り、レインボータウンがあって、一時期そ

の減少を食い止めたという経緯の中で、そこの子どもたちも巣立っていって、小学校、保

育所になる子どもが少なくなってきたというのが、データというのか、現実だと思うんで

すね。 

それでも、やっぱり最初に言いましたけど、４地区に人数がバランスよくいって、そこ

でその活動地域とつながったり、教育があったり、また自治区制度も学校を基にしている

ことが、たくさんあるので、これのバランスが崩れると、すごい玉城町は大問題というか、

今の構築しているものが、かなりいろんなところに弊害が出てくるので、ここは食い止め

なければならないと。 

ただ、若い人たちが夢を追いかけて、都会に行くということは、とめられないことなん

です。そういった中で、地元に残るという考えを持っている若い人たち、子育て世代の人

たちの取り合いといいますか、各自治体の中で、外に出ていく子たちは止めれないので、

三重県にいるこの地域、伊勢地域にいるという人たちの取り合いという中で、町がどうし

ていくか。 

だから、全体的な減っていくという中で、どうしていくかということですが、基本的に

放っておいたら、減っていくだけです。もう日本全国減ってきますし、都会に出ていきま

すし、地域の自治体というのは減っていくだけです。そういった中、住民の方たちと話し

合ったりして、問題を解決していくということは、重要なんですけれども、やっぱりこれ

は行政の施策には、住民と話し合ってやっていくべきパターンの時と、やっぱり行政が方

向性を出して、そちらを説明して納得してもらって、行政が進めていくというパターン、

２パターンあると思うのですけれども、やっぱり日本全国を見てみても、成功、ほとんど

少子化を食い止めるのはしてないので、これは話し合っているよりかは、悠長なことはい

ってもらずに、行政がこういう方向でいかせてもらいたいというのを、住民の皆さんに納

得してもらうように説明してというパターンのほうが、僕は適正だと思うんですね。 

そういった中で、話し合うことも、すごく大切ですけれども、さっきい言った、減って

いく原因というのを、もうちょっと細かく考えると、なんかこういうことが原因なんじゃ

ないかと、こういうことが下外城田が減っているんじゃないかという分析はありますか。 

○議長（中瀬 信之） 総合戦略課長 林裕紀君。 

○総合戦略課長（林 裕紀） 下外城田の人口減少につきましては、町長も大変危惧をされ

ていて、３月 11 日に、下外城田の区長さんを集めて、まずどういう状況かの懇談会を開

かせていただいて、意見交換をいたしました。 

その中で、主な原因は、おそらく社会減には違いないんですけれども、ただ人口ビジョ

ン、今、言われた総合戦略をつくっていく中で、人口ビジョンを作成するのですが、玉城
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町全体という捉え方をしたために、４地区別とか、１地区別の推計をみて、2060年を見据

えた計画になっていないので、現在そういう推計、資料は持っていません。 

ですので、この中で要因分析をやっていく中で、今後はデータ的ものを基にしながら、

地区別、それから自治会別、こういうところの増減を、もう少し世帯の増減を、２世帯増、

１世帯減、若い方が抜けてていく住民基本台帳の実データを基に、調査をしてかないかん

と思っていますので、それを展開していきたいと、こんなことは今思っています。以上で

す。 

○議長（中瀬 信之） 北川雅紀君。 

○８番（北川 雅紀） さっき説明した人口ビジョンって、大きい紙があるのですが、これ

にはそういう地区別という分析はないので、データとしてはないということですが、この

一番下、ここを見ていただきたいんです。 

地区別転入者数というのがありまして、2016年の数字です。年度じゃなくて、2016年の

数字です。それを見ると玉城町に転入してきた人というのが、数字の合計なんですね。そ

して、外城田には 162人、田丸には 155人、有田には 172人という人が転入しているので

すが、下外城田には 38人の人しか転入してきてないということが、原因じゃないかなと僕

は考えているのです。 

下外城田だけがこうやって減っていく要因は、何なのかなということを考えた時に、自

然に増えていく、子どもが増える数字というのは、１つの要因としてあるのですけど、転

入者というのが少ないということが、下外城田が子どもが減っていっているという原因じ

ゃないかなと考えると、何故、転入者が少ないかということを考えると、やっぱり宅地が

少ないんじゃないかなと思うんです。新たに伊勢市や松阪や南伊勢や度会町とかから来る

人が、玉城町に来よう。 

それは玉城町が子育てを頑張っているからとか、通勤に便利だとか、いろいろな理由が

あるのですけども、はっきりいって外から来る人は、地区なんて多分あまり気にしないと

思うんです。そういう時に、まず考えるのは、家が建てれる土地があるかどうかというこ

とが、順序の一番最初にきますので、その家を建てれるところが、玉城町の中で特に下外

城田にないから、下外城田には転入が少ないということじゃないのかなと思うのですが、

どうですか、ここら辺は。 

○議長（中瀬 信之） 総合戦略課長 林裕紀君。 

○総合戦略課長（林 裕紀） あるルートをちょっと使わせてもらって、土地の開発事業者

の方々、業者に聞いていただいたのですけども、下外城田の状況を。だいたいまとめると

３つぐらい話が多くて、１つ目は、やはり宅地が少ない、開発の宅地が少ない。２つ目に

は売ってくれない。３つ目には魅力がない。こんなことを総合的に、宅地事業者が言って

いたということを聞かせていただいておりますが、そのままの話で、正確なところがどう

かわかりませんけども、そんな話がございます。ですから、やはり今まで都市計画を中心

としたマスタープランというのが、全国どこでもつくっておるのですけども、やはり地方

創生という観点からの土地利用計画、マスタープランというのは、どこもまだそんなに作

ってないのかと思っています。 

ですから、そういうところで、確かに宅地を増やしたら人口は増えると思うんですけれ

ども、その辺りも地方創生、地域の絆とか、色々なことを町長申し上げており、それも崩

れないような形の何か土地利用計画は考えていかないかんので、まずは総合戦略としては、
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地域懇談会を膨らませたような、いろんな団体とか、それから、グループなんかとのお話

を聞かせていただいて、それから、実際、転入を、下外城田地区に転入された、町外から

転入されてきた方々の意見とか、アンケートもできればとりたいと思いますけども、そん

なことも聞きながら、どういうプランが必要なんかというのは、うちの課としては考えで

いかないかんのかなと思っています。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 北川雅紀君。 

○８番（北川 雅紀） やっぱり宅地が少ないと、売ってくれないはあると思うんですね。

魅力がないというのは、今の現段階では、おそらくないでしょうね。でも、例えば行政が

誘導して、宅地開発、都市計画ですね、都市計画でここは宅地にしていくとか、そのイン

フラ整備ですね。下水道とか水道とか、そういったものをやっていくということにすれば、

宅地業者とか不動産業者から見れば、魅力があるでしょうし、僕の同級生とか、同じ年代

の子たちも、家を建てたりしている子が、ちょこちょこできてきて、その子たちがいうに

は、できて 10年とか 15年前に、もうできている団地には入りづらいと。コミュニティが

あるので、なので、新しくできた団地とかに、皆が一斉に行って、そこにコミュニティが

できるというところに、できるだけ行きたいという考えがあるわけです。 

なので、今回、空き家とかもありますけど、その既存の集落の中に、空き家を活用した

り、空き家を開放したりして、そこに世帯が入ってくるという手法もありつつ、こっちも

やらなあかんのですけども、やっぱり大きな増加ということを考えると、団地とか宅地開

発みたいなことをして、そこに来てもらうということが、もう必要なんじゃないかと思う

んです。さっきの数字を見ても、１学年 10人ぐらいになったら、本当に学校の統廃合とい

うことを、今のこの人たちは、僕も含めてですけども、ここに座っている人たちは、考え

ないかもしれないですけども、10年後、20年後のここに座っている人たちは、当然よその

地区から見れば、経済効率で考えれば、小学校をそういう 10 人、20 人とかでやっている

のは、経済効率で悪いという意見も出てくると思うんです。 

だから、どうなっているかわからないんで、今ここにいる人たちが食い止めて、そうい

うことを考えれないような状況にして、20 人とかを保っていくことが必要だと思うので、

今回、質問させてもらうのですが、その宅地開発的なことを、都市計画でそこを設定する

というようなことで、誘導していくということは可能なんでしょうか。 

○議長（中瀬 信之） 建設課長 東博明君。 

○建設課長（東 博明） 行政が宅地を整備していくという手法でございますけど、土地区

画整理事業という手法がございまして、これは都市計画地内の土地につきまして、公共施

設の整備、改善、宅地の利用の増進を図るため、土地の区画形質の変更、公共施設の新設、

変更に関する事業となってございます。 

現実的には、実際には佐田土地区画整理事業が、昭和 45年から 61年度までの事業で、

町施行で実施したという事例がございます。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 北川雅紀君。 

○８番（北川 雅紀） つまりできるということなのか、どういう手続きをして、できてい

くものなのですか。 

○議長（中瀬 信之） 建設課長 東博明君。 

○建設課長（東 博明） 現実的には、都市計画区域内の事業になっていまして、これには

農業振興地域の整備に関する法律に基づく、農業振興地域の整備計画というのがございま
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して、農用地区域であれば、これは除外しないと、そういう開発行為でありますとか、土

地区画の整理事業ができない。都市計画と農業振興と表裏一体で、それぞれのエリアがあ

りまして、それが交わるところがないというので、どちらかの方策をとっていかなければ

ならないという現実がございます。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 北川雅紀君。 

○８番（北川 雅紀） 土地区画整備事業というので、そういうことはできると。ただし、

そこは農振のエリアではないところということですけども、下外城田は農振じゃないエリ

アで、ある程度、面積があるところってあるんですか。 

○議長（中瀬 信之） 建設課長 東博明君。 

○建設課長（東 博明） 下外城田地区は、ほとんどが田畑、あるいは集落というところで、

あとあるとしましたら、高速から南側の山の山林部分、そういうところしかないのかなと

思います。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 北川雅紀君。 

○８番（北川 雅紀） 農業委員会の制度が変わって、農振地域とかを、その自治体が判断

できるというシステムになって、それを判断できるような申請をすれば、できるというの

に、玉城町は申請して、それになったと思うのですが、そういった宅地化ということを目

的に、その農振地域を外して、進めていくということは可能ですか。 

○議長（中瀬 信之） 産業振興課長 中世古憲司君。 

○産業振興課長（中世古 憲司） 議員お示しのとおり昨年度、指定市町ということで、国

のほうから認めていただきまして、農地法、農振法につきまして、ある程度、自由度とい

うのが、市町村に権限が下りてきたというところでございます。ただ、これも法律の中の

範囲ということになりますので、どういうふうに、これが農業振興につながっていくかと

いうことも、整理をしながら除外、それから農地転用というのは、審議されるべきという

ことでございますので、なんでもありという形の指定市町ということではございませんの

で、ご理解をいただきたいと思います。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 北川雅紀君。 

○８番（北川 雅紀） なんでもありということではないということですが、宅地化、もう

人がいなくなったら、その地域や町なんて終わりですよね。農業も話にならないですし、

人がいなかったら、そういった意味で、そういうのは考慮できるメニューには、入ってい

るようなものですか。結局は農業委員会というところが、審査すると思うのですが、そう

いった理由にできるというメニューであるかどうかというところはどうですか。 

○議長（中瀬 信之） 産業振興課長 中世古憲司君。 

○産業振興課長（中世古 憲司） 農振法におきましても、農地法におきましても、それぞ

れの基準というものがございます。農振除外におきましても、５つの要件というのがござ

いますし、農地法におきましても、第１種農地から第３種農地までの農地転用の判断、こ

ういうのがございますので、その中の枠の中の判断ということになりますので、それぞれ

の住宅地の中身を審査した上で、判断をさせていただくということになります。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 北川雅紀君。 

○８番（北川 雅紀） ちょっと可能かどうか、不可能ではないかというニュアンスとは思

うのですけれども、ちょっと現実としては難しい、やらなければいけないと行政が思った

らできるかもしれないですが、そういったことを検討していく、考えていく、方向でいか
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ないと、もう現実的に数字が出ていますので、駄目かなと思っていますが、例えばそうい

った中で、団地ができますよね。その団地はどこどこの小学校にいくということを、行政、

教育委員会が設定できるのかどうか。 

例えば、今ある既存の集落だったら、集落内でここの集落はあっちの学校に変更すると

いうのは、できるかもしれませんけれども、いきなりポコッとたつという計画ができた、

その地区の設定は、行政や教育委員会ができるのかどうかということはどうですか。 

○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） まず学校集落に関しましては、規則がございます。この規則にも

たれたエリアが設定をされております。これに該当しない部分、また変更を要する号に関

しましては、小学校就学検討委員会の設置という要綱がございますので、そちらの要綱に

基づきまして、検討委員会を設置し、小学校の就学のあり方等につきまして検討し、教育

委員会に助言をいただくと、そして教育委員会に助言をいただいた後に、教育委員会のほ

うで、規則改正の手続きを諮って、告示行為という流れになろうかと思います。 

また、この検討委員会の組織につきましては、各小学校区の代表なり、校長代表、そし

て学識経験者、保育所担当職員、そして、その他の委員ということで、町議会議員さんも

今までにつきましては、参画をいただいて、協議をしてきたという状況でございます。以

上です。 

○議長（中瀬 信之） 北川雅紀君。 

○８番（北川 雅紀） つまりその地区が、どの学校に行くかということは、その自治区で

考えることではなくて、検討委員会というところの組織が、そこに色々な人が入ってくる

のでしょうけれども、そこが教育委員会に答申をして、教育委員会がここはここへ行って

くださいと決めれるということで、いいんですか。 

○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） まずもって、就学等に関する規則というものがございまして、各

学校区別のエリアというのを定めてございます。そこのエリアに入ってない部分、もしく

はそこから変更する部分につきましては、今、申し上げました手続きが必要になってくる

ということでございます。 

ですので、まずもってはどのエリアになるかわかりませんけど、そこが規則上のエリア

になっているかどうかということから判断されると思います。 

○議長（中瀬 信之） 北川雅紀君。 

○８番（北川 雅紀） ちょっと中央集権的というか、行政が強い力を発揮するようなシス

テムの理論に、今、僕も話していてなっているのですけども、やっぱりそうしていくこと

によって、地域の学校とかが保たれていくというのであれば、仕方ないと思いますけれど

も、今、住んでおる人たちを、いきなりこの地区ということは、住むところの自由、憲法

にあるようなこととかに入ると、そこに自由がないといけないので、強制的にするのはど

うかなと思いますが、新しくできた団地は、この地区はここの小学校に行くのですよとい

う売出し方もしていますので、そういったことができるということで、いいんですね。 

○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） 先の町長の答弁にもありましたとおり、下外城田エリアの中で、

平成７年に公園通りのほうが、下外城田に編入したということもございますので、それは

団地の計画段階の中で、検討し進めることは可能でありますので、全てにおいて規則のと
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おり、こうなっているからこうということではなしに、地域性を持たせて、学校が核とな

るような地域づくりも合わせて、検討するという考え方でございます。 

○議長（中瀬 信之） 北川雅紀君。 

○８番（北川 雅紀） 今までの話を総合すると、やっぱり学校の問題は、それがいいかな

と思いますし、やっぱり宅地がないというところが、大きな問題じゃないかなと思います。

自治区の区長さんとか、色々な人と話していても、そこは解決できないんじゃないかと思

うわけです。やっぱり行政が働きかけて、下外城田小学校がこんな状況で、何年後かには

統廃合するかもしれない危険性があるので、ここのエリアを宅地にさせてくださいという

ことを、熱意を持って、計画を持って、ある程度の地区とかに、その地権者の人に言って

いくような段階なんじゃないかと思うのですが、そういうことをしていくということは、

先の話かもしれないですし、僕は直ぐやってもいいことだと思っているのですけども、そ

こら辺はどうですか。 

○議長（中瀬 信之） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村 修一） 下外城田だけではないですけども、他の地区もそうだと思いますけ

ども、やはりそれぞれの折角ある、４つの小学校区、旧村単位でございますけども、そう

いったところの良さというのが、玉城町は大変あって、そして、その魅力を感じて、人々

か住み守ってきてくれたということであります。 

特に下外城田の地域ことも心配であって、質問もあり、私もその動きをしておるわけで

ございまして、大変な重要なことだと思っています。今の時点で、色々な具体的なことの

質問もありますけども、具体的に検討はしていかなければなりませんけれども、やはり要

はどんどん減っていくので、極端な話ではありませんけども、魅力がないんや、寂しい状

態になっていくということではなく、多少人口が減っていっても、おらの地域はやっぱり

住みやすいんだと、良い地域なんだと、こういう地域の皆さん方が自信を持って、住んで

いただけるような、そういうまちづくりをしていかないかんのと違うかなと。 

従って、何が大事かということ。やはり自分たちの地域の課題は何なのか。今、質問に

もありました。あるいは行政も、ある程度、掌握しておる課題は何なのか。困っておるこ

とは何なのか。そういうことを皆、意見を出し合っていただいて、あるいは行政は行政で、

持っておるデータを全て皆さんに知っていただいて、そして自分たちで一緒になって、地

域のことを考えていこうと、そういうことにもっと力を入れていきたいと思っています。 

○議長（中瀬 信之） 北川雅紀君。 

○８番（北川 雅紀） 思いは一緒というか、僕が下外城田の議員だから、下外城田のこと

を言っているんじゃなくて、町全体のことです。下外城田小学校がなくなったら、そこか

らバスで通ったり、いろんなことを、そして防災、地域も、いろんなことがシステムとし

て、崩壊してくるので、食い止めなければならないということで、玉城町全体のことであ

って、そういった中で話を考えていかないかん中で、先ほど町長が言った、減っても、そ

こに誇りを持って、そこに住んでいる人たちが、納得して生きていけばいいんじゃないか

という理論もわかるのですけども、若い僕からしたら、やっぱり先のことを考えるんです

ね。 

寄り合いとか、溝ほりとか、地区の行事があります。集団でやらんと成り立っていかん

地域活動というのが、それがやっぱり人がおらんと成り立っていかないので、今、いる人

たちが納得する、楽しく住んでいくという考えもあるとは思うのですけども、先のことを
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見て、地域が持続的に活動していくためには、今おる人たちに、我慢してもらったり、申

し訳ないですけども、土地を売ってくださいといって、ちょっと嫌な思いをさせるかもし

れないですけれども、そういうこともやっていった末に、未来があるし、そういうことを

やっていかないと駄目なのかなと思っています。 

人口減少についての話は、行政としては、そういうことですけども、この問題を考える

一番の要因となっているところは、１学年 15人とか 10人以下になると、学校統廃合にな

るんじゃないかというところが、この問題の契機なんです。下外城田が減っていっても、

減っていっては駄目ですけども、それでも学校というところがあって、運営していったら、

今の玉城町の制度、防災や地域活動や自治区の制度というものは維持されていくので、減

ってことは問題ですけども、大きな問題にはならないというところですが、学校統廃合の

基準というところに話を移すと、それはどんな基準になるのですか。 

例えば 15 人をきったら、複式学級にしなければならないとか、10 人きったらもう何か

しなければならないという基準はあるのですか。 

○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） まず統廃合の基準というものではなく、適正規模というものがご

ざいます。法令みますと、まず学校教育施行規則第 41 条のところで、学級数、小学校の

場合につきましては、12 学級以上 18 学級以下を標準とすると。ただし地域の実態その他

により特別の事情がある時はこの限りでないという規則がございます。 

そして、義務教育小学校施設費国庫負担施行令第４条、適正な学校規模の条件というも

のがございまして、第１項第１号によりまして、学級が概ね 12学級から 18学級まである

こと。 

第２号におきまして、通学距離が小学校にあっては、概ね４km以内、中学校にあっては

６km以内。 

そして、公立小中学校の国庫負担事業の認定申請の手引きというものがございます。こ

こで学校規模の分類というものがありまして、これにつきましては、大きな改正がなされ、

平成 27年１月 27日に改正がなされたところでございます。ここで、小学校５学級以下に

つきましては、過少規模校、そして小学校６から 11学級、これが小規模校で、適正規模と

いうのが、先ほどお話をさせていただいた 12から 18学級、大規模校ということになる状

況でございます。 

そして、また極小ということで、複式校、これにつきましては、２つの学年を合わせて

16人以下の複式学級で構成され、３学級以下の学校。もっと小さな小中の併置校という学

校でございます。ここで学級編成の基準、今、お話のありました複式学級ということでご

ざいますが、これは２つの学年の児童数が 16人以下になる場合でございます。そして、１

年生を含む場合につきましては、８人という規定がございます。 

先ほど言いました手引きでは、小規模校以下の場合、特に８学級以下、学校統廃合等に

より、適正規模に近づけることの適否を検討する必要があるということで示されたところ

でございます。 

そういう内容ではございますが、先に申し上げました学校教育法施行規則第 41条に基づ

きます、但し書きのところで、地域の実態その他により特別の事情がある時はこの限りで

はないとされておりますし、また、小規模校のメリットを最大限に生かす方策、そして、

小規模校のデメリットの解消策や緩和策を積極的に推進をするということで、そういう小
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規模校のことにつきましては示されておるところでございます。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 北川雅紀君。 

○８番（北川 雅紀） 今の話を聞くと、国全体の中では、小学校で６学級以下とかは統廃

合を考えるところという括りにしているけれども、地域差というものがあって、その地域

によって、離島とかもありますし、そういった中で、地方の自立というか、地方の中で小

学校運営している範囲が認められているという中で、玉城町も大きくはいったら、下外城

田も有田も１学年、１クラスとかなので、そういったことを考えるレベルかもしれません

けれども、維持していると。その地域差、小規模学校ということで、今、運営していると

いうことですが、僕はそれはいいと思うのです。行政のシステムとか、地域づくりのため

に学校があることはいいと思うのですが、もう一方の視点から見ると、子どもたちのやっ

ぱり競争があって発達していく。 

クラス替えがあって、人間関係が構築されていく。スポーツとかもある程度の人数があ

ってやるから、いい発達をしていく。多様性ですね、そういったもので、子どもたちの成

長のためには、多いところでやったほうがいいんじゃないかと、これは相反する行政、地

域から見たメリットの視点と、子どもたちの発達という視点から見て、どっちがいいかな

という中で、ある程度、少なくなったら学校統廃合する。それは経済効率も入ってきます

けども、そういった中で、今のところは玉城町はどんな考えというか、どんなふうになっ

たら、今のままでいいのか、８人とか 10人になっても、学校をやっていこうと思っている

のか、そこら辺の行政としての、教育委員会としての考えはどうですか。 

○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） 一般的に行政が、学校の統廃合を行う場合につきましては、教育

委員会におきまして、外部有識者等の住民の皆さん方を交えて、検討委員会を設置して、

その中で適正規模お呼び適正配置について、協議を重ね、学校の規模の適正化に関する方

針、また計画書を作成し、地域住民の皆さんと協議、調整を図りながら推進を、進めてい

くということで、近隣においても、そのような形で進められておるところでございます。 

小学校、玉城の場合、特にそうでございますが、地域にコミュニティの核であること。

そして学校は地域社会の将来を担う人材を育てる、中核的な場所であるとともに、先程来

お話にもありました、防災、地域の交流の場など、さまざまな機能を有し、学校づくりや

まちづくりと密接につながっておるということがありますので、先にも話をさせていただ

いたとおり、小規模校におきましても、メリットを最大限に生かす方策をとり、またデメ

リットの緩和策、といいますのは、玉城町 40ｋ㎡でございますので、４小学校が連携する

ことによって多様性、また、切磋琢磨する競争性が生み出されるということも考えられよ

うかと思います。 

現時点におきましては、そのようなことから、小規模校を、玉城の場合４小学校の小学

校体制を現段階といたしましては、維持する考え方でございます。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 北川雅紀君。 

○８番（北川 雅紀） 止め直ししますけど、僕は小学校は全部残って欲しいと思っていま

すが、南伊勢や度会や伊勢、もう小中学校の統廃合が進んでいます。やっぱりすごい悲し

いことですし、そういう結果になってしまったのは、対策を打たなかった、その時の、統

廃合する何十年も前も政治家とか、行政の責任だと、僕は思うんです。 

なので、今、玉城町は 10年後ぐらいに、そうなる可能性があるので、その時にそんな結
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果になったら、やっぱり僕らのせいなんですね。行政、ここに居る人たちとか、議員のせ

いやと思うんです。だから、それは食い止めなければならないと思っていて、それの解決

策は人を増やす、維持することしかないと思うんです。その目標みたいなのは、やっぱり

教育的な視点からもみても、クラスというのは、これぐらいの人数が適正なんだ、保育所

もそうですけど、やっぱり 10人以下だと、サッカーもできませんし、いろんな切磋琢磨や、

クラス替えの人間関係とかもないので、行政として学校として、保育所も学校も、どれぐ

らいの人数が子どもたちの発達にとっては、良いクラス規模なのかというところがあると

思うのです。それをめざして維持していくということが、１つの目標というか、計画とし

ていいラインやないかと思うのですが、それはどうですか。 

○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） クラスの人数ということでございます。教職員の配置ということ

もございますが、国の基準というところからみますと、公立義務教育小学校の学級編制お

呼び教職員定数の標準に関する法律という規定がございまして、第４条におきまして、小

学校の場合は 40人と。１年生の児童の場合は 35人ということが定められております。三

重県では、平成 15 年から国において、運用の弾力化ということが出されたこともありま

して、児童・生徒一人ひとりの実態や、各学校の課題に応じたきめ細やかな教育を推進し、

基本的生活習慣や学力の確かな定着向上を図る趣旨から、少人数教育の取り組みの実施を

しております。 

そこで、15 年から小学１年生につきましては、73 人以上の場合、30 人学級の３学級編

制とするということ。また、16年度から小学校２年生にも拡大をしたというところで、こ

れら規定の下限の人数の設定といたしましては、25人を設定されておるというところでご

ざいます。 

○議長（中瀬 信之） 生活福祉課長 西野公啓君。 

○生活福祉課長（西野 公啓） お尋ねは、保育所のクラスの人数、規模のことに関してで

ございますけども、保育所につきましても、特段クラスの適正規模、人数というのはござ

いません。 

その中で、設備におきます、例えば部屋の広さであるとか、また、職員配置数、学年に

よって年によりまして、児童何人に対して職員が何人であると。そういう規定はございま

すけども、近年、少子化ということとは別に、玉城町の場合に、１、２歳児の利用割合が

非常に多く見受けられます。 

その中で、保護者の勤務形態も多様化をしておりますし、ニーズに応えるべく多様な保

育が提供されていかなければならないということもあります。それだけ社会的な役割が非

常に大きいものですから、それについて、私どものほうはクラスの人数、適正な数という

よりは、保育の質を重要視して、それを担保するような形で保っていく必要があると考え

ております。 

○議長（中瀬 信之） 北川雅紀君。 

○８番（北川 雅紀） これで少子化の話については終わりますが、やっぱり今日聞いてみ

て、宅地をつくるということしか、しかというと変ですが、それが一番問題を解決できる

方法じゃないかと思いました。なので、そういったことを住民と話し合っていく中も進め

つつ、行政としてできることを進めていって欲しいと思っています。これも 10 年後の話

なので、今、・・・してできたとしても、子どもが生まれるは３、４年後で、その子が中
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学生や、小学生になる、15 年後、20 年後の話なので、もう直ぐやってもらいたいと思っ

ています。 

そして、２つ目の質問に移ります。２つ目が議会と行政の関係についてということです

けども、３、４年前のデータですけども、日本の行政、地方自治体、県とか市町村、また

国というものが、年間で 160兆円ぐらいのお金を使っているということで、その内３分の

２が地方自治体、県や市町村が使っていると。 

だから膨大な金を地方自治体で使っているんです。昔は国の財源が多くありましたけど

も、2000年の地方分権の一括法とかの中で、地方自治体に色々な自己責任、自己権限、い

ろんなことが任されました。そういった時代の中で、議会と行政という役割も、2000年以

降確実に変わりました。そういった変化の中で、学問的にといったら、そういう言い方が

正しいのかわからないですけど、法律が目指している、日本が目指している理想というも

のがあって、その理想を実現するためにも、法律をつくって、法律が想定していることと

いうものがあります。それを私たちは法律をつくる側なんで、目指していかないと駄目で

すし、遵守していかないと駄目だと思うのですが、2000年以降、先ほど言ったように、大

きく地方自治体の役割ということが変わりました。お金の配分も権限も、そういった中で、

町長は議会と行政というものが、どういった関係であるべきなのか、今は。 

それは町長の考えというより、法律的な概念、日本を目指している姿という答えになる

かもしれませんが、それはどう捉えていますか。 

○議長（中瀬 信之） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村 修一） 法律的な概念ということになりますと、専門家でありませんので、

詳しくは答えられないわけでありますけれども、やはりいろんな地方分権改革によって、

やはり地方重視、地方があって国があるんだと、こう私は思っておるわけでありますけれ

ども、やばた北川議員からの質問の中にもありまして、十分ご承知のように、二元代表制

の制度か設けられて、これは憲法に基づくわけでありますけども、それによって、いわゆ

る地方自治の仕組みといいますか、地方自治体が運営されておるということでございまか

ら、それを縷々申し上げるまでもございませんけれども、やはりそれぞれ首長なり、ある

いは議員の皆さん方、一緒になって、その地域、その自治体の発展のために、力を合わせ

ていくという仕組みであると思っています。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 北川雅紀君。 

○８番（北川 雅紀） 2000年以降、先ほど言ったように、地方分権が進んできて、これま

で国が意思を決定する機関であったのですが、それが変わって、もう地方の議会はチェッ

ク機関じゃなくて、立法機関になっているんですね。地方の議会というところが立法をし

ていく。町の方向の意思決定をしていくということになってきて、それをやっていかない

と駄目ということを、議員自身も認識しないと駄目ですが、行政自身も昔と違って、チェ

ックしてもらっていると、相対するだけじゃなくて、意思決定、立法をしていくというの

が、議会だと認識してもらっていくのが、今の 2000年以降の正しい姿なわけです。 

そういう中で、それがうまくいってないと、被害者は住民です。２つのだいたいどの本

とか、学術を読んでも手当、行政と議会というのは、対立していく立場でなければならな

いと。何故なら権力というものが、馴れ合ったり、１人の人に集中すると、それはよくな

いという歴史の積み重ねの中で、民主主義の国がそういった権力というものを分散してい

くシステムを構築したと。 



 

 

21 

だから、基本的にはどんな本にも、長と議会というのは、相互牽制、抑制と均衡によっ

て、緊張関係を保ち続けることが求められると書いてあるんですね。一緒に協働してやっ

ていくというのは、現実としてはいがみ合っても、仕方がないのですけども、お互いが持

っている権利、例えば議員でいうと、承認するとか、議決するとか、条例を提出するとか、

修正するとかいう権利があって、行政は執行する権利があります。予算編成する権利があ

って、そのお互いの権利を、ぶつかり合う、相互牽制、抑制、均衡していく中で、１つの

答えとして住民の福祉、住民にとって良い町ができるということです。 

これ昔の 2000年以前の考えでいる人は、こういう考えになっていなくて、チェックして

おればいいという人も居るかもしれませんけども、確実にそういう時代じゃないんですね。

そういった中で、今回、行政側が空き家条例について、提出してもらいました、この６月

議会で。それは今まで、３年ぐらい前からいろんな議員が、４、５人、一般質問したり、

予算委員会で聞いてきた中で、議員がいろいろ質問したり、公の場で一般質問、この本議

会で予算委員会とかでやってきた中で、ちょっとずつ行政もやってもらいました。色々な

ことを。 

でも、議員側としては、議員側というか、一部の議員の中では、もうちょっとスピード

をあげてもらってもいいんじゃないか、もうちょっとやってもらってもいいんじゃないか

ということを考えて、じゃあ議員側で条例というものをつくって、それで条例をつくった

ら、それは行政の仕事になりますので、そういうこともいいんじゃないかという行動に出

ました。 

そして、議員の中で、本会議とかで、行政とやり取りした会話のもとにして、色々なこ

とを検討してつくってきたという形の中で、この６月定例会で議員発議で、議員提案で条

例を出すということを、やろうと思っていて、進めていたのですけれども、結果的には行

政のほうに出してもらいまして、そういう結果になって、議員のほうは取下げました。そ

ういった経緯の中で、もう行政をあげることはいいんです。議員があげることもいいんで

す、結果的に町のためになったらいいんです。どっちも権利として、条例をあげるという

ことはできるので、議員があげても、行政があげても、いいんです。結果が良かったら。 

なので、どっちでもいいんですけども、そのことについて、今回、何故出さないと、２

日前まで言っていたのに、２日後になったらいきなり条例を出すといったのかどうかとい

うこと、さっき話した議会と行政という関係の中で、僕はちょっと腑に落ちない部分があ

るので、何故、今回、全員懇談会で僕たちが条例提案をしますと言った後の、議員懇談会

であげないと言ったのに、２日後にあげるようになったのか。そこの経緯をちょっと説明

してもらっていいですか。 

○議長（中瀬 信之） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村 修一） 経過がありまして、これは平成 29 年度予算として、ご審議をいた

だいて、議決をいただいた。そして、その時の説明なり、決定いただいたのは、平成 29

年度において、実態調査をしていくという考え方で、お認めをいただいたわけありまして、

町としてはやはり当然のことながら、全国あるいは近隣市町で、条例制定をしておるとい

うことは、十分承知をしておりまして、いずれ早いうちにという考え方を持っておったわ

けでありますけれども、懇談会の招集をいただいて、その時点では非常に準備にかかると

いう考え方も、担当レベルではしておって、発言、お答えをしておりましたけれども、そ

の後、私どもを交えて、お話をして詰めたところが、準備ができると判断をしたわけであ
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りますから、今回、提案に至ったということでございます。以上が経過でございます。 

○議長（中瀬 信之） 北川雅紀君。 

○８番（北川 雅紀） そういう経過なら良かったです。別の経過なんか、その経緯を説明

してもらっていませんでしたので、いろんなことを考えたので、もしかしたら昔の時代の

ままで、議員に出してもらうのは申し訳とか、そういった理論なのかと思っていたので、

そういった経過を踏んでいってよかった、検討した結果というのなら、いいんですけれど

も、こっちもやって、そういった返答、やらないという返答とか、難しいという返答があ

ったから、こっちで進めてきたわけです。 

政務活動費もそういった調査の予算も、何もない中で、いろんなところへ行ったんです。

名張とか、県庁とか鳥羽とか、色々へ行って、最初からやってくれると言っていれば、こ

んなことをせずに済んだのですけれども、それがお互いの信頼関係の中で、この本会議と

いう中で、真剣に話していって、やるやらない、行政としてはやらないという考えがあっ

たら、それはそれでいいんですよ。 

突然やるとか、こうなったからやると言われると、徒労な時間がお互い出るじゃないで

すか。なので、そういった本会議とかも、真剣に、それは相反する意見でもいいのですけ

ども、そういった無駄といったら変ですけども、勉強になったり、調べやないかん、それ

も仕事なので、いいんですけれども、お互いそういった積み重ねを、正直に真剣にやって

いった中で、できあがっていったらいいなと思います。 

今後も議員の中で、議員発議したいと思っている案件もありますし、それが行政がやら

ないからとか、これをしたいからといういろんな意見があると思うんですけども、議会の

中からそういう条例発議を提案をしていくというのは、当たり前の時代になってくると思

いますので、役場、行政側としては、それに対応した対応をしていって欲しいと、今回、

思ったのです。 

理由を聞いて、正当性があるというか、順序立てた話なので、僕は納得して、今回、こ

れでよかったかなと思っていますが、中身の精査については、後日なので、後日しっかり

と町民の役に立つような条例になるために、やらせていただきます。これで今回の私の一

般質問は終わります。 

○議長（中瀬 信之） 以上で、８番 北川雅紀君の質問は終わりました。 

  一般質問の途中ですが、ここで 10分間休憩します。 

（午前 10時 29分 休憩） 

（午前 10時 39分 再開） 

○議長（中瀬 信之） 再開します。 

  休憩前に引き続き一般質問を続けます。 

  ９番 北 守君の質問を許します。 

９番 北 守君。 

《９番 北  守 議員》 

○９番（北   守） ９番 北。議長のお許しをいただきましたので、一般質問をさせて

いただきます。 

今回は、奨学金制度の創設について、２点目は文化財保護基金条例の制定について、こ

の２点を質問させていただきます。 

まず１点目の奨学金制度の創設について、町のお考えをお聞きしたいと思います。平成
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29年度から国において、給付型の奨学金制度が創設されました。これによりますと、まず

１点目として、経済的な理由により進学を断念せざる得ない方の進学を後押しする制度と

して、また、２点目として、進学に向けた学生の努力を促す仕組みをしていこうと、そう

いう制度を趣旨としたものとして、できたものと思われます。 

内容につきましては、概ね皆さんご存知のように、国立、私立大学に進学する場合は、

月２万円から４万円を支給すると。それで返済は不要と、給付型ということですので、不

要ということになっております。 

目的は経済的な負担を軽減するということが、大きな目的でございます。さて奨学金の

種類には、色々とあります。色々なところ、インターネットなんかで調べてみますと、色々

とありますけど、代表的なものとしまして、日本学生支援機構の行う大学生等を対象とし

た、そういう奨学金がございます。 

それで、まずここでご質問するわけですが、奨学金の定義、役割、どういうものと、町

として認識されておるのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（中瀬 信之） ９番 北守君の質問に対し、答弁を許します。 

  町長 辻村修一君。 

○町長（辻村 修一） 北議員から奨学金の、まずは定義・役割をどのように認識している

かというお尋ねでございます。一般論といたしましては、今の議員からのご質問の中にも

ございましたように、能力のある学生に対して、金銭の給付を行う制度でございます。奨

学金の厳格な定義といたしましては、学業成績などが優秀や生徒、学生に対して就学を促

すことを目的とする。 

そして、そのために返済義務の全くない給付奨学金のことでございますけども、このよ

うな厳格な定義の下で、奨学金事業を運用すると、選抜される給付対象者が著しく少なく

なるために、通常は学生支援の制度、趣旨に鑑み、奨学金の定義を無利子ないし低利子を

伴う貸与も含めることで、幅広い層が奨学金事業対象となっておると、現状認識をしてお

るものでございます。以上でございます。 

○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） 奨学金のことで関しますので、教育委員会のほうでも、若干補足

をさせていただきたいかと思います。奨学金の今、町長お話をさせていただいた給付型の

奨学金、これにつきましては、企業、自治体が主催するものが多くあるわけでございます

が、議員、今仰せの独立行政法人日本学生支援機構、俗にジャソにおきましても、国の支

援により経済的な困難な状況にある低所得者の生徒に対しまして、大学等への進学を後押

しをすること目的に、平成 29 年先行実施分として、また、30 年度から本格実施というこ

とで、実施が始まったところでございます。 

それともう１つ、貸与型の奨学金、これにつきましては、無利子型、有利子型があろう

かと思います。先の日本学生支援機構が、従前から実施をしている最も多い奨学制度でご

ざいます。ほかにも技能者育成制度なり、また、あしなが育英会、留学のための奨学金、

大学で実施するもの。そして、各種団体が実施するもの。また、国費においてされるもの。

地方自治体なり民間企業が実施するもの等々ある状況でございます。 

先にも触れさせていただいたように、この 29年度から給付型の奨学金が導入された経緯

に関しましては、貸与型の奨学金の利用者が、大学の進学の半数以上にのぼっておると。

終身雇用や年功序列などの日本型雇用の解体がもたらし、親の所得というのが低下をして
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きておる。中間層を含む多くの世帯が、子どもの学費を負担することが、困難になってき

ており、一部貧困層を救うという視点だけでは、この大きな教育問題を解決することがで

きないというようなこと。 

そして、また日本におきます、奨学制度につきましては、ＯＥＣＤ諸国の中で給付型奨

学金の比率が非常に低い。そして、今、話をさせていただいたように、返済に伴います未

婚化、少子化問題、また滞納問題によりまして、奨学金のあり方を問題視する声が高まり、

給付型の実現に至ったということで、奨学金につきましては認識をいたしておるところで

ございます。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 北守君。 

○９番（北   守） 町長及び教育長から、ご答弁いただいたわけですが、要するに学生

生活をサポートすると。そういうシステムであるという１点。 

それから、一番問題なのは、入学の時の入学料、これが貸与型ですと、あとで返済とい

うことになるのですけども、その一時に多額の費用が要るわけですね。それでその時に、

教育ローンも組んで、合わせて返していくということになりますので、学校に通う経費を

少しでもサポートするという意味で、私も捉えておったわけですが、認識は一致しており

ます。 

それで、次に、そういう奨学金の根本的なことを抑えていきますと、小学校、中学校の

義務教育向けの奨学金という、言葉がそういう言葉になっていないのですけども、奨学金

というものがあるのかどうか。その点をお伺いします。 

○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） 義務教育での奨学金ということでございますが、義務教育でござ

いますので、経済的理由により就学困難と認められる児童・生徒の保護者に対しまして、

必要な援助を行う就学援助制度というものがございます。現在の玉城町の認定基準という

ことでございますが、生活保護基準の 1.5 倍未満というところで、援助といたしまして、

先にお話のありました新入学用品費の援助、そして学用品費、校外活動費、修学旅行費、

給食費等々の援助の実施をしておるところでございます。 

また、生活扶助の１つとして、教育扶助、これは生活保護世帯への扶助でございます。

そしてまた児童手当あり、児童扶養手当、そして、特別児童扶養手当、私立中学校等にお

きましては、授業料の一部免除という制度もございますし、また貸与型ということでは、

教育ローンなりとか、一人親世帯への貸付金、これは県の事業。そして、社会福祉協議会

が実施しております生活福祉資金なども、これに当たるのではないかと考えております。 

○議長（中瀬 信之） 北守君。 

○９番（北   守） 義務教育の中でも、奨学金という形で、名前ではないですけども、

出ておると。 

次に、高校生向けの奨学金はいかがでしょうか。 

○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） 高校生向けの奨学金ということでございます。 

国によります、まず奨学支援金、これは授業料の一部免除なりとか、授業料以外の奨学

のための給付金という制度もございます。 

そして、日本教育公務員公済会なり、社会福祉協議会、先ほども話をさせていただいた、

あしなが育英会、交通遺児育成会なり、日本政策金融公庫が実施をいたします、教育ロー
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ン、そしてまた各県におきましても、自治体によりまして、制度の実施をしておるところ

がございます。三重県におきましては、三重県高等学校等就学援助金というものがござい

まして、これは貸与型の無利子の奨学金になっております。 

また、各市町におきましても、県内の様子をみますと、９市７町で実施されておるよう

な状況でございます。 

また、玉城町といたしましては、町が直接創設するものはございませんが、以前よりお

世話をいただいております、・・・（聞き取り不能）となります奨学金の制度ということで、

現在、支給をさせていただいておる状況でございます。 

○議長（中瀬 信之） 北守君。 

○９番（北   守） 高校生につきましては、町教委では管轄外ということで、ちょっと

ついでといったらおかしいのですけども、聞かさせていただきました。今日は、お聞きし

たいのは、大学生と高等学校、専門学校、それから盲学校、聾学校へ入学を希望する生徒

の皆さんに対して、奨学金制度の創設をどう考えておるのかということで、質問をしたい

わけでございます。 

それで、本題の流れに戻したいと思うのですが、玉城町の生徒の、いわゆる玉城中学で

すけども、からは高校、専門学校等へ進学するお子さんの進学率は、今、何％でしょうか。 

○議長（中瀬 信之） 教育委員会事務局長 中西元君。 

○教育委員会事務局長（中西 元） 玉城中学校から高校、専門学校へ進学いたします生徒

の進学率ということでございますが、過去３年の数字を申し上げます。平成 26年度、153

名が卒業され、152 人が進学いたしております。進学率といたしまして、99.3％。進学し

なかった者につきましては、無業ということが１人でございます。平成 27 年度につきま

しては、177 人が卒業いたしまして、175 人が進学をしております。98.9％の進学率。ま

た就職に１名、無業が１名ということです。昨年この 29 年３月の卒業生でございます。

28年度卒業者が 177人、うち進学した者 176人ということ、99.4％、１名の方については

無業ということを聞いております。 

○議長（中瀬 信之） 北守君。 

○９番（北   守） 今後は高校も含めて義務教育化になるのではないかと思うのですけ

ども、全員といっていいほど、高等学校のほうへ入っておられるということですけども、

ちょっと三重県の大学、専門学校への進学率というのがわかっておれば、現在どのような

状況か、把握しておればお聞きしたいと。 

それから、また低所得、いわゆる生活保護を受けておられる方の率もわかれば、お伺い

したいと思いますが、よろしいでしょうか。 

○議長（中瀬 信之） 教育委員会事務局長 中西元君。 

○教育委員会事務局長（中西 元） 県下での大学、専門学校への進学率でございます。平

成 28 年度の学校基本調査の三重県全体での進学、就職状況ということで、調べてござい

ます。 

平成 28 年３月末の大学等の進学率といたしまして、50.5％、全国平均 54.7％というこ

とです。また、専修学校進学率につきましては、14.9％、同じく全国は 16.4％。また就職

率でございますが、男子の場合は 32.4％、女子については 20.6％ということで、これにつ

きましては、全国平均より高いという結果となっております。 

生活保護に属する子どもの大学進学率でございます。26 年度のデータでございますが、
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24.25％ということでございます。 

○議長（中瀬 信之） 北守君。 

○９番（北   守） 半分以上の方が、大学あるいは専門学校等へ進学ということで、こ

の時代にあって、やっぱりそういう流れであると。高学歴を目指してやっておられると思

うのですが、そういうことから鑑みて、玉城町には中学生を対象とした、村山賞というの

が、今から５年前に創設されて、もう５年も経過したということで、青少年の育成に力を

入れている町として、誇りのある町と思っております。 

ところが、そういうこともあるのですけれども、近隣自治体には奨学金制度を設けてい

る自治体もありまして、まだ玉城町は高等教育終了の子どもたちに、奨学金の制度がない。

これは残念なことだということで、今回、質問したわけですが、町長は日頃、青少年の育

成に力を入れ、義務教育にも熱心に力を入れておられます。 

玉城町の周辺には、企業もあります。それで地元へ帰ってきてもらえる、そんな環境も

あるわけですから、玉城町独自の大学生等に対する奨学金制度を、是非創設していただき

たいと思うのですが、そのお考えはないかどうか、お聞きしたいと思います。 

○議長（中瀬 信之） 総合戦略課長 林裕紀君。 

○総合戦略課長（林 裕紀） 大学生に対する奨学金制度につきましては、玉城町のまち・

ひと・しごと創生総合戦略の中に、一応Ｕターン者を対象にした奨学金返済補助制度の検

討導入という新規事業であげております。 

所管課は産業振興課になるのですけども、現在、導入には至っていないという状況でご

ざいます。目的としましては、奨学金を支給している玉城町出身の首都圏在住者に対して、

Ｕターンをした場合に、奨学金返済の補助を行うことで、若者の転入増加を図るというこ

どう目的にやっていますが、検討段階というところでございます。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 北守君。 

○９番（北   守） 今、総合戦略課のほうから、課長のほうから説明があったのですけ

ども、今の話ですと、玉城町まち・ひと・しごと創生総合戦略ということで、Ｕターン者

に対して、奨学金の返済の補助制度、奨学金の返済に対する補助ということで、よろしい

のですか。今のそういう回答は。ということで、今、回答をいただいて、早急に取り組ん

でいきたいということで、これもメニューの中に入っておるということですが、私はあく

までも補助ではなく、私の質問は給付型か貸与型か、どちらかあるのですけども、できれ

ば給付型の奨学金制度を創設して欲しいと思うのですが、そのお考えはありませんでしょ

うか。 

○議長（中瀬 信之） 総合戦略課長 林裕紀君。 

○総合戦略課長（林 裕紀） 給付型については、議員おっしゃったように、今年から先行

して、奨学金が誕生して、来年から本格的にされるということですけども、うちのほうで

はまだ奨学金の返済の補助という考え方で進めています。 

実際、昨年三重県が創設しまして、三重県地域と若者の未来を開く学生奨学金返済支援

事業ということを、28年度から募集を開始して、20名の方を認定されたということでござ

います。こういうことの動きがありましたので、昨年 11月に三重県の戦略課を訪問いたし

まして、せっかくこの基本は南勢地域が対象です。北勢のほうは対象になっておらんとい

うことです。 

北勢のほうも一部合併をする前の、例えば津市さんだと、美杉村さんとか、一部のとこ
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ろについては対象になっているのですけども、基本は南部が対象になっておる補助金制度

ですけども、こういう地域に対して創設をされたということで、当然これは４分の１補助、

最高 100万円です。奨学金を 400万円借りたら、100万円補助しようと、４分の１補助に

なりますので、このあたりを折角三重県が玉城町の地域を選んで、この奨学金制度を導入

していただいたので、そうしたら町単独で、上乗せしようとする制度に、この制度を活用

できないかということで、11月 16日に三重県を訪れて、提案をしてきました。 

ただ、また向こうから年が開けて、12 月 16 日、１カ月後に県の課長がみえて、制度的

にも色々ちょっとまだ設計段階で、もう少し今年度も委員会をつくって、調整していきた

いということを言われていまして、もう少し待っていただけないかということになりまし

たので、うちとしては今年度からの導入は見送って、また来年度に向けて、一緒に協働し

て、再検討しないかということで進めていますけど、これはおっしゃるとおり奨学金の返

済の一部助成という格好になっていまして、まだ、給付型の新設については、考えを持っ

ていないという状況でございます。 

○議長（中瀬 信之） 北守君。 

○９番（北   守） そういう補助ということですけども、国が先行して、給付型の奨学

金ということになっておりますので、今の話ですと、国の制度を利用しながら、他に奨学

金を借りる場合は、その補助という理解をさせていただいたわけですけども、それでよろ

しいですね。 

これに関連して、看護師さんが非常に不足というのか、なられる方が少ないということ

で、看護師さんの奨学金制度を創設する考えは、あるかどうかということを、まず聞かせ

ていただきたいのですが、町として将来見据えた、看護師さんをめざす学生さんの育成に、

そういう奨学金を創設する制度は考えていないのかどうか。その点をお伺いします。 

○議長（中瀬 信之） 総合戦略課長 林裕紀君。 

○総合戦略課長（林 裕紀） 玉城病院の事務長とも、話はしておるのですけども、近隣の

公立病院との状況も勘案しながら、検討していきたいということでございます。また、他

にも色々人材確保、看護師さんだけにとらわれず、いろんな形の人材確保として、この制

度というのは、活用していかないかんと思っていますので、また担当部署と今後も奨学金

という大きな括りの中で、検討していきたいと思っています。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 北守君。 

○９番（北   守） 今の回答ということで、時期としましては、今も早期にということ

です。例えばいつ実現しそうなのかどうか。今の話ですと、県の関係もあるしということ

でしたが、これについても県で、昨年、試行的ですけども、20名ほどということでやって

おられたようですけども、町として早い時期にやっぱりやって欲しいというのもあります

ので、時期を明確に示していただきたいと思うのですが。 

○議長（中瀬 信之） 総合戦略課長 林裕紀君。 

○総合戦略課長（林 裕紀） 申し上げたように、県が 28 年度にせっかくつくった制度で

すので、これをやっぱり活用していきたいというのが、今、町の方針として持っています。

単独でつくっていくとなれば、奨学金いろんな形の奨学金、ご質問もありましたように、

小学生から高校生まで、それから大学生以降の奨学金の、総合戦略課として考えておるプ

ランにつきましては、やはり特定分野、一律Ｕターンさえすれば、一律に奨学金を一部免

除するとか、補助をするということは、総合戦略課としては、あまり考えておらんという
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ことです。 

あくまでも、例えば特定分野の方々に、活躍されておる方々が、玉城町に就職をしても

らうことに際して、産業等にいろんなことに寄与していただくという方々に対して、定住、

移住も含めて、また企業を応援するわけではないのですけども、産業の応援をしていくと

いう形で、そういうことで戻っていただきたいということを、総合戦略課としては考えて

おるところですので、他の奨学金とはまた一線を画して考えていきたいと思っています。

以上です。 

○議長（中瀬 信之） 北守君。 

○９番（北   守） ちょっと留めるようですが、産業ということで、特定分野というこ

とですが、具体的にはどんな分野を指して、おっしゃってみえるのですか。ちょっとそこ

ら辺が事務的なことも含めて、玉城町にある資源であります、いわゆる大企業さんがござ

いますので、そういう分野を指していうのか、その点ちょっと具体的に、わかっておれば

お伺いしたいと思います。 

○議長（中瀬 信之） 総合戦略課長 林裕紀君。 

○総合戦略課長（林 裕紀） ある企業さんが、理工系の学生を非常に探してみえて、それ

を行政が補助をして、支援していくとなると、単なる企業支援になるといけませんので、

やはりもう少し大きな中で、産業の振興というところを捉えながらやっていかんと、今は

注意しなければいかんと思っています。せっかくこの企業が、いろんな企業があって、ま

た農業もありますし、受け皿がしっかりしておれば、やはりそこは何か一緒に政策を考え

ながら、マッチングさせながら、そういう学生さんを首都圏、またＵターンでもいいです、

ＩターンもＪターンもいいです、要望していきたいのは、こちらへ転入していただきたい、

定住していただきたい、または働いていただきたいということは考えていかないかんと思

っております。ただ気をつけなければいかんのは、単なる企業支援になることは注意しな

ければいかんと思っています。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 北守君。 

○９番（北   守） それならこの程度にしておきますけど、ちょっと理解ができません

でしたのですが、最近は短大、４年大学への進学、それから専門学校、聾学校へ入学され

る方が、奨学金の申し込みが多いと聞いております。国においても、大学の無償化につい

て、今現在、議論を進めておるところで、今後どうなるかわかりませんというところです

が、まずは玉城町として奨学金制度を創設していただきたいというのが、私の今回の質問

ですけども、学生や家族が安心して、学生生活を送れるように、まず応援していただきた

いと。 

先日、皆さんも見ていただいたと思うのですけども、ＮＨＫテレビで、平成 29 年４月

23日の放映で、高校生のワーキングプアと題して、放映がありました。高校生が一家を支

えて、いわゆるシングルマザーのご家庭でしたのですが、高校生が夜アルバイトをして、

働けど暮らしていくのが精一杯で、成績が優秀であるということは、自他ともに認めてお

るわけですが、結果的には進学できなかったという、そういう内容のものでした。 

そんなことも考えれば、奨学金制度といえるのは、補助という枠を超えて、やはり考え

ていただきたいと思いますので、これは町長に是非、再度お聞きするわけですが、奨学金

制度は必要と思っておられると思うのですが、創設する考えはあるかどうか、その点お聞

きしたいと思います。 
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○議長（中瀬 信之） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村 修一） 担当課長も答弁をしておりますけれども、やはり国県の制度、そし

て回りの動きあたりも十分、情報をつかみながら、町としてどうしていくのかということ

は、これから考えていかないかんと思っています。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 北守君。 

○９番（北   守） 今の社会問題化しているからこそ、国も給付型の奨学金制度を実施

することとなったと思うのですけども、玉城町も近隣自治体でも、実施しているところも

ありますので、是非、国県の状況も見合せながら、導入を考えていっていただきたいと思

います。 

続きまして、２点目の文化財保護基金条例の制定について、お考えをお聞きしたいと思

います。文化財保護基金条例は、京都府京都市をはじめ多数の自治体が、文化財の改修や

必要が生じた時の経費の財源に充てるために、条例化しているところであります。文化財

保護基金条例とは、ご存知のとおり、文化財保護基金を設置して、文化財活動の経費の財

源に充てることを目的にしておるわけですが、玉城町には現在、財政調整基金をはじめと

した基金は、条例が 18件あります。 

そこで、まちづくりの拠点として、活性化や観光資源として、玄甲舎の改修が本年既に

工事が始まっておるわけですが、改修経費につきましては、先にも一般質問があったよう

に、事業費が約１億 500万円、それから国庫交付金が約 5,000万円、交付税の算入付きの

起債が 2,500万円、一般財源の起債が、いわゆる一般財源が 2,500万円ということ、計１

億円となっておるわけですが、その他にこれとは別に、約数千万円の経費をかけて、庭園

の復元整備の計画があると、町長のほうから既に説明があったところであります。 

この改修にあたって、不足する財源が生じると思います。思うのですが、一般財源を基

金で、起債でというのが、今の補正予算を見せていただきますと、起債でという流れです

が、基金で充てていく考えはないのかどうか。その点をお伺いします。 

○議長（中瀬 信之） 総務課長 中村元紀君。 

○総務課長（中村 元紀） 基金については、今回の事業については、有利な起債を借り入

れるということで、一般財源を充てておるということで、基金等を充てる予定はないとい

うことでございます。 

○議長（中瀬 信之） 北守君。 

○９番（北   守） ということは、起債のほうが有利だということで、今、運用してお

られると。基金を充てるとしたらという想定を考えておったのですけども、要するに起債

のほうが有利だから、一般財源ということで運用していきたいということですが、もし基

金を充てるとすれば、どの基金を、今現在ある基金ですけども、どの基金を充てるのが、

適当だと思いますか。18条例ある中で、どの基金が適正やと思いますか。 

○議長（中瀬 信之） 総務課長 中村元紀君。 

○総務課長（中村 元紀） 今、現行にございます基金の中で、充当するとすれば、ふるさ

と応援寄附をいただいておる、ふるさと応援基金条例の部分での充当を充てるのがいいの

かなと考えております。これにつきましては、目的をもって、文化芸術活動を応援する事

業に対してのご寄附をいただいておる、この基金を充てるのが適当かと考えております。 

また、不足する場合につきましては、町の活性化基金、活性化対策事業基金、こちらを

充当するかなというところでございます。 
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○議長（中瀬 信之） 北守君。 

○９番（北   守） ふるさと応援基金といいますと、色々と項目があるんですよね。あ

の項目の中で、玄甲舎に限っての、いわゆる項目が１つ増えたのですけども、その項目で

よろしいのですか。その基金というのは受けるというのは。どうでしょうか。 

○議長（中瀬 信之） 総務課長 中村元紀君。 

○総務課長（中村 元紀） ふるさと応援寄附の中の田丸城整備、あと文化財の保護という

ことにも、活用させていただくということで、ホームページを見ていただくと出ておるか

と思いますので、そちらもあるのですけども、玄甲舎の周辺整備、今、庭園等の整備につ

きましては、企業版のふるさと納税の制度等を充てて、財源としたいということも考えて

ございます。 

○議長（中瀬 信之） 北守君。 

○９番（北   守） 私が想定しておったのは、基金ということで、何でも使えるという

意味から、活性化対策事業基金という、これは便利な基金だなと思っていました。実はい

ろんなそういうまちづくりのためには、いろんなところで顔を出していただいておるとい

うことですので、そういうふうに思っておったわけですけども、今のお考えですと、ふる

さとのいわゆる基金ということで、お伺いしたわけですが、基金については現存の基金に

ついては、そのぐらいにしますが、玉城町には田宮寺の木造 11 面観音立像２体と、いわ

ゆる夫婦観音さんですけど、国の重要文化財として、指定されております。 

また、県の指定文化財として、無形物として玉城跡、有形文化財として、山神の獅子舞

やら、民族資料として宮古の石風呂など５件が、県の指定になっております。 

それから、玄甲舎富士見門や奥書院などは、有形無形記念物として、町の指定が 12件と

いうことになっておるわけですが、文化財に指定されれば、自治体をはじめとした所有者

は、文化財の保存に努めなければなりませんということになっておりますので、これには

お金がかかると思うのです。 

それで、改修していくにしても、修復するにしても、お金がかかることが、当然ありま

すから、日頃から準備しておく必要があると思うのですが、それには基金を考えてはどう

かと、私は思っております。文化財関係に特化した基金を設置する考えはないか。もうそ

ろそろ玉城町も文化財の保護基金を設ける時期ではないかと思うのですが、その点いかが

でしょうか。 

○議長（中瀬 信之） 総務課長 中村元紀君。 

○総務課長（中村 元紀） 先ほどから答弁させていただいておりますように、ふるさと応

援寄付金につきましても、過去３年ぐらいをみますと、文化芸術活動を応援する事業にと

いうことで、寄附をいただいておりますのが、平成 26 年度が 197 万円ほど、それから、

27 年度が 248 万円、28 年度につきましては 460 万円ということで、年々増えてきておる

というところかと思います。この辺りにつきましては、田丸城のＰＲであるとか、その辺

りも含めた中で、玉城町が今、観光政策も含めた中で、歴史資源を発信しておると、こう

いうことに対して、皆さんからのご寄附をいただいておると考えてございますので、また

今度は玄甲舎についても、情報発信し、またこちらのほうに寄附をいただければと考えて

ございます。 

また、文化財の保護基金の設立ということでございますけども、こちらにつきましては、

そこまでやらなくても、この基金、あるいは必要であれば、活性化基金のほうを活用して、
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運用していきたいと考えてございます。 

○議長（中瀬 信之） 北守君。 

○９番（北   守） 今の数字、はっきりとふるさと納税基金の 197 万円、200 某、460

万円、こういう数字で、本当に文化財を修復できるのですか。１億円から今言いましたや

んか、玄甲舎というのは、１億なんぼかかりますよという話をしましたのに、それで足り

ると思っておられるのか。ふるさといわゆる活性化基金で足していくのやと、それで足り

ておるという認識でよろしいのですか。 

○議長（中瀬 信之） 総務課長 中村元紀君。 

○総務課長（中村 元紀） 事業を起こす時につきましては、当然、今回の玄甲舎のように

補助金、あるいは起債等も対応させていただいておる。起債の考え方でございますけども、

これにつきましては、単年度での支出が多くなる。これは後々使うものであるから、後年

度へ負担を分割するという考え方もございます。その部分でやっていくということで、町

のほうは考えておるところでございます。 

また、おっしゃるように、目的はもっているのは限度として、何をするからということ

を、明確な目的があって、いくら必要であるという部分が出ておれば、特定目的の基金を

設立することも可能かと思うのですが、今現在としては、そのような考え方はないという

ことでございます。 

○議長（中瀬 信之） 北守君。 

○９番（北   守） この話は平行線になっていきますので、進めますが、私も基金とい

うものは、どんなものかということはわかっておるわけですが、例えば玄甲舎というのは、

これから将来、お金を借りれば後世の方に負担も、当然、起債というものは、そういうも

のです。それはよくわかるのですけども、玄甲舎というのは、これから将来、何回か改修

が必要になってくるわけでございます。 

それで、城山も今、見てください。いくら投入しとるのですか。それを考えたら、貯金

をする意味からも、これはもう大変な負担がかかっておるということを、やはり認識して

いただきたい。そういう点で言っておきますけども、今のことは、これぐらいにしておき

ますが、玉城町の文化財の修繕、話を少し変えます。 

文化財の修繕につきましては、修繕費の 50％ということで、これは規則で制度化されて

おります。玉城町の独自の制度でもあります。ここで文化財の修繕に関する補助制度の概

要をお伺いしたいと思います。 

○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） 今、議員仰せのとおり、玉城町の補助金交付規則の中で、補助制

度を設けておるところでございます。この規則の中で、指定文化財等保全修理事業がござ

いまして、修理に関しまして２分の１の補助を支出するという内容でございますし、また、

予算措置という観点から、郷土文化の活動補助金というものがございます。これにつきま

しては、勝田能の保存会の活動補助金なり、また、小池流の保存会、そして田丸地区の獅

子舞保存会等々に支出がなされておる状況でございます。 

○議長（中瀬 信之） 北守君。 

○９番（北   守） いわゆる補助金の支出で、勝田能までおっしゃってみえたのですけ

ど、田宮寺の木造 11 面観音立像というのは、地元の皆さんの協力があって、保存継承し

ていただいておる。それから、修繕も気をつかっておられると。特に山神の獅子舞におい
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ては、田丸のお頭神事の七起舞いなど、本当に後世につなげていかなければならない舞い

もあるわけです。 

それで、修繕の補助制度はあっても、保存継承となると、玉城町には補助制度はないわ

けです。それで、玉城町は文化財保護基金というのを、さっき言ったけれども、総務課長

のほうで、それは考えておりませんと、はっきりおっしゃってみえたのですが、その基金

で、今までですと、利息とか利子で果実で運営ができたのですけども、今の時代はそれが

できませんので、その基金をもって、保存継承をしていってはどうかと思うのですけど、

その文化財に対して、補助金を出す考えはあるのかどうか。その点をお伺いします。 

○議長（中瀬 信之） 総合戦略課長 林裕紀君。 

○総合戦略課長（林 裕紀） やっぱり地方創生ということになってしますのですけども、

やはり町を活性化していくには、祭りとか、それからそういう文化の継承、それからハー

ドですね、神輿をどうしようかとか、そういうハードの補助というのは、また、教育文化

の振興ということで、教育さんのほうで存続してやっていただくことで、ソフト面の伝承

ということについては、やはりまちづくりの補助金というのを、今後やっぱり考えていか

ないかんと思っていますので、その設計はうちの課で、今後やっていきたいと思っていま

す。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 北守君。 

○９番（北   守） 総合戦略課で答えていただいて、そういう設計を考えていただくと

いうことですが、とにかく玉城町には、そういう歴史的な古い文化財というのが存在して

おると。国・県・町で 19 件、指定がされております。そのためには、今後ますます玄甲

舎が、町の指定となれば、お金もかかります。そういうことを考えれば、やはり貯金をす

べきだと思うのですが、そこで、ちょっと話がそれましたのですが、補助金の中で、ソフ

ト面での補助金を、ルール化を図ってほしいと思っておるわけですが、修繕の規則は今あ

るわけですが、保存継承の要綱は今ありませんので、そこら辺はつくっていただく気はな

いでしょうか。 

○議長（中瀬 信之） 総合戦略課長 林裕紀君。 

○総合戦略課長（林 裕紀） ソフトという形の伝承については、そういう制度は設計して

いきたいと思っています。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 北守君。 

○９番（北   守） 色々と今、基金をつくる考えはないということで、はっきりと答え

ていただいたのですけども、都市の例でいきますと、今、そういうソフト面で考えていく

ということで、補助金の対象として、例えば後継者育成事業、備品整備事業、それから記

録作成事業、普及宣伝事業、保存維持事業、こう分けて、その種類ごとに補助金を出して

おる。そして勝田能にしても、いわゆる田丸のお獅子さんにしても、色々とその都度をお

金を出すんやなしに、やっぱり補助金というものも系統的に、やっぱり考えていただきた

いと思いますので、基金条例ができなくても、寄附を原則として、ふるさと納税と、寄付

金を充てるということですから、それがうまくいくようにお願いして、今日の質問は終わ

ります。 

今日は、奨学金制度の創設と、それから、文化財保護基金条例の制定ということで、こ

の２点について、質問させていただきました。ありがとうございました。 

○議長（中瀬 信之） 以上で、９番 北守君の質問は終わりました。 
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  次に、13番 奥川直人君の質問を許します。 

13番 奥川直人君。 

《13番 奥川 直人  議員》 

○13番（奥川 直人） それでは、お昼も間近になってまいりましたけども、議長のお許し

を得ましたので、引き続き一般質問をさせていただきたいと思います。 

今回の一般質問につきましては、２点ございまして、１点は玉城町の文化財と町の活性

化ということです。２点目が、自主防災組織の組織化推進について、この２点を質問した

いと思います。 

１点目の玉城町の文化財と、文化財を生かした町の活性化というテーマでありますけど

も、教育委員会、文化財調査委員会は、文化財保存及び管理、そして活用などの調査研究

を、今現在どのように進められているのでしょうかということで、先ほどから今回、玄甲

舎も色々お話がありまして、文化財ということで、いろんな形で活用されようとされてお

りますので、この件について質問させていただきたいと思います。 

私たちの住む玉城町は、城山はじめ多く有形、無形、そして史跡、埋蔵文化財などがあ

ります。町として、これらを守って、町民の文化向上及び学校教育や、最近では文化財を

ＰＲをして、玉城町の知名度アップで、誘客、観光への取り組みを行ってきておるわけで

あります。 

現在、玉城町の指定の有形、無形文化財や天然記念物、先ほどお話がありましたが、12

件あります。その中に、今、玄甲舎というのが、今回入っているわけですけども、これは

今後進めるということにしますと、現在、古いものでいきますと、11件の文化財があると。

そして文化財の保護条例にあるように、保存及び活用のため必要な措置を講じ、町民の文

化向上に資する目的を持つと。 

町の文化財調査委員会は、これらの目標達成といいますと、保存とか、活用とか、そし

て町民の文化向上、こういうことを目的に、目標達成のために日頃、保存及び活用のため

調査研究を行って、行政や教育委員会と共に、活動されていると思っております。 

特に近年、世界遺産とか国宝とか、いろんなものにいたずらをされる事件が起こってお

りまして、我が町にしても、文化財の管理などが現在どのように行われているのか、まず

そこをお聞きをてまいりたいと思います。 

定期的に保存及び管理状況の調査はされているのかどうか。そして、文化財を活用する

という大きなテーマがあるわけですけども、そのために調査委員会と教育委員会とで、ど

のような意見交換がされているのかということをお聞きをしてまいりたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

○議長（中瀬 信之） 13番 奥川直人君の質問に対し、答弁を許します。 

  教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） 教育委員会並びに文化財調査委員会等のご質問でございますので、

私から答弁をさせていただきたいと思います。もう議員仰せのとおり、玉城町の文化財保

護条例に基づくものでございまして、まず文化財といたしましては、町内の区域にあるも

の、町にとって重要なものについて、保存活用をしていかなければならないと。必要な措

置を講じなければならないと。 

これをもって、町民の文化向上に資することを目的として、条例が制定されており、文

化財調査委員会につきましては、教育委員会の中で諮問に応じて、その保存及び活用等に
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資する事項の調査研究をするということ。また意見具申をいただくという内容でございま

して、教育委員会といたしまして、まずもって、この今のお話もありました指定文化財、

国におきます重要文化財２件、また県のほうでの５件、また町の指定におきます 12件、こ

れにつきましては、所有者また管理者等がいらっしゃいますので、そこと文化財担当のほ

うと連携をとりながら、状況把握をさせていただいておるような状況でございます。 

また、この調査委員５名で構成をいたしておるわけでございますが、まずもって郷土史

の専門、そして、先土器、縄文、中世城下、近世古文書等、各分野での専門の方々により

まして、構成をさせていただき、任期２年で、今年４月に留任という形で、全員留任をい

ただいたところでございます。 

そして、この開催と教育委員会との連携の状況でございますが、これにつきましては、

年２回ほど会議を持たせていただいております。諮問という部分だけじゃなしに、田丸城

跡の整備関係、また先ほどお話をさせていただいた各指定文化財の現状、状況報告、そし

て、意見交換、情報共有も含めて開催をさせていただいておるところでございます。 

大きく諮問といたしましては、21年当時につきましては、民族資料館の大きな案件もご

ざいました。そして、ほぼ毎年のような形で、田丸城跡の石垣の修復関係と、23年につき

ましては、明和町さんのほうに明治時代に払い下げされました、土塀なり、田丸神社の武

器庫、弾薬庫の移築につきましても協議をいただく。そして、また 24年以降につきまして

は、玄甲舎関係につきまして、利活用、現存の整備も含めまして、検討をいただいておる

ような状況で、現在にいたっております。 

そして、また教育委員会といたしましては、やはり玉城にあります、しっかりとした文

化財の価値、魅力を理解するということを促進する取り組みを積極的に推進をしていきた

いということを考えておりますし、また、委員さんから意見をいただきながら進めさせて

いただきたいと思っておるところでございます。 

○議長（中瀬 信之） 奥川直人君。 

○13番（奥川 直人） そういう形で活動をされておると、年２回ほど会議をもってもらっ

ているということでありますけども、現状、この管理者ということ、私有者、管理者とい

う形で、その文化財は一般の方なり、地域で管理をするということになっておるわけであ

りますけども、十分専門家の目で、そういったものができているのかどうかということを、

何らかの形で定期的にチェックをしていただいて、それが基本的には何時いっか、誰々ど

ういうことやったという記録に残していく。文化財を維持管理していくことで、教育委員

会としては大事だと思いますが、その辺の具体的なルールとか、そういうのは決まってい

るでしょうか。 

○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） 具体的にいついつこのような形で、巡回をするというものは定め

てございません。玉城町には、今も申し上げました指定文化財の他につきましても、埋蔵

文化財というのが、相当数ございます。今回の補正予算でもお願いをいたしておる文化財

調査というのもございます。 

やはり埋蔵文化財等も含めまして、本来ですと、やはり保存というものも基本にいたし

たいということで、適切な管理というのをお願いする。往々にしていろんな開発等々の中

で、埋蔵文化財がなくなってしまうという現状もあります。そういう中でございますが、

文化財担当のほうが町内、そういう状況も調査をしながら、不定期ではございますが、進
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めておるということでございます。 

○議長（中瀬 信之） 奥川直人君。 

○13番（奥川 直人） 指定文化財ということなので、やはり先ほど申しましたように、定

期的なチェック、そして記録を残していくということを、今後も大事かなと思います。管

理者の責任で、任しておくということではなく、やっぱり文化財調査委員会の人も、どう

いった状況なのかということも、十分認識してもらう必要も、私はあると思いますので、

是非そこはやっぱりルール化なりというのは、きちっとして欲しいということであります。 

次に、例えば先ほど調査委員会の人たちが、いろんな史跡なり、まだ文化財に指定され

ていないものも、いっぱい玉城町にはあると思うのですけども、そういったものの中から、

例えばこれを文化財にしたらどうやということ、それは先ほど言いましたように、今は観

光とか、いろんなことも含めて、そういったＰＲをしていくということでありますので、

ある程度、調査をしていただいて、そういう価値あるものであれば、そういう動きをされ

ているのかという前向きなことをお聞きしたのです。 

今、原に円通山の石仏庵があります。これは今、お越しいただいた方のホームページや

プログに、かなり出てきておりまして、これは町の指定文化財として、どんなシステムで

そういうことができるのかということを、お聞きしたいのと。他に、候補があれは、お聞

きしたいと思います。 

○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） まず指定というところでございます。これにつきましては、条例

の中で定めがございまして、まずもって文化財の所有者からの申請があった場合、そして、

申請以外のものにつきましても、あらかじめ指定しようとする物件、権限に基づく占有者

の承諾を得て、町がする場合というものがございますので、まずもって申請があったとい

う中での処理というものを、基本にしながら、また文化財調査委員さんの意見を聞きなが

ら進めさせていただくということになろうかと思います。 

○議長（中瀬 信之） 奥川直人君。 

○13番（奥川 直人） 申請といいますか、やっぱりそれは文化財調査委員会というものが、

たくさんご存知と思うんです、町内に。そういったものをどうするかと。どう利活用して

いくのかということを、まず考えて、お互い双方が理解しないとだめなことだと思うので

すけれども、是非そういったことで、玉城町の見どころといいますか、そしてやっぱりこ

れは先ほど申しましたように、石仏庵というのがありますけども、あそこもたくさんの人

が見て、古い歴史のあるものだということで、理解はいただいておっても、町がというこ

とでは駄目なので、そういう意味ではやはり町も、そういったものもいろんな意味で活用

していくということを、前向きに今後取り組んでいただきたいと、このように思っていま

す。 

もう１つ、私の地元に、小さい話で申し訳なんですけども、平成７年４月 12日、玉城町

の天然記念物指定第１号ということで、原のアイナシというのがあります。原にアイナシ

の原木があるということで、アイナシに関する保存活用、管理状況、調査研究はされてい

るのかと思っています。 

これは本来、文化財になったら標識を建てるということが、条例でうたわれていまして、

これはこうこうして文化財だと、それでそれは何なんやと意味も書いた、標識というのは、

ルールで立てやないかんとなっています。しかしながら、あれ天然記念物なのと、いえば
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アスピア玉城から国束山に登る人でも、１つの見どころになるはずですけども、そのアイ

ナシ自体が、ただの木が茂っておるだけというのが現状なんです。 

そういう意味では、やはり１つの観光とか、文化財の町としての管理の仕方、そして文

化財を生かすという意味では、何故その標識が立って、地域の地元の人も、それを知らな

い人が多いということでは、文化向上にはならないと思いますので、この現状の状況を踏

まえ、教育委員会として、どのような認識でおられるのかお聞きをしたいと思います。 

○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） 今、議員仰せの原のアイナシにつきましては、平成６年 12 月８

日、町の天然記念物として指定をさせていただいたと。今も仰せのように、この文化財保

護条例の中の５条第４項の中で、指定文化財が史跡、名称、天然記念物である時は、教育

委員会にて定めた標識を設置すると定めてございますので、何故いま設置されていないの

かということでございますが、設置されていなければ、即教育委員会のほうで、早急に設

置をする考えでございます。 

○議長（中瀬 信之） 奥川直人君。 

○13番（奥川 直人） こういう逆にいえば、先ほど文化財調査委員会という組織があって、

それで文化財の管理状況とか、そういうものが、例えば先ほどいいました、原のアイナシ

を見てみると、誰が知らないうちに伐ってしまうかわからないということもあるわけて、

保護もできてないと。 

そして、文化向上かと、やっぱり地域で、やっぱり守ろうということにするためには、

そういった囲いをつけて、ちょっとそういう説明文もあればいいかなと。多気町へいきま

すと、多気町の成川池かどこか、あそこにはマメナシってあるんです。これは多気町の天

然記念物で、指定になっていますけども、あれはきちっと囲って、こういう標識も立って、

これこれ然々で、こういう認定をしたと。こうしてあるので、ほんの隣ですので、是非そ

いうことも真似るといったらあれですけども、玉城町は玉城町でしっかり、いわれもある

ことだし、ちゃんとしていただければと思います。 

町長、すいません。こういうことも含めて、現状、文化財に力を入れて取り組んで、現

状おるわけですけども、今、眠っている文化財とか、色々なものがありますし、それが今

後玉城町の観光とか、いろんなものにつなげていくという、大きな玉城町の方向も出てき

ますので、この辺について、もう一度なんかご意見、今の現状を見てご意見があれば、お

伺いしたいと思います。 

○議長（中瀬 信之） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村 修一） いろいろ地域のことをご承知の方もみえますし、議員からも紹介も

いただいております。まさに町としての地域資源を生かして、そして、町の魅力の発信を

していくことが、一番今、大事なことではないかと思いますので、そういったことも色々

情報を教えていただきながら、あるいは町としても、積極的にそれを紹介する、発信をす

るという取り組みは、これからも大事なことだと思っています。 

○議長（中瀬 信之） 奥川直人君。 

○13番（奥川 直人） 是非、玉城町にお越しをいただく方が増えてきておるということで

すので、思い出に残るとか、来てよかったと思っていただけるような玉城町としての、よ

くいわれるおもてなしというのを徹底していただきたいと思います。 

続きましての質問ですが、これも町にお越しいただいた人に、見どころを増やすことに
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ついて、質問をしてまいりたいと思います。玉城町は熊野古道、出で立ちの地として、観

光誘客を目指し、環境整備や組織連携など、今後も続けていくのかということをお聞きし

たいと思うのですが、多分おそらく今後も、今、町長がおっしゃっていますように、行政

として出で立ちの地、観光に対する取り組みはされていくと思います。 

ご存知のように玉城町は、熊野古道出で立ちの地でありまして、熊野古道世界遺産登録

から 10年少しが経ったわけであります。熊野古道は三重県も含め、関連市町との連携や、

そしてＰＲ、各種イベントを行って、私たち町民にとっても、熊野古道に対する歴史的な

誇りというものや、ロマンを抱かせてくれているわけであります。 

今年も非常にいい季節になって、古道を回るハイカーの人々が、非常に多くなって見か

ける季節になってきたわけであります。これからも玉城町に多くの方々に訪れていただけ

ればと期待をしております。この古道への誘客、観光整備を、先ほど町長が言われました

文化財という、大きな観点で言われましたけれども、古道誘客、古道での観光というもの

を、今後も継続していかれようと考えておるのか、お聞きしたいと思います。 

○議長（中瀬 信之） 産業振興課長 中世古憲司君。 

○産業振興課長（中世古 憲司） お尋ねの今後も継続していくかということに関連いたし

まして、平成 26年度と、平成 27年度におきまして、南部地域活性化基金事業を使用させ

ていただきまして、関連市町、伊勢市、玉城町、多気町、大台町、大紀町の連携で、熊野

古道伊勢路魅力発信事業というのを実施させていただいております。 

また、現在も組織連携というところで、伊勢熊野観光連絡協議会というのが、もう既に

昭和 40年から発足されておりまして、ここは本当に熊野街道の関連市町ということで、三

重県から和歌山県にかけての関連の市町、15市町が連携して、１つの事業をやらしていた

だいております。 

例えば名古屋で、旅まつり名古屋というのがありますが、それも毎年参加をさせていた

だいておりますのと、今年度はこの関連市町と共同で、ノベルティーグッズの作製なども

検討されているところでございます。 

従いまして、先ほども熊野古道の世界遺産指定から 10数年が経っておるということもご

ざいまして、活動につきましても、今後も継続して続けていくということで、予定をいた

しております。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 奥川直人君。 

○13番（奥川 直人） 継続されるということでありまして、熊野古道巡りをされる、先ほ

どいいましたように、ハイカーの方に満足いただける取り組みを、今後も続けていくとい

うことであります。熊野古道として、現在、古道そのものは残っているのは、田丸とそし

て原地区だと思っており、他の古道は県道の下、アスファルトの下になっているというこ

とであります。 

特に、私は原に住んでいますので、原については、ご存知のとおり、先ほど文化財に指

定したらどうかという石仏庵から、多気町の野中というところまでの旧道、今、県道があ

りますが、その裏手に旧道があるのですが、旧道とその宿場の町並みが、現在残っておる

といえるわけであります。 

３年ほど前ですけれども、町長からお話がありまして、現在、原の公民館に石があるん

です、石が。それが、右は国束山道、そして左が熊野街道という、別れ道にこんな石があ

ります。それを元々公民館ではなかったので、町長からそれは元の場所に戻したらどうや
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ろというお話を聞いたことがあります。 

その時に、私はいい話なんですけれども、まず区と相談をして、その理由は何故なのか

というと、原区の先代の人々が、先代、古い昔の人々が当時の場所では、貴重な文化財が

盗難にあったりするといけないということで、公民館を建てた時から、いつか知りません

けれども、その石をこっちへ安置したという状況になっておるので、一概に区とも相談も

しながら、やってはどうかということになっておりました。 

その移設の話ですけども、今現在どうなってしまったのだろうということです。多分、

地主さんも、その話は聞いておられると思うのです。地主、そこに石を置きたいと、元々

あったということですけども、その地主さんも多分その話は聞いておられると思うので、

この話こそ古道を巡る、回っていただく方々に非常に喜んでもらえる、１つの名所かなと

思っております。それは熊野古道と国束山は、玉城町の名所といえるかもしれないので、

私はそれに期待をしておりますし、また、期待をしている人も多いと思われます。この話

はどうなってしまっているんだろうということで、お伺いをしたいと思います。 

その当時は田間産業振興課長だったのかなと、違いましたか。総務課長ですか。よくわ

からないのですけども、そんな話が３年ぐらい前なので、あれどうなったのかなと思って

お聞きをします。町長どうですか。 

○議長（中瀬 信之） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村 修一） ３年よりもっと前の話になりますけども、いや私はよく知っていま

す。よく知っておる話で、私もその当時の区長さんや、今、奥川議員からの経過の話、ま

さにそのとおりで、皆さんご心配のように、色々道路整備やら、いわゆるご心配のいつ盗

難に遭ってはいかんという心配も当然あって、過去にあそこの公民館のところからおりて

くる、岡村へ行くところ、確かあれは天保 11 年と書いてあったと記憶しておりますけれ

ども、道標も盗難に遭ったということもあったりしまして、心配は当然。 

しかし、今の人たち、次の世代の人たちや、本物はどこにどうなっておるのやというこ

とを、伝えていくというのが、今の時代に生きる私たちの努めだと思っていますものです

から、是非、地域の皆さんの協力をいただくということであれば、ここのお城から出まし

たところの魚町、大手町の角の道標もそうだったんです。それもかつては中学校の校庭に

いったん、盗難に遭うといかんからということで、移したんです。 

しかし、それはやっぱり元あったところに設置されて、初めて生かされると思いますの

で、今の奥川議員のおっしゃってみえるところをはじめ、いろんなずっと熊野古道へ出で

立つ皆さん方は、扇やさんで旅装束を整えて、お伊勢さん後で、扇やさんで旅装束を整え

て、なされた方が、原が伊勢からの一番の宿場町だということを聞いておるわけでありま

すし、その名残もあるわけでありますから、是非本物のところへ、ずっと地元の皆さん方

にも協力をいただいて、教えていただいて、是非早い機会に整備をさせてもらったらどう

かなと思っています。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 奥川直人君。 

○13番（奥川 直人） ありがとうございます。３年かもっと過去の話で、停滞したといい

ますか、遅れていて、できればそういうことで、熊野古道の整備なり、いろんな形のもの

とドッキングしていただけるといいかなということで、今回は先ほど町長、早急にやると

いうことをおっしゃっていますが、まず計画を、ビジョンをもう少し作っていただいて、

熊野古道、原地内だったら原地内、田丸地内だったら田丸地内でもいいと思うんですけど
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も、この街道をどうしたいんだということを、ちょっと少しビジョンも書いてもらわない

と、ただ、役場がこんなことをやりたいということで、地域の人に説明するだけでは、な

かなか事はうまく進まないかもわからんということであれば、そういったビジョンを、少

しわかりやすく作っていただいて、住民の皆さんと協働で進めていければ、いいかなと思

います。 

いわゆるこんなにしたいんだということを示していただいて、協働で進めて、そして協

働で守っていくということが大事なので、地域の子どもたちも、あそこはこうなんかと理

解もしてもらえるし、もう 1点は立石さんてありましたね。立石があります。多分その石

もそこにあったのかなと思います。立石はそこから国束まで 30丁ありますよ、ここから国

束山、国束寺への参道ですという石なので、多分同じ場所にあった可能性が高いというこ

となので、そういったことも、古い人といいますか、昔をご存知の方も含めて、正しい位

置へ戻して、そして玉城町の観光に役立てていただきたいと思います。 

それと、もう１点は、ちょっと話が変わりますけども、それは石は移動していただこう

ということになりましたが、以前お話しました時、先ほど中世古課長も申しました、関連

市町といろんな形で取り組んできた経過、それと、これから 15市町、和歌山までの熊野古

道については取り組んでいくというお話がありましたが、過去の取り組んできた内容とい

うのがあれば、どんなことを各市町と連携して、取り組んできたのか、お聞きをしたいと

思います。 

○議長（中瀬 信之） 産業振興課長 中世古憲司君。 

○産業振興課長（中世古 憲司） お尋ねの今までの関係市町との連携事業の内容でござい

ますが、平成 26年度、平成 27年度におきまして、関係のオリジナルツアーというのを実

施をさせていただいておりまして、熊野古道の伊勢路魅力発信事業ということで、実施を

させていただいております。 

これは26年度及び27年度におきまして、実施をさせていただいたものでございますが、

27年度におきましては、玉城町の個別の取り組みといたしまして、熊野古道伊勢路と玉城

町の魅力発信事業ということで、首都圏の学生、大阪と東京の大学の、最近はこういった

観光を研究する学科があるようでございますので、そちらの学生を招待いたしまして、モ

ニターツアーを実施させていただきました。 

そういった若い人たちの目から見た玉城町の魅力についての意見交換会を実施させてい

ただきまして、いろんな課題とか、玉城町の良いところ、そういったところを意見交換会

を実施させていただいております。 

また、三重県と和歌山県にまたがります、伊勢熊野観光連絡協議会、こちらにつきまし

ては、平成 27年度は、先ほども申し上げましたが、名古屋市で行われます、旅まつり名古

屋のイベントの参画、そこでＰＲグッズの作製をいたしまして、配布をいたしたりしてお

ります。 

また、今年度におきましては、広域のパンフレットなどで、お伊勢参りと熊野詣でとい

うことで、毎年２万部つくらせていただいておりますが、今年度も新しく情報を更新をさ

せていただきまして、今年度の中旬ぐらいに発行させていただくという予定で、今現在、

活動をさせていただいております。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 奥川直人君。 

○13番（奥川 直人） 中世古さんにちょっと聞きたいのやけども、ちょっと熊野古道ずっ
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と歩いたことはありますか。玉城から多気町をずっと。 

○議長（中瀬 信之） 産業振興課長 中世古憲司君。 

○産業振興課長（中世古 憲司） 教育委員会におった頃に歩いた覚えがございます。以上

です。 

○議長（中瀬 信之） 奥川直人君。 

○13番（奥川 直人） 私も今回、質問もあって、普段、私は原ですから、多気町とはほに

隣ですので、よく見受けるのですけども、課題です、私のいうのは。熊野古道の標識です、

立て札というのは、誰のために立てるやっていったら、そこを歩いていただく、他から来

ていただいて、熊野古道を歩いていただく方の案内と、こっちへ行けばいいのかなという

ことです。 

ところが、玉城にはないんです、それが。立石の、ぼんと古道あって、矢印もなければ、

何もないということです。それ多気へ行くと、ここからなんか木で作って、方向を矢印で

こう行くのやと、ということは玉城町を越えたら、きちっとした案内があるけども、玉城

町には案内がないということなので、歩いたことがありますかと、私、聞いたんです。 

本当にああいう来てもらった人は、多気か玉城かわからんけれども、なんかここへ来た

ら案内がちゃんと出ておるということでは、非常に僕、玉城町の人間としては、なんだろ

うと、皆、熊野古道、古道って、先ほどツアーもやると言っておるわりには、来てもらっ

た人の気持ちになった、そういうものがされてないと思います。 

それと、色々質問ありますけども、トイレの問題とかいうのも、過去、皆さん意見を言

われていますけれども、そういった認識を持っておられるのか。それと僕は各市町の連携

と言われたもんで、そういったことは各市町で、統一されてないのかと。どこへ行っても、

この様式やったら、ずっと大台町まで、大紀町も通って行けるというものになってないの

かなということで、地域の連携の成果はどうだったんだということを聞いたわけで、そう

いった議論はされて、そして、今後どうしていくかというお考えはあるのか、お聞きをし

たいと思います。 

○議長（中瀬 信之） 産業振興課長 中世古憲司君。 

○産業振興課長（中世古 憲司） ご指摘のとおり、やはり田丸の町中に入ると、ある程度

の案内板というのは、ある一定の整備をさせていただいておるつもりでおりますけども、

やはり歩いてみますと、そういった案内板というのが、まだまだされていないと思ってお

ります。 

平成 27年度におきまして、モニターツアーをさせていただいたと申しましたが、学生の

意見交換会の内容をちょっと調べさせていただきました。地域としての魅力は非常にある

ということと。人の温かさにも、非常に親切であるということで、そういった魅力を、玉

城町にはさまざまな魅力が点在しているということで、学生さんもそれは一定の理解をし

ていただいたところでございますけども、やはり全体的に外からの人を受け入れる体制と

が、まだまだ不十分ではないかと。 

先ほどもご指摘をいただきました看板のサインの整備、それから、駐車場、特に田丸の

町中にはいったおりの駐車場というのは、なかなかないというところと、それから、道路

網の整備、そういったところもちょっと無いという、若い学生ならではの意見をいただい

ておりますので、こういったものを含めまして、連携の市町も取組みも含めまして、これ

から玉城町の知名度がまだまだ少ないというところもございますので、今年の４月６日に
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田丸城が、続日本百名城に選ばれたこともございますので、そういったものも含めながら、

検討してまいりたいと考えております。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 奥川直人君。 

○13番（奥川 直人） 是非お願いしたいと思うのですけども、もう多気町はできておるの

で、できたらそれに合わすと。玉城町やでというプライドじゃなくて、とにかく古道を歩

いていただくというもので見れば、同じ標識で、同じサイズぐらいのほうが、いいかなと

思うので、そこは是非やっていただくのと。早急にこれはできるんですか。早急にあまり

費用もかからんと思うのやけども、なんかやっぱりやらんと、はいどうぞ。 

○議長（中瀬 信之） 産業振興課長 中世古憲司君。 

○産業振興課長（中世古 憲司） 看板とか、案内板につきましては、先ほども議員仰せの

とおり、きちっとしたある程度のビジョンというのが、必要になろうかと思います。多気

町の案内板も、また見にいかないかんと思っておるのですけども、どこをどういうふうに

ルートを設定をして、どのように町内に入り込んでいただくという、熊野古道以外の紐づ

けというのも必要と考えておりますので、その辺りを今年度、今検討はこれからでござい

ますけども、まずはお客さんが来ていただいて、十分におもてなしのできるようなパンフ

レットなり、案内板というのを、これから考えていきたい。このように考えております。 

○議長（中瀬 信之） 奥川直人君。 

○13番（奥川 直人） そういうことで、折角来てもらうので、それに力を入れていただき

たいと思います。文化財の活用も、熊野古道は先ほどお話しました文化財、原のアイナシ

とか、色々なものも含め、この文化財の活用も、そして熊野古道観光も、やっぱりちゃん

ときちんとやっていただきたいと思います。最後まで完結していくということでは、中世

古課長が言われたみたいに、やっぱりビジョンを明確にして、これが完成の姿なんだとい

うことがあれば、みな理解できると思うので、お願いしたいと思います。 

当然、我々地域におって携わる人間もそうですし、住民もそうですし、玉城町にお越し

いただいた皆さん方も含めて、来てよかったなと言われるような玉城町に、していきたい

と思いますので、私たちも皆さんも少し工夫を凝らして、進めてまいりたいと思います。 

では、次の２番目の質問にまいります。 

次は、自主防災組織の組織化推進についてということで、質問します。これもビジョン

が明確なのか、明確でないのか、どうなっているんだという少し課題点を、述べてまいり

たいと思います。 

今回、自主防災の必要性というのは、あまりくどくど言いませんが、地震災害、いわゆ

る南海トラフ地震の震度は、今、玉城町の防災計画では、６強となっています。このよう

に町としては予測をしています。６強というのは、歩けない、当然はいつくばっていかん

と、歩けない状況だと。 

それで、耐震性が低い建物は倒壊したり、傾いたりということ。それに基づいて火災も

起こるし、場所によっては、液状化も出て、多くの被害をもたらすであろうと、このよう

に言われています。町での死者は、計画でいけば 20名から 30名、６強の地震で、玉城町

の死者はそれぐらいだろうと。そして理論上の最大クラス、想定外が想定内かというのは

わかりませんけれども、いわば理論上の最大クラスがくると、死者が 200名から 300名に

なってしまうということが、予測を今現在されております。 

そして、この南海トラフ地震と言いますけども、これは南海地震というプレートが引き
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金になるのか、東南海か、それともう一つは南海かと、この３つの地震が同時に、どこか

が引き金になって、３つが同時に動く。東日本大震災みたいなものになるわけですけども、

三連動地震になるのではないかと。 

そして、今、言われておるのが、日向灘、九州の下のほうですね。日向灘沖も加えると、

四連動地震になって、マグニチュードが 9.1ぐらいになるのではないかと。というと、東

日本大震災が９だったので、それよりまだ少し大きな地震が来るんではないかと言われて

おります。 

この地震はじゃあいつ来るんだということで、当然皆さんはご存知だと思います。もう

20年以内には、20、30年以内には起こる。それは 20、30年じゃない、明日かもしれない、

明後日かもしれないという状況で、もう今はいつ起こっても不思議でない、もう秒読みの

段階になっているということであります。 

そして、この南海地震に対する対策ですが、玉城町としては、東日本大震災、今から６

年前ですけども、あの頃から本格的に防災というものに取り組んでこられたと、私は認識

をしております。 

そして、ご存知のように、大震災で行政に助けを求めても、行政は巨大地震には手も足

でない、これはご覧いただいた東日本大震災の同等のことであります。いわゆる人命救助

や初期消火なとは、行政は基本的にできないということになりますから、町長なり皆さん

がおっしゃるように、自分の身をいかに守るかということが、非常に大事だと。それとこ

れは自助といいますけども、それと自分たちで命や財産をいかに守りあうかということ、

これが共助であります。 

この共助といえるのが、自分たちで守りあおうというのが、今、玉城町として取り組ん

でおる自主防災組織づくりであり、災害が起こったときには非常に重要な機能を果たすと

いうことであります。それが現状進んでいるのだろうかということを、お聞きをしてまい

りたいと思います。 

まず最初に、今取り組んでおられますのが、まず平成 25年からだと思いますが、自治区

の区長さん等に参加をいただいて、防災、被害が遭ったとか、そういうことに取り組んで

いる先進地を、視察を実施してきておられますが、延べ回数と参加人員と、そして、その

成果といいますか、どのような成果があったのかということをお聞きしたいと思います。 

○議長（中瀬 信之） 総務課長 中村元紀君。 

○総務課長（中村 元紀） 防災まちづくり研修でございますけども、議員、25年からとい

うことですが、平成 23 年から始めさせていただいておりまして、今年度も予定させてい

ただいていまして、７回目ということになろうかと思います。行き先については、阪神・

淡路大震災の被災地であります、北淡町を中心に神戸市の｢ひとと防災未来センター｣など

に行かせていただいております。他の箇所へ行かせていただいたこともあるのですけれど

も、そちらを主に行かせていただいておるところでございます。 

今までに、延べですと、108地区の自治区がご参加いただいた格好になってございます。

人数については 153名となってございます。これにつきましては、実際に行っていただい

て、向こうでの語り部さんのお話を聞いていただいて、自治区の区長さん等が中心になっ

ていかないかんということの自覚を持っていただいたということで、その辺りが成果にな

っておるのかと考えてございます。 

また、それを受けて自治区独自で、そちらのほうに自治区の区民さんを連れて、一緒に
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区民さん独自で研修というか、視察に行かれておる自治区もあるような格好になってきて

ございます。その辺りが成果になってきておるのかなというところでございます。 

また、ただ残念なことに、まだ玉城町の自治区の自主防災組織の組織率というのは低う

ございます。その辺りについては、引き続きやっていく必要があると考えてございます。 

○議長（中瀬 信之） 奥川直人君。 

○13番（奥川 直人） 今、何件ぐらいですか。 

○議長（中瀬 信之） 総務課長 中村元紀君。 

○総務課長（中村 元紀） 今現在、自主防災組織が設置されておりますが、６地区となっ

てございます。 

○議長（中瀬 信之） 奥川直人君。 

○13番（奥川 直人） 見に行ってもらって、地震とはこんなものだと、えらいことが起こ

るのやなという自覚を持ってもらった。これは１つの成果だと思うのですけれども、もう

７回目、今年やるということになって、やはりそれが本当に自治区として、我々が望んで

いる形になることが、成果だとなりますから、自治区でいかに自主防災組織が生まれてい

くかということが、もう究極といいますか、これを成果と、私は言っていただきたいと思

いますので、そういう取り組みを先進地視察でもって進めてきたということでした。 

先進地視察以外で、自主防災の取り組みや支援、指導、これはこんなことが行われてい

るのか。あればお聞きしたいと思います。 

○議長（中瀬 信之） 総務課長 中村元紀君。 

○総務課長（中村 元紀） 先進地視察以外でということでございますけども、今、町で施

策としてさせていただいております、自主防災組織の補助金制度を付けさせていただいて

ございます。備品とかその辺りについての購入について、２分の１補助をさせていただく

ものでございます。あとは昨年度につきましては、68 自治区中 41 自治区に向けて、防災

研修をしていただいたということで、この辺りも取り組みをさせていただいておるという

ことでございますし、あと今後につきましても、未実施の自治区等について、積極的に働

きかけていきたいというところでございます。 

○議長（中瀬 信之） 奥川直人君。 

○13番（奥川 直人） なかなか中村課長と話はしにくいのですけども、原で一緒に自主防

災を、これから立ち上げやないかん仲間同士で、この話をしとったら本当はあかんのです

けども、今度は玉城町という意味では、総務課長で管轄の部署を持っておるということで、

お聞きをしています。 

少し話はそれますけれども、よく町長は玉城町は玉城町だと。それで、他の市町は他の

市町だと、こうおっしゃる時が、時々この一般質問の中でもあります。自治区の組織率、

これをちょっとこの間、調べてきたので、最新版をいいますけども、多気町は 49集落あっ

て、45集落ができているということで、92％の達成率です。 

それで、明和町と言いますと、皆さんご存知のように、集落は点々として、いろんなと

ころから人が集まってきているので、非常に組織率は難しいだろうと、このように思って

いますが、94集落中 51集落、これが明和町で 54％が、そういう自主防災組織をつくって

いると。度会町は 37集落で 37だと、もう 100％になっております。玉城町は人口は増え

ていい町だと言われていますが、現状は先ほどお話があったみたいに、68集落あるうちの

６しかできてないということになっています。 
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はっきり言って進んでおらんと、このように思っていまして、どのように本気で進めよ

うとしているのかなと、こういうことを疑問に持って、今、色々お聞きをしています。防

災組織といいますか、役場としての体制はどうなっているのかということです。これは前

回も、私言ったと思うのですけども、多気町は職員２名体制で、防災係というのを持って

います。明和町は津波がありますので、津波担当が１名おって、トータルで４名の防災組

織、防災担当、役場は３名で、玉城町は多分１名と、なんか課長が補助をしておるのかな

というぐらいで、私は今、認識しておるのであります。 

それと、もう１つ残念なのは、総合計画ってありますね。玉城町の将来を示す羅針盤だ

ということで、これを常日頃から見て、お話をしていますけども、平成 26年は 68集落の

うちの５集落の防災組織があったんです。じゃあ平成 32年にはいくつにするという計画が、

68集落中 10だと。10集落しか目標を立ててないと。この目標に向かって一生懸命にやっ

てもらって申し上げ、僕、困ると思うんです。目標というのはやっぱり 68あったら、多分

市町とか、状況も見ながら、これぐらいにしようと、えらい計画が低いと。これでは本気

で進めようと思っておるとはいえないと思っておりまして、皆さん役場の職員さんとして、

間近に迫った大地震から町民の命、町民の財産を守る最重要テーマであるわけであります

から、その辺の町長の自主防災づくりについてのご認識をお聞きしてまいりたいと思いま

す。 

○議長（中瀬 信之） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村 修一） 近隣の市町の様子も紹介いただいてのことでございますけども、そ

れぞれの町、それぞれの町で、大変熱心に取り組んでいただいておるということでござい

ます。町の防災自主組織というのは、ご承知のように低いということであります。どうし

ていくのかということは、やはりこれからも働きかけていく必要がありますけれども、ま

ずは大事なことでもありますけれども、町民の皆さんやそして、区の皆さん方が、まずは

阪神・淡路大震災、東日本大震災、熊本、そういうところの教訓から、しっかり学んでい

ただく。 

そのために何が大事なのかということを、しっかりと取り組んでいく。そのため今回、

７回目でありますけれども、やはりこちらが何度同じことを申し上げておっても、なかな

か誰でもそうでありますけれども、自分は災害にかからないと、安全なんだということを

思いがちでありますけれども、人間はみなそうでありますけれども、やはり実際に現場を

見ていただいて、そして、現場で直接語り部の方から話を聞いて、やっぱりそうなんやな

ということで、本人の意識が変わらないことには、なかなか行動に移らないわけでありま

すので、そういったことの成果が、ありがたいことに、独自でそれなら区であげていこう

かという動きも地区の中ではある。あるいは熱心な取り組みもある。 

それと、もう１つは、玉城はありがたいことに、かつて農地・水、今は多面的機能とい

う取り組みでありますけれども、これにも三重県一の取組率でありますけれども、あるい

は健康づくり、そういうことの取り組みも、区の中で熱心にやっていただいておるという

事例がありますから、そういう中で合わせて、防災のことも一緒に意識を持ってもらうた

めの啓発をしていくといことも、いるのではないかと思っています。色々な仕掛けをしな

がら、やっていかないかん。 

それから、この間、元気まつり、元気です玉城まつり、大変賑わっていただきましたけ

ども、その中でも多目的ホールのところに、毎年でありますけれども、コーナーを設けて
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ボランティアの皆さんが、熱心に活動していただいておるという、大変ありがたい取り組

みもあるわけであります。少し玉城は警報も、他の町よりも出るのが遅いですし、安全な

町やということで、思っておる部分がありますけれども、やはりいつ起こるかわからない

大災害に日頃から備えていくということは、町としては大事なことだと思っています。 

○議長（中瀬 信之） 奥川直人君。 

○13番（奥川 直人） 私も今、原で、そういう防災の取り組みをしていますけども、去年

アンケートをとったんですけども、その危機感というのが、非常にある人が半分で、ない

人が半分だと。それで、ある人もない人も、何が問題かといったら、この原で私が住んで

いる原のアンケートをとったんですけども、じゃあどんな被害が起こるのやと。自分とこ

ろの住んでいるところで。この共通認識がバラバラなんですよ。 

だから、そんなと思う人もあれば、ここの共通認識をしっかり持たないと、自主防災組

織はできないですよ。皆で１つのことを、これに備えるのやというものがないと、なかな

か１つにならないということが、この間わかりました。そういった意味では、自分ところ

の地域、自治区で、こんなことが起こるのやけども、皆さん大丈夫かということを、まず

決めておかないと、とにかく話は進まないと思いますので、外を見てくるのもいいんです

けども、そういう議論をできれば、各自治区単位で、ここはどんな被害が起こる。それで、

町の防災計画もありますし、これぐらいの被害が起こるのと違うかということを、もう一

度区民の皆さんは認識をして、そこから防災組織をつくり出すということにして欲しいと

思います。 

そして、やっぱり自助が大事だという、皆さんよく言われるのですが、勿論、私もその

通りだと思います。自助において、最も大事なのは、自助において最も大事なのは、自主

防災組織が自治区にあって、そして、区民に対して被害、防災についての日頃の啓発、啓

蒙を行う、その中で、自らがやらないかん自助はこういうことだという認識を持つ、です

から、役場がいくら啓蒙啓発しても、やっぱり自治区の中の自主防災組織が、自助に対す

る啓発啓蒙をしなくてはいけない。 

そして、自助は、勝手な自助ではいかんわけです。自分勝手な自助ではいかん。守りあ

う自助です。皆で守りあう、というのは極力人に迷惑かけたらいかんと。私はやっぱり守

らんと、隣の人に迷惑かけたらいかんという自助の準備をする。それと、できれば今度は

誰かを助けていかないかんと。そのために自分がしっかりしないといかんという自助、こ

ういった基本がないと、ただ自助をやってくれといっておるだけでは、何すぐにやられる

ような、したりとかいう部分で収まってしまう可能性があるので、本来は人に迷惑をかけ

ない。もう１つは人を助けていかないかん。そのためには自分は大事だという取り組みの

基本的な部分を、もう少ししっかり区、自治区または町民の皆さんに理解をしていただい

て、この防災組織が今後円滑に組織化できるように、期待をいたしまして、私たちも協力

はしますけれども、今回の質問を終わりたいと思います。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 以上で、13番 奥川直人君の質問は終わりました。 

昼食のため、午後１時 30分まで休憩します。 

（12時 25分 休憩） 

（13時 30分 再開） 

○議長（中瀬 信之） 再開します。 

  休憩前に引き続き、一般質問を続けます。 
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  ７番 井上容子君の質問を許します。 

７番 井上容子君。 

《７番 井上 容子 議員》 

○７番（井上 容子） ７番井上。議長のお許しをいただきましたので、通告書に従って一

般質問をさせていただきます。今回の質問は３つ、１つ目に、少子化対策について。２つ

目に車両について。３つ目に田丸城跡ＰＲについてでございます。 

それでは、１つ目の少子化対策について、２つの項目に分けてお尋ねします。１項目目

に、不妊不育成治療費の助成金の扱いについてと、２つ目に若者の出産育児についてです。

３月の定例議会において、町長のお考えについて、質問させていただきましたが、今年度

は不妊治療、不育治療の助成金について、夫婦の所得金額の制限を広げることによって、

助成金を受ける対象者を増やすというものでした。 

自分の血を引いた子どもを授かりたいご夫婦にとっては、とてもありがたい制度だと思

います。しかしながら、不妊治療については、治療開始年齢の高齢化も大変な問題となっ

ております。普通なら１年妊娠しない場合に、病院で自然妊娠に近い治療法から始めるも

のを、35歳を過ぎますと、半年で通院開始が望ましく、場合によっては高度な不妊治療か

ら始めないといけないこともあるそうです。 

まだ無事出産できた場合も、子どもに障害の出る確率が高くなりますし、育児と親の介

護が同時に進行する確率も高くなります。逆に妊娠できないことに悩みながらも、経済的

に余裕がなかったり、体調が優れないわけでも、妊婦でもないのに、婦人科を受診するこ

とに踏み切れない若い方もおられます。 

治療の成功率の低い年齢になってから、不妊治療を始めるのは、ご本人が選ばれた道だ

と、私は思っておりますし、妊娠できないと悩まれている若い方が、同じ条件でしか援助

を受けられないというのは、不公平を感じます。それよりは、治療にふみ切りにくい若い

年齢層に援助を手厚く、例えば高齢でも県からの助成金は出るわけですから、玉城町とし

ての上乗せ分には、不妊治療開始年齢の制限を、もっと若くして、１回目は全額補助にす

るとか。治療に入る前に受ける不妊検査費用を援助するといったような、若い人が不妊治

療を受けやすい方向に移していくことは、お考えないでしょうか。お聞かせください。 

○議長（中瀬 信之） ７番 井上容子君の質問に対し、答弁を許します。 

  町長 辻村修一君。 

○町長（辻村 修一） 井上議員から少子化対策についての質問をいただきました。具体的

な内容でありますので、後刻、担当課長から答弁をいたさせますけれども、まず私のほう

からは、不妊不育治療にあたっては、議員からもお話がございましたけれども、まずは妊

娠出産にかかる意思決定というのは、当然のことながら当事者自らの意思であるわけであ

ります。 

そして、当然のことながらお話にもありましたように、高齢出産ということになります

と、リスクも大変大きいというのは、その通りだと考えておりますし、できるだけ若い間

に結婚をされて、子どもを産んでもらうこと。これが良いと思っておる次第でございます。 

以下、詳しい内容は、担当から答弁をいたさせます。 

○議長（中瀬 信之） 生活福祉課長 西野公啓君。 

○生活福祉課長（西野 公啓） 今、お尋ねをいただきました若い世代への、ある程度シフ

トをしていくという、助成の仕方のことに関してですけども、今まずは町長が申し上げま
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したように、意思決定のこともあります。当事者が自ら決めていただくと、そういう意思

で行うものであるということは、認識した上でお答えをさせていただきたいと思いますけ

ども、これは平成 25 年に、国のほうであり方検討会という中で、一定方向、方向性が決

まってきております。 

その中で、30歳代後半で、女性や子どもへの健康影響というのは、リスクが非常に高く、

そういう傾向にあることは、表記もされております。ただし医学的な見地から、治療の回

数にも制限なども、そのデータから出ておりまして、治療を受けるかどうかの自体、先ほ

ど申しましたように、本人の意思ということもありますけども、当事者の選択によるもの

であったといたしましても、そういう方向性というのが、一応決まっておりまして、国の

基準に町単独で拡大をしていくべきではないのかと、国に準じていくべきかという方向性、

そういう考えを持っております。 

○議長（中瀬 信之） 井上容子君。 

○７番（井上 容子） 例えば成人病になる可能性が高いということで、暴飲暴食の生活習

慣がある方には、生活改善のための啓発をされています。年をとるとともに、骨粗鬆症の

可能性が高くなる方には、日光を浴びながらの運動などを啓発されているかと思います。

どちらも必ず病気になるわけではないですし、本人の生活習慣は本人が決めることです。 

ですが、町の担当の方は、町民が健康で幸せな生活を送るために、生活改善の啓発活動

をしてくださっております。同じような考え方で、町民が安全に健康な子どもを授かるた

めの啓発活動はされてらっしゃいますでしょうか。 

○議長（中瀬 信之） 生活福祉課長 西野公啓君。 

○生活福祉課長（西野 公啓） まず小さいお子さんから、また女性、高齢者まで、私ども

の生活福祉課の中には、保健師がおりまして、その中でいろんな健康指導、また、もっと

もっと若い時には、自尊心を養うための、そういう教育をさせていただいております。特

に性教育も含めて、今、玉城町の中ではネルボラということで、妊娠期からの切れ目のな

い支援をさせていただいております。 

その中で、私どもの玉城町の場合には、ネルボラも女性の一生を通じたネルボラという

ものを持っておりますが、その中で特に思春期の子どもたちを中心として、学童ネルボラ

というカテゴリーを持っています。 

何よりも小学校、中学校の中では、養護教員の方もおみえになりますので、保健師と情

報共有しながら、中学校の場合には思春期の皆に考えてほしいというライフプランティン

グ、全生徒にお配りをしたり、子どもたちには命の授業であったりとか、幼少期からそう

いう自尊感情を養うようなことを大切にしてもらうような、そういう教育も含めて、健康

教育の中でも捕えて、生活福祉としては取り組みをさせていただいているところです。 

○議長（中瀬 信之） 井上容子君。 

○７番（井上 容子） 学童ネルボラというのは、大変すばらしい取り組みかと思いますの

で、これからももっと続けていっていただきたいと思います。 

次に、不妊治療費の助成金についてですが、妻の年齢については、治療開始が 43歳以上

になりますと、助成金を受ける資格がなくなります。これは妊娠出産による母親への健康

リスクが高いためと言われています。 

一方で男性には年齢制限がございません。これは男性の体に直接影響がないためとも言

えますが、男性が 30 歳を過ぎますと、子どもの発達障害の確率が高くなるとか、男性が
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35 歳を過ぎると、男性が 20 代の時よりも、奥さんの流産の確率が２倍になる等の統計も

出ているようです。 

長い目で見ますと、母体への影響や、子どもが中学校を卒業するまでに、父親が定年を

迎えてしまう場合も考えられます。男性への年齢制限は、先ほど政府の方針に従うという

ことでございましたが、玉城町で男性への年齢制限は考えておられませんでしょうか。 

○議長（中瀬 信之） 生活福祉課長 西野公啓君。 

○生活福祉課長（西野 公啓） お尋ねをいただいております男性の年齢に関してですが、

先ほど議員おっしゃいましたように、女性の場合 42 歳までとなっております。男性も先

ほど申し上げました、報告書の中に、様々な研究で報告をされておりまして、ただ見直し

の検討はされながらも、現在そういったところに至ってないということで、明らかな根拠

付けられるような結果が、まだ出ていないということで、国のほうもまたそういう制限を

設けておりません。 

それに従いまして、玉城町の場合もその基準に従って、現在のところそういう年齢制限

を設けていないということで、ご理解をいただきたいと。 

○議長（中瀬 信之） 井上容子君。 

○７番（井上 容子） それでは、政府の方針が変わってきたら、男性にも年齢制限がかか

ってくるかもわからないというところで、よろしいでしょうか。 

では、２つ目の項目、若者の出産育児についても、２つに分けて質問します。 

女性の妊孕率、つまり妊娠できる確率は、22歳を過ぎると、どんどん下がる一方で、中

学、高校からストレートでの大学進学を良しとする風潮から、妊娠しやすい年齢の時期は、

ほとんどの方が大学生です。先ほど北議員が質問されておりましたように、半分は大学進

学ということでございましたが、私は北議員と逆の考え方で、大学進学が少子化と過疎化

を招いていると考えております。 

また、学生の分際で結婚するなんて、とんでもないとご家族の反対などで、結婚出産が

できないケースは多々ありますし、それ以前に結婚は収入が安定してからということが、

当然のようです。 

しかし、収入が安定する頃には、仕事に責任も出てまいりますし、妊娠のための妊活ど

ころか、相手のいない方は婚活すらできない状況に陥る人も多いはずです。都市部では、

学生のうちに出産、育児を済ませる方もあり、ドラマの影響もあって、就職前に結婚する

合理的なカップルも増えてきているようです。 

ただ、妊娠出産となると収入もなく、経済的な理由で妊娠ができるのに子どもを諦める

方もお出でになるようです。そんな収入のない親に対する補助支援は、玉城町民ならどの

ようなものが利用できるか、お教えください。 

○議長（中瀬 信之） 生活福祉課長 西野公啓君。 

○生活福祉課長（西野 公啓） 結婚出産も先ほど言いましたように、本人の意思によるも

のだと思いますけども、保健制度を１つ捉えてみました時に、出産にいたりましては、出

産育児一時金というのがございます。これは 42 万円ありますけども、また、それに至る

までの出産までに、さまざまな健診も受けられるようになっておりますので、そういうこ

とを活用していただければ、スムーズに安全に出産に至るのではないかと思います。 

ただ、生活が非常に困窮されてみえる方につきましてですけども、結婚とか出産にあた

りましては、その準備資金という形で、福祉資金も三重県の社会福祉協議会などでも、貸
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付を行っておりますので、最大 50万円ということで、貸し付けを行っておるようです。そ

ういうご利用をいただきながら、行政といたしましても、支援をさせていただけるかなと

思っております。 

○議長（中瀬 信之） 井上容子君。 

○７番（井上 容子） 実際、支援していただく制度はたくさんございますけれども、なか

なか玉城町で、そういう支援があるとアピールをされているところを見かけたことがござ

いません。津市とかですと、私よく行くのですけども、津市の施設のいたるところのトイ

レには、女子トイレには、おろす前にもうちょっと考えて相談してくださいという電話番

号のシールが貼ってあったり、もういたるところにちょっと考えてねという、アピールが

あるのですけれども、玉城町ではその辺り、これからどのように進められていくご予定で

しょうか。 

○議長（中瀬 信之） 生活福祉課長 西野公啓君。 

○生活福祉課長（西野 公啓） 今、役場にしろ、保健福祉会館にしろ、公共施設にはその

ようなＰＲ、またそういうことを促すようなシール、啓発物はございませんけれども、国

とか県のほうから、市町向けに啓発用のポスターなどは、そういうようなことがある場合

は掲載をさせていただいて、いたずらに掲示をするんじゃなくて、きっちりと定まったと

ころに掲示をさせていただいて、告知をして啓発をしていくと、そういうことで心がけて

いきたいと思っております。 

○議長（中瀬 信之） 井上容子君。 

○７番（井上 容子） 次にまいります。未産による、子どもを産んでないことによる健康

リスクを考えずに、将来設計をする若者や保護者が多いようです。30歳まで未産の女性は、

乳がん、子宮ガンなどのリスクが、出産を経験した人より高いことは、いろんなところで

叫ばれていますが、気に留めない方がほとんどです。30歳になって、会社の健康診断など

でガンになる確率が高くなりますから、気を付けてくださいと言われても、年齢が若返る

わけでもありません。 

男性においても、うちは男だから、子どもを焦らなくてもいいと言っておられる、ご家

族がほとんどだと思いますが、先ほど申し上げたように、奥さんが流産する確率が高くな

るとわかっていたら、もっと早くに結婚に踏み切ったとか、避妊なんてしなかったのにと

いう後悔の声も聞かれます。 

医学が発達したから、独身時代や新婚時代を謳歌して、子どもは 30歳を過ぎてからでも

遅くないという考え方は、子どもはできたけれども、遊べなかった親世代の思いから来た

ものです。未産のリスクについて、町長のお考えと、実際の教育現場では、どのような教

育をしているのかお聞かせください。 

○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） 学校現場の関係でございますので、私のほうから答えさせていた

だきたいかと思います。中学校におきまして、未産による健康リスク、また男性の高齢化

による子どもへの障害について、直接な指導というものにつきましては、指導内容が適切

に明確ではございませんので、行っていないのが現状でございます。 

保健の授業の中で、心と体の成長、そして飲酒、喫煙、薬物乱用等による健康被害のリ

スク、そして命の尊さという部分につきましては、カリキュラムの中でも指導をいたして

おるところでございます。 
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また、総合学習の中で、昨年は元養護教諭で、現思春期相談師の方をお招きをしまして、

５、６限を使いまして、３年生対象でありますが、妊娠、出産等、そして生徒が幸せに生

きるために、また、命と未来を守るためにということ、ＬＧＢＴやデートＤＶというよう

なことに関しましても、学んだところでございます。 

また、その他の部分におきましても、助産婦さんに来ていただいた講話とか、妊婦の方

にお越しをいただいて、体験談。そしてまた、赤ちゃんを連れたお母さん方に何人か来て

いただいて、赤ちゃんとのふれあいを通して、子育ての大切さ等の体験学習などもやって

おるのが現状でございます。 

○議長（中瀬 信之） 生活福祉課長 西野公啓君。 

○生活福祉課長（西野 公啓） 先ほど答弁させていただきました分と、少しダブってしま

いますけども、確かに男性の加齢によります、女性の自然流産というのが、年齢とともに

あがってくることも、先ほど報告いただきました通りでして、それはともかくといたしま

しては、保育現場といいますか、幼少期におきましても、先ほどの答弁のとおり、保健師

ネルボラという形での関わり方、そして、また幼少期、特に保育所の現場におきましても、

特に自尊感情を養っていけるような、そういう大切さを伝えていくということにも、機会

を見て取り組んでいると、そういうことをさせていただいています。 

○議長（中瀬 信之） 井上容子君。 

○７番（井上 容子） 私は子どもが欲しくて悩んでいた頃ですが、ほとんどの人は、野田

聖子さんだって、あの年で産めたといって励ましてくださいました。その中で既に不妊治

療を諦めた友人だけが、生まれた子どもの将来と、自分の親の介護の問題、里親という手

段があることを語ってくれ、諦め時というものを語ってくれました。 

その時は大変憤慨して、男性やから女の気持ちがわからんのやとなじってしまいました

が、諦めた今、友人のいうとおりだと反省しております。リスクの高い高齢出産を選択し

ているのは、他でもない本人であり、タイムリミットや他の人が高齢で産んでいる事実か

ら、どんどん追い込まれてしまいます。 

何かのきっかけで諦めることも、心の健康の面で必要かと思いますが、いかがでしょう

か。 

○議長（中瀬 信之） 生活福祉課長 西野公啓君。 

○生活福祉課長（西野 公啓） 先ほどおっしゃっていただきました里親、また養子縁組と

いう形での将来設計といいますか、将来、自分たち、またその家を継いでいくというか、

そういういろんな意味で、そういう制度もございます。ましてや里親の全国会長を三重県

知事がされておられるということもありますので、またそういう機会にＰＲもしてまいり

たいと思います。 

○議長（中瀬 信之） 井上容子君。 

○７番（井上 容子） 今まで助成金のお話で色々伺っておりましたけども、不妊治療に行

くにも助成を受けるためには、松阪から南には、その指定の病院がございません。一番近

い松阪でさえ初診に半年待ちとのことです。諦めない意思も大切ですけども、それ以前の

若い頃に将来設計をできる意識づくりを、啓発によって助けていただきたいと思います。 

それでは、質問の２つ目、車両についてを５つの項目に分けて、お尋ねします。 

まず１つ目の項目から、公用車として普通自動車と軽自動車を多く採用されておられま

す。最近では、維持管理費用の削減の目的や環境に配慮するために、原動機付自転車やミ
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ニカーを採用しておられる自治体もございます。役場で自転車を見かけることはあります

が、原動機付自転車やミニカーを見かけることはございません。使っている部署はあるの

でしょうか。 

玉城町での公用車の車種について、採用基準を、自転車を含めてお教えください。 

○議長（中瀬 信之） 総務課長 中村元紀君。 

○総務課長（中村 元紀） 玉城町で所有しております車でございますが、病院、ケアハイ

ツも含めまして、59 台でございます。また、社協のほうで管理していただいております、

マイクロバスが２台ございますので、トータルでは 61 台ということになろうかと思いま

す。 

その内訳でございますけども、いろんな消防の車両等もありますし、あとはごみの収集

の車両等もございます。それも含めた中で、普通の自動車が 26台になります。それ以外の

35台につきましては、軽自動車ということになろうかと思います。比率でいきますと、軽

自動車のほうが高い比率になっておる状況でございます。 

それで、ご指摘のミニカーであるとか、原動機付自転車がないということでございまし

て、こちらについては今のところ採用はしてございません。ただ、公用の自転車につきま

しては、役場のほうと田丸保育所のほうと、２台ずつ置いてございますし、あと消防のほ

うで２台の自転車を持っておるという状況でございます。 

それで、ご質問の採用基準でございますけども、これにつきましては、主に経済的な車

両ということで、燃費のよい車両を、最近は選んでおる状況でございます。また、財政的

に余裕のある時につきましては、環境に配慮したハイブリッドの車を数台、入れておると

いう状態でございますので、今後につきましては、電気自動車あたりも視野に入れた中で、

検討はしていきたいというところでございます。 

○議長（中瀬 信之） 井上容子君。 

○７番（井上 容子） 原動機付自転車やミニカーは、乗用車に比べても、燃費もよく、駐

車場の場所もとりません。また、最近では先ほど言われたＥＶというのでしょうか、家庭

用の電源で充電できるスクーターやミニカーを、公用車として利用している自治体もあり、

オイル交換や車検がないことから、維持費軽減に貢献しているようです。災害時にガソリ

ンの供給が難しい場合にも、期待されています。防災の観点からも検討が必要でないかと

考えますが、いかがでしょうか。 

○議長（中瀬 信之） 総務課長 中村元紀君。 

○総務課長（中村 元紀） おっしゃいますように、災害時、二輪車、オフロードバイクと

か、その辺りについては、消防のほうが導入をしておるということですので、情報収集す

るあたりにつきましても、一番機動力を発揮できると思われますので、今後、検討はさせ

ていただきたいと思っています。 

○議長（中瀬 信之） 井上容子君。 

○７番（井上 容子） 環境対策の取り組みとして、町民に模範を示すという意味での採用

の検討はいかがでしょうか。 

○議長（中瀬 信之） 総務課長 中村元紀君。 

○総務課長（中村 元紀） 環境啓発という意味で、以前、平成 11 年ごろにプリウスを２

台導入しておるところでございます。その辺り、費用的にかなり高かったんですけども、

補助のほうも受けられたという中で、採用させていただいてございます。今後につきまし
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ても、予算の関係もありますけども、その辺りを見た中で、環境対策には取り組んていき

たいということで、積極的に採用していきたいと考えております。 

○議長（中瀬 信之） 井上容子君。 

○７番（井上 容子） ２つ目の項目に移ります。軽自動車税は町の財源の１つですね。原

動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車及び二輪の小型自動車の所有者が支払う税金と

いうことでよろしいでしょうか。玉城町では、平成 27年決算の数字では、4,200万円近い

数字が出ておりましたが、同じ規模の他の町では、だいたい 5,000万円ぐらいあり、軽自

動車税に限ると、玉城町は多いとはいえない金額でした。 

原因は色々と考えられると思いますが、以前から指摘されております、小型特殊車両の

未登録の問題など、改善された点と、その結果、そして今後増収に向けて対策をとられる

予定があるかどうか伺います。 

○議長（中瀬 信之） 税務住民課長 北岡明君。 

○税務住民課長（北岡 明） 今、お尋ねの軽自動車の登録の関係でございますが、玉城町

といたしまして、平成 28年度で小型特殊も含めまして 8,545台登録がございます。多分、

似た町とお比べということですが、多分それ多気町さんとのお比べなのかと判断させてい

ただくのですが、多気町さんは１万台を超えておるような状況ではございます。 

そういった中で、これは先ほどの公用車とは違いまして、軽自動車の購入につきまして

は、購入者の方がどういう利便性を持って買われるかという要素も結構あると思います。

例えば玉城町の場合ですと、山間部といっても、そんなにございませんし、道路的なもの、

そういったものから普通乗用車を買うのと、軽自動車を買うのと、どちらが購入者の方が

判断をされた中で、買われるということがあろうかと思います。 

失礼な言い方ですけども、お隣の多気町さん等におきましては、やっぱり山間部等もご

ざいますし、また農業地域、そういったところの要素というのも、兼ね備えておると思い

ます。例えばこれは度会郡内の、玉城町として小型特殊、小型特殊の話になりますが、28

年度では農耕用の小型特殊が 580台登録、先ほどの 8,545台の中の 590台というのが、農

耕用でございます。 

あと度会町、大紀町、南伊勢町、３町で合わせても、３町で 175台という小型特殊の登

録状況になっております。ですので、やはりこれは地域柄、そういったものもあろうかと

思っております。 

それともう１点、小型特殊の先ほどおっしゃられました啓発といいますか、登録の啓発、

これにつきましては、小型特殊の農耕用といいますのは、あくまでもその車両に対して、

課税をするということで、公道を走行するうんぬん関係なしに、登録をしていただくとい

うのが基本的なことでございますので、これにつきましては、当初、平成 27年から軽自動

車税の税率が変わっております。この軽自動車税の税率が変わるにあたりまして、条例の

改正もいたしております。多分その時に、そういうご質問もいただいておったのではなか

ろうかと思いますが、27年度当時に軽自動車税の税額を広報紙に掲載させていただいてお

ります。それ以降、啓発はしておりませんが、今後、登録制であるということを、広報紙

等でＰＲはしていきたいと思っております。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 井上容子君。 

○７番（井上 容子） 公道を走る、走らないに関わらず、税金を納めないといけないとい

うのは、私も今回、初めて知りました。そうしますと、トラックに載せて田んぼまで走る
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で、ナンバーは要らんと、よく言われる方がありますけども、それは間違いということで

すね。 

○議長（中瀬 信之） 税務住民課長 北岡明君。 

○税務住民課長（北岡 明） 農耕用につきましては、乗用のものであって、確かスピード

が 35 キロ以下のもの、これにつきましては、登録制ということでございますので、ナン

バーの登録をしていただくことが基本でございます。 

○議長（中瀬 信之） 井上容子君。 

○７番（井上 容子） きちんと登録している人が、そうでない人より損をするということ

があってはならないと思いますので、産業振興課さんで、よく農機具調査とかしていただ

きますけども、そういうのと照らし合わせていただくなど、改善の方向でお願いいたしま

す。 

３つ目の項目に移ります。原動機付自転車などご当地デザインプレートが採用され始め

て、久しくなります。松阪市のゆるキャラちゃちゃもが付いているものを、よく見かけま

すし、伊賀市は滋賀県の甲賀市と共同で、忍者の町をＰＲするために、同じ忍者デザイン

を採用されています。 

玉城町でもゆるキャラが３種類ありますし、玉城の知名度をあげるために採用されない

のかと、疑問に思っておりましたけども、検討されておられるのでしょうか。検討された

のでしたら、何故採用されないのか、経緯をお聞かせください。 

○議長（中瀬 信之） 税務住民課長 北岡明君。 

○税務住民課長（北岡 明） おっしゃられます、ご当地ナンバーについてでございますが、

これにつきましては、今現在、三重県下で、一番早く採用されたのが、四日市さん、平成

22年に登録がされております。以降は今現在、６市１町が採用しています。玉城町はどう

だということでございますが、玉城町につきましても、このことについては、検討もいた

しました。そういった中で、このナンバーにつきましては、125ＣＣ未満の単車、バイク、

これについてのプレートを付けるという形になりますので、例えば観光面とかで考えた場

合、四輪ですと、いろんな県外に出向いたりとかありますけれども、二輪の 125であると、

行動範囲も狭くなるということもあります。 

また、今現在、使っておりますプレートナンバーも、まだ在庫もございます。新しくそ

れらをつくるにあたりましては、やはり予算的な面も、費用もかかってきますので、それ

につきましては、今後のニーズ的なものも考えた中での検討課題とさせていただきたいと

思います。 

○議長（中瀬 信之） 井上容子君。 

○７番（井上 容子） 中には市制 60 周年記念などで、数量限定で導入されているところ

もあるようです。町のＰＲの１つとして、あまり効果がないということでしたけれども、

赤字の出ない範囲で、検討をしていただければと思います。 

では、４つ目の項目に移ります。交通安全についての啓発活動は、歩行者や自動車を対

象にしたものが多いように思います。３月の広報たまきでも、事故を減らそうという特集

記事がありましたが、自動車に乗る人の目線で書かれたものに感じました。自転車や二輪

車について、交通安全の啓発活動は、どのようなものに取り組んでおられるのでしょうか。

また、昨年の一般質問で、自転車レーンが狭いというお話をさせていただきましたが、自

転車が安全に走行できるような、安全対策については、どのようにお考えでしょうか。 
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○議長（中瀬 信之） 生活福祉課長 西野公啓君。 

○生活福祉課長（西野 公啓） まず、交通事故の状況、既に３月の広報でも紹介をさせて

いただいております。また、合わせまして、次号の広報でも、引き続き交通事故の状況を

周知をさせていただく予定でおりますけども、その状況を見ました中で、全体の事故の８

割ほどが自動車に絡む事故となっています。残る 15％、これが二輪車、また自転車とか二

輪車に関係する事故となります。大半が自動車に巻き込まれた、また横断中に歩行者を巻

き込んでしまうという事故が、多く見受けられます。そのような傾向から、交通安全の啓

発活動については、交通安全協会などが四半期ごとにやっておりますキャンペーンにおき

まして、いろんな高齢者も含めて、啓発をさせていただいているところです。 

特に学校とか老人クラブなども、今年は７月に、特に老人クラブ連合会を通しまして、

教室をさせていただく予定でもございますけども、そういう形で交通安全には努めてまい

りたい。また自転車、二輪車につきましても、そういう形で学校とか高齢者を中心としま

した啓発、また交通安全教室をさせていただこうと考えております。 

それから、自転車レーンのことについて、ご質問もいただいておりますけども、町内に

はグリーンベルトを、かなりの部分で施工しておりまして、路面表示をさせていただいて

おります。これは運転者、歩行者に、そういう意識を持っていただくということで、レー

ンわけをしておるわけですけども、特に通学路を中心といたします考えの中では、町に交

通安全プログラムというものがあります。 

これは玉城町通学路安全推進会議というものを設置をさせていただきまして、安全確保

に関する取り組み方針を、平成 27年２月にまとめております。この会議といいますのは、

教育委員会、そしてまた建設、生活福祉、そして県の組織では、伊勢建設事務所とか、ま

た伊勢警察が入っていただいて、そういう会議をもって、定期的な点検とか、また自治会、

ＰＴＡの皆さん方にも入っていただいて、合同点検も、そういったことを繰り返しながら、

検討させていただき、改善に努めているということでもございますので、半ばレーンがあ

るとは言いましても、非常に狭いところもあります。やはりそこは安全な部分で、何とか

確保していただきながら、マナーを守っていただいて、交通励行していただくと、そうい

うことで心がけていただくということで、お願いをしたいと思っております。 

○議長（中瀬 信之） 井上容子君。 

○７番（井上 容子） 自転車については、学校での取り組みもお教えいただけますでしょ

うか。 

○議長（中瀬 信之） 教育委員会事務局長 中西元君。 

○教育委員会事務局長（中西 元） 学校におきます自転車に対する交通安全の取り組み状

況でございます。それぞれ学校では、各担任から児童・生徒に対しまして、折に触れ交通

安全指導を行っており、また交通安全教室も実施いたしております。小学校の場合ですと、

伊勢警察署の協力を得まして、低学年には主に安全な歩行の仕方、高学年では自転車の正

しい乗り方について、ＤＶＤを活用した交通安全指導を、毎年実施しておるところです。 

また、中学校では、昨年度になるのですが、自転車による交通安全教室ということで、

車と自転車の事故を想定しまして、スタントマンによる交通安全教室を実施いたします。

今後とも交通安全の啓発には努めていきたいと考えております。 

○議長（中瀬 信之） 井上容子君。 

○７番（井上 容子） 学校での取り組みとして、小中学生には自転車に乗る時には、ヘル
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メットをかぶるように、ご指導いただいているかと思いますが、同じように大人には啓発

しなくてもよいのでしょうか。子どもさんから大人がヘルメットをかぶらんのはずるいと

いう言葉を聞いたことがあります。大人の後ろにヘルメットをかぶらず、乗せられている

子どもさんも、まだまだ見かけますので、チャイルドシートほどは、交通安全として意識

が浸透してないと感じるのですけれども、最近かなりの自治体で、65歳以上の方が自転車

に乗る時のヘルメット着用を、条例で推奨されています。大人への自転車の安全運転指導

が必要になってきたのではないかと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（中瀬 信之） 生活福祉課長 西野公啓君。 

○生活福祉課長（西野 公啓） 確かに児童・生徒向けの交通安全教室、また、高齢者に向

けての部分については、町といたしましても、積極的にさせていただいておりますけども、

議員おっしゃいます、ちょっとそういう形で日頃乗られる方に、広報周知も折に触れさせ

ていただきたいと思いますし、また、交通安全の講習につきましては、地元の自動車学校、

自動車教習所ですか、そちらのほうで、個別には受講はできませんけども、社員教育とか、

そういったこともされているところもございます。 

そして、また三重県の交通安全研修センターというのが、津にありまして、そちらのほ

うでは、特に幼児、児童、高齢者をはじめといたしまして、いわゆる交通弱者向けの歩行

者もそうですけども、そういう啓発教育をしておられるということで、これは土曜日だけ

が休みですので、特にそういう保育所、保育園、小学校、遠足とか研修会で、そういうよ

うなことを使われるという話も聞いておりますので、また、そういう施設もあるというこ

とも含めまして、周知をさせていただきたいと思います。 

○議長（中瀬 信之） 井上容子君。 

○７番（井上 容子） 色々な取り組みがあるということが、よくわかりました。町長も出

勤の際に、自転車を利用されていると伺いました。帽子に見えないおしゃれなヘルメット

も、色々販売されていますので、町民の方へのアピールとして、役場内の方の通勤で着用

を推奨していただくことは、できませんでしょうか。 

○議長（中瀬 信之） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村 修一） 車両についてのご質問の中にもあったように、できるだけ健康管理

もしながら、近いところは職員の皆さんにも、車を使わずに自転車で通勤して欲しいと、

話しかけておりますし、また、交通安全は非常に大事なことでありますもんですから、こ

のヘルメットのことだけではなく、町全体として、安全の施策を講じていかなければなら

ないと思っております。 

勿論、子どもたちのこともそうですけど、大人の皆さん方は、自分で自分のやっぱり体

を守っていただくという意識を、日頃から持ってもらえるような、また西野から申し上げ

ましたように、特にそうしたお年寄りの皆さん方に対しても、いろんな伊勢警察と連携を

して、今までも交通安全指導もしておりますし、またこれからもそういう取り組みも進め

ていきたいと思っております。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 井上容子君。 

○７番（井上 容子） ついこの間の日曜日に、二輪車安全運転三重県大会に行ってまいり

ました。幅広い年代の 68歳までの方が出場されておりまして、お話を色々伺ったのですけ

ども、感じましたことは、普段から安全運転を意識されている方と、そうでない方は、全

然運転の仕方が違うということでした。その辺から見ましても、定期的に講習の機会は必
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要でないかと感じます。 

昔、三ナイ運動という高校生にバイクの免許をとらせない、買わせない、運転させない

という運動があったようですが、返って二輪車事故が減らない原因になっているのではな

いかということで、三ナイ運動はなくなったのですけども、知識でなく、実際に運転した

りして体験することが大切だと感じるのですけれども、玉城で定期的に交通安全教室とい

うのは、開くことはできないでしょうか。 

○議長（中瀬 信之） 生活福祉課長 西野公啓君。 

○生活福祉課長（西野 公啓） 今年の当初予算で、高齢者等の交通安全対策事業というこ

とで、初めて事業経費を計上させていただいておりますのですけども、そういった形で半

ば委託をしている部分もあります。先日、新聞でも掲載をさせていただきましたけども、

高齢者の免許返納、そういったことも広く含めまして、いろいろそういう事業の中で、今

後検討してまいりたいと思います。 

○議長（中瀬 信之） 井上容子君。 

○７番（井上 容子） では、次に、５つ目の項目、自転車の保険加入について伺います。

自転車を運転する人が加害者になり、9,500 万円の賠償を命じられた事故もあったそうで

す。近年、自転車の賠償責任保険の加入を義務付ける自治体が増えてまいりました。それ

に伴い様々な保険のオプションとして、低価格で自転車の保険が付けられるものも増えて

いるようです。玉城町として、啓発活動はされているのでしょうか。また、児童・生徒の

加入率はどの程度でしょうか、お聞かせください。 

○議長（中瀬 信之） 生活福祉課長 西野公啓君。 

○生活福祉課長（西野 公啓） まず、町といたしまして、そういう啓発活動をやっている

かということですけども、しておりません。現状はそういうことですけども、まずこれは

全国的なところで見てみますと、平成 27 年４月に兵庫県で、条例化をしております。こ

れまでは救済の形でのものもありましたけども、いわゆる加害者としての損害賠償という

部分での動きというのが、平成 27年ぐらいから活発に動いてきているのかなと思います。 

兵庫県で、これは県条例としてなんですけども、自転車の安全で適正な利用の促進に関

する条例という形で、施行もされておりまして、その条例の目的にもありますけども、県

民、事業者など共同して運動展開をしていくということで、これは個人的というよりも、

あくまでも事業所、要するに例えば自転車とか、そういったものを販売する、またつくる

ということで、個人的なものではなしに、そういう事業所だとか、共同してやっていくと

いうところに。また、そして広域的にやっていくというところが、意義のあるところでは

ないかと思っております。 

従いまして、その他にも、皆さん方が入っておられます例えば車両保険に付加されてい

るものも安価であると聞いておりますし、そういうようなことも機会に触れ、啓発活動を

していくということで、心がけていきたいと思っております。 

○議長（中瀬 信之） 教育委員会事務局長 中西元君。 

○教育委員会事務局長（中西 元） 自転車の保険の加入状況でございます。中学校では、

生徒全てが個人責任補償学校賠償総合プランというものに加入いたしております。その補

償内容につきましては、自転車による事故、この場合、加害者の場合ですが、その時の事

故も対象になっておるという保険でございます。一方、小学校の場合ですと、自転車通学

でないことから、学校全体での加入をいたしておりません。 
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従って、任意での加入となるわけですが、ある学校では 30％弱の加入と聞いております

が、全ての学校の加入実数については、把握しておりません。今後につきましては、状況

を把握して、加入啓発に努めたいと考えております。 

○議長（中瀬 信之） 井上容子君。 

○７番（井上 容子） その中学校のは、学校全体でという加入方法ということですね。そ

うしますと、卒業してしまいますと、保険の対象ではないということですので、もしでき

ましたら、個々で加入の方向でしていただきますと、高校になっても継続して、保険の対

象になるかと思いますので、その辺りも是非ご検討いただきまして、あと条例とまではい

きませんけれども、しなくてもいいかと思うのですけども、町全体で加入促進に努めてい

ただければと思います。 

では、３つ目の田丸城跡のＰＲについて、２つの項目に分けてお尋ねします。まず１項

目目、田丸城が舞台として出てくる小説が、映画化されました。７月から上映ということ

で、テレビでの宣伝が始まってきました。今回は主人公も田丸城主の織田信勝も、アイド

ルが演じるということで、注目を集めています。何年か前の大河ドラマ江の時のように、

今回の映画に関連した広報活動はされるのでしょうか、お聞かせてください。 

○議長（中瀬 信之） 産業振興課長 中世古憲司君。 

○産業振興課長（中世古 憲司） 田丸城におきましては、議員ご指摘のとおり、平成 23

年にＮＨＫの大河ドラマ江で、紹介されました。翌 23 年度に、玉城町としましては、魅

力ある観光地グレードアップ事業におきまして、田丸城のイルミネーション、それからお

城に関する写真コンテスト等を実施させていただいておる経過がございます。 

今年度は、先ほども言っていただきましたように、７月１日から公開される映画で、織

田信勝が登場するということもございます。また、今年度、平成 29年４月６日に、城の日

ですが、田丸城跡が、日本城郭協会から続日本百名城に選ばれたということも、新聞に掲

載されております。そのため、今年度におきましては、朝日新聞社と連携をいたしまして、

田丸城をテーマにいたしました、地域学の実施を名古屋圏で考えております。 

また、12 月には横浜市で、お城エキスポ 2017 というものが開催されるということでご

ざいますので、そちらのほうには参加をさせていただきまして、田丸城跡のＰＲをさせて

いただく予定です。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 井上容子君。 

○７番（井上 容子） 原作の小説とのコラボとか、2005年には漫画化もされておりますけ

れど、漫画のキャラクターを使った広報も可能でないかと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（中瀬 信之） 産業振興課長 中世古憲司君。 

○産業振興課長（中世古 憲司） 色々版権という問題もございますし、著作権ということ

もございますので、これにつきましては、映画の公開の際に、映画での公開によります波

及効果がどれぐらいのものかというのが、ちょっと今わからない状況でもございますので、

またそれにつきましては、今後、その著作権元と、必要がありましたら、お話をするとい

うことも、これから必要になってくるかと思いますが、現在のところでは、まずそういっ

たことについては考えておりません。 

この前、新聞記事にも載りましたように、玉城町のゆるキャラで、たままる君というの

がございますが、そちらのほうのラインスタンプというのを、つくらせていただきました

ので、そちらのほうで、まずは皆さんに周知をさせていただきながら、田丸城跡、また玉
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城町の認知度の向上に努めたいと思います。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 井上容子君。 

○７番（井上 容子） そういえばたままる君は、織田信勝の幼名の茶せん丸でしたでしょ

うか、あれをイメージしたものだと伺いました。またその辺も大大的にアピールしていた

だければよろしいかと思います。お願いします。 

では、２つ目の項目、続日本百名城に選ばれた田丸城ですが、城といえば武士ですね。

お隣の明和町は、王朝ロマンの町とうたわれています。来年に完成予定の玄甲舎は、田丸

城の家老だった、金森得水さんの茶室ですし、跡しか残っておりませんが、岩出城や山岡

の山岡城もあります。武士に関係した史跡を関連付けていくのも、１つの方法かと思いま

す。史跡観光について、町長はどのような展望をお持ちか、お聞かせください。 

○議長（中瀬 信之） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村 修一） 以前から言っておりますように、玉城町は神領の中心であったわけ

でありますし、また、重要文化財である田宮寺には、荒木田氏の氏神として、その中に 11

面観音が安置されておったり、あるいは今の田丸のお城、そして神宮の摂社、末社、そし

て今、ご理解いただいておる玄甲舎、まさにそれらが玉城町の特色である地域資源であり

ますから、この資源を大いに活用していくということが、非常に大事だということで、議

員の皆さん方も大変ご理解をいただいて、協力をいただいておるわけでありますから、こ

れはこれで、そしてまたよいお話で、今回も続百名城に選定をされたということで、大変

田丸のお城の石垣が、日本を代表する石垣の、いわゆる城郭考古学のトップクラスの先生

方が注目をしていただいておる。これが今、田丸城でございます。そういったことも、い

ろんなことを組み合わせながら、町の魅力、これの発信をしていく仕掛けを、これから力

を一層入れていくことが大事だと、こんなふうに思っています。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 井上容子君。 

○７番（井上 容子） 町長だけでなく、町の皆さんも玉城のＰＲは頑張っておられると思

います。ちょっとご紹介させていただきますが、現在、玉城郵便局の窓口にいきますと、

田丸城の跡とか、桜の消印を、お願いすれば押していただくことができます。そういうの

も含めまして、玉城郵便局に行かれる際は、これで押してくださいといったら、玉城以外

の方にこんなええところなんやな、玉城と思っていただけるかと思いますので、役場の郵

便物も機会がありましたら、窓口で消印を押していただきますようお願いしまして、私の

一般質問を終わらせていただきます。 

○議長（中瀬 信之） 以上で、７番 井上容子君の質問は終わりました。 

  一般質問の途中ですが、ここで 10分間休憩します。 

（14時 28分 休憩） 

（14時 40分 再開） 

○議長（中瀬 信之） 再開します。 

  休憩前に引き続き、一般質問を続けます。 

  １番 中村長男君の質問を許します。 

１番 中村長男君。 

《１番 中村 長男 議員》 

○１番（中村 長男） １番 中村。それでは、１番中村でございますが、ただいま議長よ

り発言の許可を得ましたので、通告書に従いまして、２件の質問をさせていただきたいと
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思います。質問事項の１につきましては、今年度、ふるさと納税の運用見通しについてと

いうことであります。 

これまでの玉城町ふるさと納税の実績をふり返りますと、平成 20 年、2008 年でござい

ますけど、これより着実に増大しておるという状況でございまして、関係部署から努力さ

れているところでございますけれども、近隣の市町村から一目置かれるような実績をあげ

ておられるということで、三重県でも注目される自治体ではなかったと理解しております。

日本全体でいいましても、平成 23年に東北大震災がございまして、これで復興の資金とい

うこともあるかと思いますが、一過性ではあったわけですが、激増いたしまして、これを

契機に年々急激なペースで増えてまいりまして、初年度平成 20年でございますけれど、全

国で 81億だったものが、この 27年度で 1,652億円ということで、20倍という形の伸びを

示しておるようでございます。 

他にも色々と理由があると思いますが、基本的にこの２、３年の間といいますか、自治

体間でのふるさと納税寄付金の獲得というのですか、これの競争が非常に激しくなってき

ておりまして、本来の趣旨に反するような社会問題も出ているということから、管轄して

おります総務省のほうでも、立場上、ふるさと納税の返礼品の上限、これをある程度、網

をかけるといいますか、３割以下ということが出たようでございますけども、そういった

点で、規制も入りましたし、なおかつ資産性の高い物品や商品券、こういった類も規制さ

れるということがございまして、各自治体に通達という動きが見られております。 

一定期間の審査のもとでの通達でございまして、本年５月下旬から、この具体的な動き

が出てきたわけですけども、新聞紙上を非常に賑わせておりまして、関係しているところ、

例えば近隣の市町等につきましても、高額返礼品の扱いをどうするかということで、結構

頭を悩ましてみえると思います。 

実際には異議を唱えるという自治体もあるようでございますので、強制的な適用という

わけではございませんけれども、玉城町にも何らかの影響があるのではないかと、心配し

ているところでございます。 

そこで、質問と申しますか、内容確認でございますけれども、ふるさと納税の背景、事

情、これは各自治体ざまざまですが、玉城町の場合，この総務省の通達というものは、ど

のように受け止めてみえるのですかということで、１つお聞きをしたいと思っております。

返礼品のラインナップ等を見ましても、かなり強化されておりますし、一昨年、あるいは

昨年度の寄付金の受入額の推移、こういったものと合わせて、報告いただければありがた

いと思います。 

ついでに今年度の見通しもお聞きたいわけですが、これについては増減という程度で結

構でございますので、１つお聞きしておきますので、よろしくご回答をお願いいたします。 

○議長（中瀬 信之） １番 中村長男君の質問に対し、答弁を許します。 

町長 辻村修一君。 

○町長（辻村 修一） 中村長男議員から、ふるさと納税の運用見通しについてのご質問を

いただきました。ご質問にもございましたけれども、このふるさと納税制度は、平成 20

年からスタートいたしましたけれども、全国に先駆けて、玉城町として取り組んでまいっ

たわけであります。ちょうど２年前の平成 27 年８月には、玉城町の福祉会館で近畿圏の

ふるさと納税のサミットも開催をしたわけでございまして、遠くは岩手、あるいは福井、

あるいは兵庫からも、町へお出でをいただいて、いろんな意見交換をした機会もございま
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したし、また三重テラスを利用いたしましてのふるさと応援のＰＲもしておるわけであり

ます。 

しかし、ご意見にもございましたように、随分と９年が経ちまして、全国に普及をして、

そして、オーバーヒート、過熱気味になってまいりましたから、国からの返礼品の行き過

ぎ指導があったという内容でございます。 

具体的に申し上げますと、平成 29年、今年の４月１日付けで、総務大臣からふるさと納

税にかかる返礼品の送付等についてという通達が出されたわけでございまして、内容につ

きましては、一部の地方公共団体において、ふるさと納税の趣旨に反するような返礼品が、

送付されていることについて、各地方公共団体に是正を求めるものでございまして、趣旨

に反する返礼品の一例といたしまして、商品券、あるいは電子マネー、ポイントなどの換

金性の高いもの。 

あるいは電気機器、貴金属などの資産性の高いもの。また、価格が高額なものなどがあ

げられておりまして、返礼品として３割を超えるものについては、３割以下にすることと

いう通達が出されておるわけでございまして、しかし、いろんな昨日も、役場のところで

ふるさと納税の取り組み、返礼品を出していただいておる方々の意見交換もさせていただ

いた機会がありましたけれども、引き続き、玉城町を応援をしていただくふるさと納税の

寄附については、これからもこの取り組みに力を入れてまいりたいと思っておるわけであ

ります。 

以下、具体的な内容は、担当課長からも答弁をいたさせます。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 産業振興課長 中世古憲司君。 

○産業振興課長（中世古 憲司） まず先ほど国の通達の内容につきましては、町長の答弁

のとおりでございます。 

議員ご指摘のように、先月の下旬から、個別で高額商品を、寄付金の返礼品をやってい

るところとか、そういうところに個別に指導があるということで、新聞紙上に出ておりま

す。 

玉城町といたしましては、現在のところ還元率、５割、50％ということでさせていただ

いておりますが、これは送料と手数料を含めたものでございまして、実質商品としては、

４割ということになっております。 

各市町の動向を見ながら、今後また判断をさせていただきたいと考えておりますが、昨

年度のまず実績でございますが、受入額の総額といたしまして、１億 413万 9000円となっ

ておりまして、その前の年が１億 1693万 3300円となっております。 

まずスタートした年度が、平成 23年度にスタートをいたしておりますが、この頃は 1100

万円程度でございました。 

平成 25年度におきまして、はじめて１億円を突破いたしまして、その後ずっと１億円を

推移させていただいております。 

寄附金額の昨年度と今年度の同月の比較上、紹介させていただきたいと思いますが、平

成 28年４月が 422万 6,000円でございました。対して今年度の平成 29年４月につきまし

ては、610万円、それから同様に平成 28年５月、１年前でございますが、388万円に対し

まして、今年の５月につきましては 751万円ということで、昨年度比２カ月でございます

けども、増えてきているという状況でございます。 

従いまして、目標額ということにつきましては、前年度に引き続き、やはり１億円の寄
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附額ということで、想定は目標としてはさせていただいておりますが、前段のように、国

の通達があり、個別指導が出てくる場合に、そういった対応によりましては、少なからず

の影響が出てくるものと思っております。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 中村長男君。 

○１番（中村 長男） ありがとうございます。あまり変わらないというご返答で、一安心

しておるところでございます。とりだてて国から総務省のほうから何とかしなければいけ

ないという指摘はなかったと感じる中で、安心して聞かせていただきました。 

先ほど還元率 50％というお話も触れられておったわけですが、これは総体的な、全体的

な形を感覚かと思われますが、玉城町の返礼品、このランク、先日いただきました資料で、

３コース、５万円のコース、あるいは３万円のコース、１万円のコースというのがありま

して、それぞれの中でこういった商品ということが、例示されておる状態でございました

のですが、これもほぼ同じという感覚で見てよろしいのでしょうか。特別に、また違うよ

うなものが、ならした 50％ということで、ちょっと還元率の比較的高いものとあると受け

止めるべきでしょうか。それについて、よろしくお願いいたします。 

○議長（中瀬 信之） 産業振興課長 中世古憲司君。 

○産業振興課長（中世古 憲司） 平成 28 年度までは、大体どの商品、どのコースにおき

ましては、還元率がほぼ 50％ということで、させていただいておりましたが、昨年度は郵

便局と事業提携を行いまして、送料につきましては、こちらの自治体の負担という格好で、

事業連携をさせていただいた関係もございまして、事業所によっては、少し 5,000円を超

えている、還元率 50％を超えているところもございます。 

従いまして、今後、国の通達、それから指導が出てくることも想定いたしまして、当然

事業者さん、それぞれの企業さん、そういうふるさとの還元品の関連事業者さんがござい

ますので、そういった方々と今後についての対応も、これから含めた上で、協議をさせて

いただいておるところでございます。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 中村長男君。 

○１番（中村 長男） わかりました。実は気にしておりましたのは、少し前のデータとい

うことですが、状況を、連絡ですけども、非常に玉城町の返礼品で人気になったのがあっ

たようでございまして、これは特別なものですから、全国的にいうのはどうかと思います

けれども、松阪肉、すきやき肉、これのほうで、全国で５番目、トップのほうにあげられ

ておったわけですから、大丈夫なのかと心配しておりました。 

今、お話の中で、こういった点につきましても、ほうほう収まっているような話でござ

います。ただ、これにつきましては、残念ながら数量規制というのですか、数量限定とい

う条件が付せられておりますので、この数量の限定分が、どう響いてくるのか、気になる

ところでございます。あまりにも数量限定が、厳しい値でたくさんの方の寄付金をいただ

きましても、残念ながらちょっと間に合いませんので、こちらのものでということで、代

替のものが非常に高くなりまして、クレームをおっしゃられる方が、ひょっとしてあるの

ではなかろうかと気が、心配したわけですが、これは蛇足の質問でございますので、そう

いうクレームというのは、特に今のところはないのでしょうか。すいません。 

○議長（中瀬 信之） 産業振興課長 中世古憲司君。 

○産業振興課長（中世古 憲司） 議員お示しのとおり、大変、松阪牛等につきましては、

待っていただいているという場合が非常にございまして、時期によっては、なかなか思い
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通りに牛の出荷がままならないとこもございまして、大きな声でのクレームをいただいた

記憶はないのですけれども、やはり暫く待っていただくということがございますから、今

後は畜産の松阪牛を生産されている農家も、玉城町には複数件ございますので、今までは

いろんな出荷者とか、出荷先の調整がございまして、そちらでどちらかというと、少数の

生産農家さんしか、対応はさせていただいておりませんでしたけれども、今年度からもう

少し枠を広げて、お客様を待たせないような格好で進めていきたいと思っておりますが、

これもやはり農家さんとの協議が必要でございますので、そういったところを含めて、こ

れから検討させていただきたいと思います。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 中村長男君。 

○１番（中村 長男） わかりました。総務省の規制の主目的につきましては、返礼品の過

大な調達額というのですか、これが地方自治体の財政に返って、負担になってはいかん、

本末転倒な状態であるということで、それが起こらないように、ふるさと納税の税収が有

効に使われるようにという、バランスを考えての指示だろうかと思いますので、それにあ

う形で進めていただきたいと思いますが、個人的な感覚としまして、この内容に完全な地

元生産品という場合、３割規制という形も受けておりますけども、若干高くても、５割程

度になっても、これはいいのかなと。回り回って、また地元の税収にも跳ね返ってくるわ

けですから、これは融通性のあるものと考えております。 

ふるさと納税の受入額の増減も気になるところではございましたのですが、別途、使い

道というのですか、どのように使われているかについても、お尋ねをしたいと思います。

玉城町の場合、ふるさと応援寄付金申込書というのを、同時に納金の際に、指し示してい

ただきますので、その時に使い道の分野というのを、６分野で、さらに特に指定したいも

のに分けて、選定するような形になっております。 

具体的に申し上げますと、子どもたちの支援事業に使うかどうか。あるいはまた、福祉

健康関係の応援事業に使う。あるいは景観、環境保全の事業。あるいは、文化芸術関係の

事業、それから地域活性化の支援事業と、それからまた安心・安全のまちづくり事業とい

う６つの分野、これのどれに使う形を望みますかということになっておりますし、それを

町のほうに、産業振興課と思うのですが、そちらのほうに用紙が戻ってくると思いますけ

れども、これの使い道や配分、これにつきまして、どういうように決められておるかとい

うことを、お聞きしておきたいと思います。 

寄付金の納入される方の意思が、どのように反映されたか。こういったものをある程度

確認する意味で、その集約の額と、そういったものの使い方というのが、どんなふうな格

好で取り扱っているのかということを、簡単で結構でございますので、ご説明いただけれ

ばありがたいと思います。 

○議長（中瀬 信之） 産業振興課長 中世古憲司君。 

○産業振興課長（中世古 憲司） 議員お示しのとおり、ふるさと応援寄付の主な使途につ

きましては、テーマが７つございます。１つは、指定なしということになっておりますが、

それぞれ福祉関係なり教育関係なり、色々でございます。１つ事例を、28 年度の実績で、

まず１つの事例を申しますと、未来を担う子どもたちを応援する事業につきましては、寄

付の金額が約 4,500万円でございました。 

これはそういったものに事業ということで、充てに、充当していくということになろう

かと思うのですが、これにつきましては、保育所とか児童館にかかる備品の購入、それか
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ら放課後児童クラブ指定の整備に関する経費、小学校にかかる教育環境の整備に関する経

費。例えば床修繕とか、教育備品の購入、そういったものに充てられております。 

他のところにつきましても、文化芸術活動を応援する事業におきましては、寄付金額が

昨年度が 461万円、これは文化振興に関する経費ということで、ふるさとコンサートの開

催経費、それから、田丸城跡、玄甲舎等の維持管理に、使途を限定させていただいて、使

わせていただいております。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 中村長男君。 

○１番（中村 長男） そうしますと、他にもそれぞれ全国ですから、約 1,000件ぐらいは、

もっとあるんですかな。分類するとなると、比率的にそれぞれのところに、パーセントが

あると思うんですけど、大きな傾向としましては、こういった子どもさんの事業、あるい

は文化芸術関係、こちらのほうに偏って、ある程度大きな額というのは、それ以外のもの

については、少ないということになりますと、使い方ですが、これは予算を組む際に、ど

なたがどういう部署が、ある程度このように使いなさいという指示になるのでしょう。ち

ょっとその辺だけ参考にお聞きしたいと思いますが、難しいと思うんです。年度末という

時に、同時にされますというと、おそらくその時、金額の把握というのと使い道について

は、検討する、枠がないと難しい状態があるかと思いますので、これのシステムにつきま

して、ちょっとわからないものですから、聞かせてほしいと思いますが、具体的にこの 28

年度、集まりました受入額につきましては、その年の 29年度に反映されるのか。全然別個

に使い道を決められるのか、こういった点はいかがでしょうか。 

○議長（中瀬 信之） 総務課長 中村元紀君。 

○総務課長（中村 元紀） まずふるさと寄付をいただきましたというで、本年度、入った

ものにつきましては、基金に積むということになります。それで翌年度以降、取崩しをい

たしまして、事業に充当させていただくというルールになってございます。あと充当先の

関係でございますけども、これにつきましては、予算編成の段階で、当初予算の要求段階

で、あと補正予算の段階であり、充当させていただく費目を、それぞれ協議させていただ

いて、決定するというものでございます。 

○議長（中瀬 信之） 中村長男君。 

○１番（中村 長男） わかりました。要は一旦プールした形で、基金化して、それを使う

のは、さらに予算を検討する場の中で、割り振っていくという形ですね。わかりました。

そういった形の中で、有効にまた寄付金をいただいた方の気持ちが伝わるようでしたら、

それをまた報告する際に、連絡、広報その他の項で教えていただけたらと思います。 

要はふるさと納税の趣旨からしまして、地方の税収の格差、これを平準化するためにと

られた方法でもございますし、また、返礼品の流通で地元の生産者の方が潤うということ

が、目的になっておりますし、また、それに伴って豊かになった行政サービス、こういっ

たものが広く住民の方に、返される形であれば望ましいのだろうと思います。こういうこ

とで、三方すべて良しというようなことで、最終的に地元の再生、活性化に結びつくよう

に、１つ何とかご検討を、有効な活用をお願いしたいと思っております。 

ふるさと豊かになるためには、今現在ご協力いただいております、多くの方のリピート

が必要かと思います。１回、参加いただけたと、それが何年も続けて、また玉城町のふる

さと納税のほうに協力、参加いただけますように、関係者の方々の一層の努力をお願いし

たいと思っております。 
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次の質問に移りたいと思います。 

次に、２点目の外城田川の護岸壁の改修に関連する町道の拡幅についてということでご

ざいます。ちょっと表現がなくて申し訳ございませんが、前々から申し上げております、

町道勝田町・土羽線の交通安全対策、これの再度確認方々、要望でございます。 

町道勝田町・土羽線でございますが、昨年、部分的な路面の改修がされまして、利用車

両がさらに増えたという印象でございます。この半年ほどまたさらに加えるように、上田

辺地区、こちら一体に下水道工事が、平行して行われておりますので、当然その辺の交通

規制がありまして、この町道のほうに回ってくる車も増えたと思いますが、異常に多くの

利用者がある町道になっております。 

私も特に利用するわけですが、気になりますのが、私は軽自動車に乗っておりまして、

前からくる車、これ大きな車ではないんです、勿論大型が走りませんので、中型あるいは

それに類する車程度ですが、ほとんどの車が対抗する際に、道路の両側に白線が引かれて

おりますけれども、この白線をそれぞれまたぐような形で走っていくんです。本来、車が

通行するのは、白線の内側のほうで、安全に走らなければいけないわけですけども、まず

眺めておりますと、前方からくる車、ほとんど 100％ではございませんけれども、ほとん

ど全部反対側のタイヤは白線から出て走ってまいります。 

それだけまいりますと、あの路肩は非常に狭うございまして、白線から走れていただと

ころ、下がっているところも、普通狭いところで、0.5ｍぐらい、１ｍあるところは部分的

でございまして、これでもし何か角のほうに人が立っていたり、あるいはなんか小さな障

害物がありましたら、ハンドルをとられるという危険性がございますので、非常に危険性

が高いという感覚で、考慮させていただいております。 

これにつきまして、現状の状態ですと、過去には何度も拡幅の要望が出ておるようでご

ざいますし、前回の場合にも、非常に距離が長いために、事業規模が大きくなって、大変

だとか。あるいは多数の地権者の方の賛同を得なければいけないとか、条件的に非常に厳

しい面がございますので、なかなか進展がみられないと思いますけども、今回の状況を迎

えてまいりますと、なんとか可能な範囲で、分割して作業に、改修工事に入れないものか

という気持ちでおりますので、こういった事業が町内で、現在どのような順位になってお

る。どのぐらいに着手するランク付けになっておるのか。こういう点を、１つお聞かせい

ただければと思います。まず１点目よろしくお願いします。 

議長（中瀬 信之） 建設課長 東博明君。 

○建設課長（東 博明） 町道勝田町・土羽線、大変狭いということで、拡幅の要望も出て

おる中、順位的にはいつ頃になるかというご質問かと思いますが、今現在、歩行者空間の

確保というところで、歩道整備のほうを進めております。矢野１号線で、今現在、工事を

しておりますのと、その後、妙法寺・明和線といいます、田丸小学校の前辺りの町道の整

備にかかりたいと思っておりますし、その後につきましては、勝田の大橋から宮古にかけ

ましての田丸・宮古線、こちらの歩道整備にかかりたいということでございます。 

それで、当該路線につきましては、2.7km という大変長い路線でもございますし、農業

用の速度をどうするかとか、あと河川の関係もございますので、ちょっと今のところ、事

業を具体的に見込めないという状況でございます。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 中村長男君。 

○１番（中村 長男） 確かに聞いている範囲では、非常に時間もかかるし、大変な労力も
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要るわけですから、具体化というのは難しいかと思う中で受け止めたわけですけども、た

だ、この道路につきましては、多気のほうから来ますと、土羽のところまではできておる

んです。それから先、どうするかということにつきまして、宙ぶらりんになっておるもの

ですから、それが可能な範囲の中で、できるだけ同じような幅が確保されるのが、完成す

ることが望ましいのではないかという思いでおりますので、その辺を考える中で、ランク

づけで早いところ、具体的な着手に入るように、ご検討いただきたいと思っております。 

ただ、現在のところ、この拡幅の条件的なことにつきましては、堤防道路というのです

か、堤防の上面を利用した中で、橋梁のところまで、どうしてもあがってくるわけですか

ら、大体３分の１ぐらいの距離、堤防と今の町道とが平行している部分は、それぐらいの

距離しかありませんので、これだけでも何とかならないかという感覚でおりますし、それ

以下のところにつきましては、地元の農家の方のご希望あり、あるいは調整もしないかん

わけですが、現状の道路を農繁期、あるいは農機具が利用する際に、通行する車とバッテ

ィングしないような使い方ができるような形にもっていくと。そういうのがとりあえず可

能性のある改修方法ではないかと思っております。 

最終的にはずっと対向２車線の道路が、サニー道路まで伸びてくるのが、好ましいわけ

ですが、難しいということでございましたら、途中の大きな道路、蚊野・朝久田の 10ｍ道

路なり、あるいは野篠から下田辺に抜けます道路との信号のところまで、この辺まで何と

かつなぐ格好になればという感覚でおりますので、１つご検討をよろしくお願いしたいと

思います。 

ただ、他の色々な考慮すべき条件もたくさんあろうかと思います。現状の中では、小手

先のことかわかりませんけども、堤防の除草作業を、前々からシルバー関係から、認定農

家の方の請負作業に切替られまして、頻度が多くなって、ちょうど影になって見にくいよ

うな状況を解消するという努力もされるように聞いておりますし、それから、この４月前

後に、町の広報で、広報たまきで通達があったわけですが、道路に泥の固まりを落とさな

いようにしてくださいと。非常に危ないことがありますので、田んぼから出る時、道を走

る時には、農機が道路に出る時はちゃんと処理をしてくれということで、安全対策もとら

れているようでございますけれど、そういった小手先のことが、されたとしましても、大

きな事故については、非常に心配される状況でございますので、最終的な回避方法につき

ましての一歩でも二歩でも進むように、１つご検討をお願いしたいと思っております。 

その際に、気になる点が、外城田川の護岸壁の状況でございます。実はずっと前からで

すけれども、かなり大きな空洞部、この堤防の内側のほうにできております。また、それ

から外から見てもわかるように、ややずれ落ちて、川にせりだしてきて、コンクリートで

固めた川の側面、法面の部分が食い違っているところも出ておりますので、こういった工

事が早晩必要になろうかと思っておるわけです。この工事が、場合によりましたら、側盤

の裏のほうの土をはらっていくということは、かなり水位が上がるわけですから、もう少

し高く護岸の部分を増築しないと、繰り返すんではないかと、・・・あるんじゃないかとい

うことで、これに対する計画等を、いつ頃、あるいは何か動きがあるのかどうかというこ

とをお聞きしたかったと思っております。 

まずそれを元にして、現状の町道の路面の高さと、それから、堤防の高さと、そういう

ことができればという感覚がございますので、この辺の工事もある程度、考慮に入れなけ

ればいけないということでございますから、どうなっておるのかなということを、担当の
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方のほうから、１つ様子のほう聞かせていただければなと思います。 

議長（中瀬 信之） 建設課長 東博明君。 

○建設課長（東 博明） 現状につきましては、中村議員仰せのとおり空洞ができておった

り、擁壁のほうがズレかかっておるというような状況が見受けられる中、災害復旧事業等

で簡易な修繕等もしてきたわけでございますし、準用河川ということで、町管理になって

おるのですけど、伊勢市、多気町と合わせまして、２級昇格への協議会で、県管理のほう

への昇格を、要望活動もしておるわけでございます。 

それで、現在に至っておるわけでございますけども、増築、改築につきましては、そこ

だけのことではなく、これは全体的に改修計画を立てていかんと、いかんのかなという中

で、先ほど申し上げました２級河川への昇格、これらを見込みながら進めていきたいと思

っております。 

それで、仰せの道路と一体化したような整備、河川敷に道路が走っておるというのは、

よくある事例でございますので、これにつきましては、河川の改修計画の中で、断面が決

定をして、高さ関係とすっきりした、明確になったところで、道路との取り合いがござい

ますので、そういう道路計画のほうが、後にくるのかなと思っておりますので、その辺ご

理解賜わりますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（中瀬 信之） 中村長男君。 

○１番（中村 長男） ありがとうございます。この河川の改修等につきましては、本来で

すと、玉城町は下のほうまでありますので、部分的ということも、また難しいかもしれま

せんが、１つなるべくそういった管轄関係の問題につきまして、早急に解決していただき

まして、この町道の改修工事につきましては、実はかなり急ぐ形ですよという形を申し上

げたいつもりでおりますので、是非それはですね、実現しますように、町長さんをはじめ、

その辺につきましてですね、できればこの場で、お考えをですね、もう一度まとめていた

だければありがたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（中瀬 信之） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村 修一） この中村議員からの勝田町・土羽線、このことは以前からも、色々

な方からのご要望をいただいておる路線でございまして、大変交通量も増えておることは、

私自身も承知をしております。今、担当課長から申し上げましたように、小さなこれだけ

の町の中で、精一杯の地元からの要望はじめ、特に子どもたちの交通安全対策で、町内の

現場が動いております。 

もう１つは、ありがたいことに、もうほとんど宮川流域下水道が、町内全域完備になり

ましたから、それの上での道路復旧というものも、ほぼ完了しておるわけでございまして、

やはり全体の玉城町のインフラ、特に道路の部分は、年次計画をもって進めていかなけれ

ばならんと、こんなふうな考え方を持っておりますけれども、何といいましても、大本は

財源手当の確保でございます。財源確保、これが大事でありますから、そういったことと、

もう１つは、やはり道路整備といいますと、やはり地域、地元の人たちの協力、これが第

一優先だと思っておりますので、そういったことも、これから順次計画をして、やはり一

番大事な道路インフラ、道路網の整備というものは、町の発展、そして地域の皆さん方の

安全対策という点で、大変重要だと認識をしておりますので、これからも順次力を入れて

まいりたいと、こんなふうに思っています。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 中村長男君。 
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○１番（中村 長男） 力強い、ありがとうございます。１つ長年の懸案でございますので、

１つなんとか１つ、それに近づきますように、一層のご努力をお願いいたしまして、質問

を終わらせていただきます。どうもありがとうございました。 

○議長（中瀬 信之） 以上で、１番 中村長男君の質問は終わりました。 

  一般質問の途中ですが、ここで 10分間休憩します。 

（15時 19分 休憩） 

（15時 30分 再開） 

○議長（中瀬 信之） 再開します。 

  休憩前に引き続き、一般質問を続けます。 

  ４番 中西友子君の質問を許します。 

４番 中西友子君。 

《４番 中西 友子 議員》 

○４番（中西 友子） ４番 中西。議長より許可をいただきましたので、通告書に基づい

て質問させていただきます。 

まず、１番目の質問で、小中学校の就学援助金の支給時期について、質問させていただ

きます。 

伊勢市が 28年度予算で、入学前の時期に援助金の支給を開始したと聞いています。玉城

町でも、来年の小学校・中学校への児童・生徒への保護者に対する援助金を、入学前の時

期に、29年度予算で支給すべきだと考えますが、いかがでしょうか。 

○議長（中瀬 信之） ４番 中西友子君の質問に対し、答弁を許します。 

 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） 中西友子議員から小中学校の就学援助金のご質問でございますの

で、私からお答えさせていただきたいと思います。午前中の議員さんの質問にもありまし

た就学援助制度でございます。これにつきましては、経済的理由により就学困難と認めら

れる児童・生徒の保護者に対して、必要な援助を行おうとするものでございます。 

この援助の範囲といたしましては、学用品費、新入学用品費、校外活動費、そして修学

旅行費、給食費という分類になろうかと思います。今、入学前ということでございますの

で、新入学用品費に関する部分のご質問ではないかと思います。この新入学用品の部分に

つきましては、平成 29年３月 31日に、要保護児童生徒補助金及び特別支援教育就学奨励

費補助金交付要綱が、入学する年度の開始前に支給した、新入学児童・生徒学用品費等を

国庫補助対象にできるように、一部改正がされたところでございます。 

これに伴いまして、同日付けで県教委に要綱等の見直しの趣旨を踏まえ、援助が必要な

児童・生徒等の保護者に対し、必要な援助が適切な時期に実施されるよう、各市町村教育

委員会へ周知する旨があり、県教育委員会からは４月７日付けにて、各市町に通知された

ところでございます。 

来年度 30年度の入学児童・生徒について、入学前支給しようといたしますと、現行の就

学援助制度に関する規則実施要項の改正が必要となり、また、29年度予算にて必要経費等

を補正予算計上する必要がございます。 

この内容といたしまして、認定申請、確認の時期、そしてまた方法を検討し、現在、実

施する方向で調整をいたしておるところでございます。また、平成 29年度の県内自治体の

状況によりますと、桑名市、木曽崎、四日市、菰野町が、既に補助対象となっております、
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新中学の１年生のみ支給をしておると。また伊勢市につきましては、今お話のとおり、小

学校１年生、中学校１年生に、入学前に支給ということと聞いております。 

玉城町といたしましても、この通達に基づいて適切に来年度から対応するように、補正

予算を考えてございますので、また、ご支援賜わりますよう、よろしくお願い申し上げた

いと思います。 

○議長（中瀬 信之） 中西友子君。 

○４番（中西 友子） 先ほど教育長から支給時期についての調整とか申請のお話も出てい

たかと思うのですが、支給が来年３月と仮定すると、手続きが１月ぐらいになると思うの

ですが、そうなってくると、逆算すると、12月補正、３月補正では間に合わないと思うの

で、９月補正か 12 月補正のどちらかになるかと思うんですが、どちらのほうが調整しや

すいというか、結論が出やすいでしょうか。 

○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） 今、今年度分の認定申請の受け付けをしております、６月末には

認定の審査を終了し、認定を実施するように進めておるところでございますので、この認

定申請の人数と、そして、また額的な部分というのが、変更がございますので、これにつ

きましても、確定をして進め、９月補正の段階で、予算的には計上を考えておるところで

ございます。 

そしてまた、今、申し上げたように、規則、要綱等の改正も連動して必要になってきま

すので、適切な時期に一部改正のほうを、法告知までもっていきたいと考えておるところ

でございます。 

○議長（中瀬 信之） 中西友子君。 

○４番（中西 友子） では、その申請の手続きの方法とかは、保護者の皆さんも早い時期

に手続き開始できるということを知りたいと思うので、広報や通達のほうは早めにお願い

したいと思います。 

次に、(2)の質問にまいります。 

金額が、29 年度で倍額になるとも聞いたのですが、玉城町は 28 年度比で増えているの

か。そのまま通常どおり額が変わらないのか、お聞きします。 

○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） 今、国におきますところの措置ということでございます。今、先

に答弁させていただいたように、補助要項の改正が出されております。この補助要項の中

の新入学児童生徒学用品費の部分のみ、単価が引上げられ、現行小学生でいきますと、２

万 470円が、４万 600円。中学校でいきますと、２万 3,550円の単価が４万 7,400円に引

上げられたところでございます。ほぼ倍に近いような状態でございます。 

国におきます予算につきましての総額というのは、あまり変わってない状況でございま

す。玉城町のほうでございますが、玉城町は国の予算単価に準じて支給をさせていただい

ておりますので、当初予算の段階につきましては、28年度の実績の見込みにより、計上を

させていただいておるところでございまして、単価につきましても、昨年度の単価でござ

います。 

ですので、本年度の就学援助の、先にも申し上げたとおり６月末には、認定が確定をす

ることから、その人数の調整と合わせて、今回、新入学児童生徒用品の単価を改正いたし

まして、計上をさせていただくという考えでおるところでございます。 
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○議長（中瀬 信之） 中西友子君。 

○４番（中西 友子） 他の町の話で、ちょっと申し訳ないのですが、紀北町は、今年町長

判断で、小学校入学、新１年生に１人１万 5,000円ずつ全員に支給したと、町長判断で聞

いております。親が使うといけないので、現物で要るものの中から、これに使うという形

で、支給したそうですが、町長にそのようなお考えはありませんか。 

○議長（中瀬 信之） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村 修一） 紀北町さんに負けたらいかんと思っていますけども、やっぱり玉城

町は玉城町なりの子育て支援、あるいは幼児教育、学校教育ということを、きめ細かく力

を入れさせていただいておりますし、いろんな町によって、子どもたちの児童数、生徒数、

これも異なるわけでございます。 

今、教育長からも答えておりますように、やはり新年度、その準備のために、それぞれ

お困りのご家庭が困らないように、早い目に対策は講じていかなければならんと、こんな

ふうに思っております。他の申し上げております、特にいろんなご質問もいただいており

ますけども、少子化に向けての幼児教育、子育て支援、そういうところは総合的に力を入

れてまいりたいと思っています。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 中西友子君。 

○４番（中西 友子） では、続いて２番目の国民健康保険事業が県単位化になるときの加

入者負担について、移らせていただきます。 

国民健康保険事業が、平成 30年度から県単価化による事業になるということで、現在そ

の準備、会議等を進められていると聞いています。 

(1)の質問ですが、加入者負担金が今まで以上に上がることはないんでしょうか。 

○議長（中瀬 信之） 生活福祉課長 西野公啓君。 

○生活福祉課長（西野 公啓） お尋ねをいただいております国民健康保険の都道府県化と

いうことで、この都道府県化といいますのは、平成 27 年５月に法律が改正されまして、

来年平成 30 年４月から、都道府県が運営に加わりまして、国保の運営健全化と県内の標

準保険料の設定を目指そうとして、現在、調整中ということになっております。 

その役割となりますのが、三重県、いわゆる県は財政運営の責任主体という形で、給付

に必要な費用を、それぞれの市町に支払いをされます。また、これに必要な納付金、反対

に市町が県に納める納付金、納付金を決定して、これを市町が被保険者に賦課徴収をする

ということになりまして、その納付金に応じて保険料が定まってくるということになりま

す。 

そこで、加入者の負担金がということで、これは納付金とするならば、三重県が決めて

まいりますので、その額というものは現在わかりませんけども、また合わせて保険料が上

がらないかという質問に代えさせていただきますと、広域化の保険料に関しましては、現

在の市町の保険料というものの中には、例えば保険者の住民に占める割合であるとか、医

療水準であるとか、そしてまた、所得水準であるとかいう隔たりが、そこにはあります。 

その一方で、基金、そして一般会計からの繰り入れ等によりまして、保険料がかなり隔

たりがございますので、現段階におきましては、上がるとか下がるというところも、広域

化に向けて調整中ということで、確たる答えは出ないということになります。 

○議長（中瀬 信之） 中西友子君。 

○４番（中西 友子） (2)の質問にいきます。金額以外に今まで町でやってきた施策等に
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変化はあるのかという質問ですが、５月 31 日でしたか、各市町の首長に説明があったと

いう話も聞いたのですが、その時に何かおっしゃっていたこととか、こちらから言ったこ

ととかは、あるのでしょうか。 

○議長（中瀬 信之） 生活福祉課長 西野公啓君。 

○生活福祉課長（西野 公啓） ５月 31 日に首長向けの、今回の都道府県化に向けての説

明がございました。その際にも、それぞれの市町の保険料につきましても、上がるのか、

下がるのかという議論も、勿論なされてはおりますけども、現段階におきましては、その

納付金がどれぐらいになるか。 

そしてまた、今度は一本化になることによって、これまで基金を持っておるところを、

今後どう扱っていくか。 

そしてまた、一般会計はじめその他の法定外の繰り入れをどう扱っていくかという話で、

意見もあったようです。その議事録とかいうものは、私どもの手元にございませんけれど

も、ただ、一本化になりましても、それこそこれまで行っております、町の業務の効率化

とか、標準化、広域化ということを、推進をしていくということで、統一的な運営方針が

決まってまいります。 

一方で先ほどいいましたような、お尋ねをいただいております、変化はないのかという

ことに関しましては、引き続き、人間ドックとか、また特定健診といった保険事業も実施

をしてまいりますので、特段変わるところはないと見ております。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 中西友子君。 

○４番（中西 友子） これからも会議は続けられると思うのですが、町として意見を言う

ところは、言われるままでなく主張していって欲しいと思います。 

続いて、３番目の学校運営・クラス運営について、質問させていただきます。2020年か

ら小学校で実施されるプログラミング教育の必修化、アクティブ・ラーニング、英語教育

の早期化の対応について、お聞きしたいと思います。 

この３つを先取りして、取り入れることができるそうですが、今のところ聞いているの

は、英語教員の１名増員以外で、プログラミングのことも、アクティブ・ラーニングのこ

とも、何も聞いていません。そして、英語教員の１名増加というだけで、それをどのよう

に生かしていくのかという話も、ちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） まずプログラミング教育の必修化の、ちょっと内容についても触

れさせていただきたいと思います。このプログラミング教育の必修化という部分につきま

しては、コンピュターに関する新しい教科が設けられるというわけではございません。算

数や理科など、既存の教科の中で、プログラミングを取り入れた学習が実施されることと

なり、何年生のどの教科で、どんな内容で何時間学習するのかといった、具体的な中身に

つきましては、各学校の判断となってございます。 

また、このプログラミング教育につきましては、パソコンのプログラマーの育成が目的

ではございません。プログラミングを通した課題解決の学習方法、プログラミング的な思

考、論理的に考えていく力を身につけるということが、目的でございます。このことから、

新次期学習指導要領では、プログラミング教育を実施するにあたって、教育課程内に適切

に位置づけることが求められ、各教科において、プログラミング教育の前提となる言語能

力、思考力の育成など、教育の基盤とされている資質、能力の進捗も確実に図っていくこ
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とが、重要とされていくところであり、プログラミング教育の実施にあたります指導者の

育成、指導方法、指導教材の開発が急務になっておるのが現状でございます。 

こういうようなことから、県教育委員会が開催するプログラミング的思考に関する研修、

プログラミング教育を実施するための指導方法、教材の活用に関する研修等々を通しまし

て、今後推進していく指導者の育成を、まずは図っていくという考え方をしております。 

そして、次に、アクティブ・ラーニングということでございますが、これも新しい教科

ではありません。これは教員により一方向的な教義方式の教育ではなく、学習者の能動的

な学習への参加を取り入れた教授、学習法の総称ということでございます。 

学習者が能動的に学習することによって、認知的、倫理的、社会的能力、教養・知識・

経験を含めた汎用的能力の育成を図るものであり、自ら学ぶ能力が養われることが、期待

される手法ということが、文部科学省の用語解説の中に出ております。 

具体的には、発見学習とか、問題解決学習、体験学習、調査学習等が含まれ、教室内で

のグループディスカッション、リベート、グループワークというものが、アクティブ・ラ

ーニングの方法であります。 

アクティブ・ラーニングという言葉は、今、申し上げたとおり手法、方法という総称で

ございますので、もう既に現在、各小中学校において、そういう中で取り組みをさせてい

ただいておる状況でございますし、また、このアクティブ・ラーニングという言葉につき

ましては、現学習指導要領では、頻繁に使われておりました。しかし、法令的には、定義

が曖昧な外来語は適さないということから、次期学習指導要領では、主体的、対話的で深

い学びという表現に、全て変更されております。 

そういうようなことと、また英語教育の早期化につきましては、新学習指導要領の中で、

32年に５、６年生が教科、また、３、４年生は国語活動の教科ということで、実施される

ということが、今年の３月末に文部科学省のほうから発布されたところでございます。 

ですので、ちょっと英語、ＡＬＴの１名増員のほかにということでございますが、今申

し上げたようにプログラミング教育なり、アクティブ・ラーニングという考え方は、そう

いうことでございますので、とりたてて何々をやるとかいうものではないと認識をしてお

ります。 

○議長（中瀬 信之） 中西友子君。 

○４番（中西 友子） 小学校の担任の先生というのは、全教科を教えていると、今も思う

のですが、このプログラミングの指導、今、育成とかも急務に行われているという教育長

のお話もあったのですが、３年後を見越して、先生を助ける制度、副担任の任用や学習支

援員の雇用と、その専門知識を兼ね備えた人の雇用などを、そういった先生の勉強する時

間の確保などを、町としてできることはやっていただきたいと、私は思っています。なの

で、その点について、町長と教育長はどのように思われているのか、お伺いします。 

○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） 今、申し上げたように、新学習指導要領は、この３月に発布され

た状況でございます。色々な部分につきまして、これから研修を重ね、まずは指導者を育

成し、そして、その研修を各学校の担当が受け、それを還流報告し、校内研修の中で進め

ていくということを考えてございますので、これからその次期学習指導要領に基づく進め

を行っていくということで、現在、玉城町におきまして、単独ではございますが、各学校

に非常勤講師を１名ずつ配置しております。 
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また、理科の非常勤講師につきましては、１名週１回、各小学校に巡回で教科を担当し

ておると。理科につきましては、やはり準備、片づけということが、多忙になるというこ

とから、理科の充実と合わせ、各担任の多忙感を少しでも軽減させたいという思いの中で、

配置をしております。 

そしてまた、特別支援の関係でもございますけど、玉城町全体で学習支援を８名雇用し、

対応をしておる状況でございます。 

○議長（中瀬 信之） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村 修一） 今、教育長から答弁のように、やはり大元は子どもたちの基礎学力

を、やっぱり付けていくために、どういうきめ細やかな体制が要るのかという考え方を持

たせていただいております。基本は申し上げておりますように、やはり勉強が好きだと、

学校が好きだと、こういうことにして欲しいと考えておりまして、特に３年前から、津、

鈴鹿に続いて、玉城町も英語コミュニケーションの取り組みを、県モデルでやってきてお

りますのと、もう１つは昨年の４月からでございますけれども、全国初の理科の実験教員

を確保いたしまして、各学校に広めていただいておる。そのことで、どうなっておるかと

いうことでございます。 

つい先月末でございましたけれども、町内４校区、区長さんはじめ民生委員さんや、Ｐ

ＴＡ会長、校長、保護者会長、保育所長にも、お集まりをいただいた中で、学校の校長先

生から、やはり子どもたちの理科の理解度、あるいは興味の様子を、調査をいたしました

ら、子どもたちが理科が好きだという結果が、10ポイント上がったという、ストレートな

お話を聞いたわけでもございます。 

今、具体的にそれぞれの各学校の支援員さんを町費で充当をお願いしとると、こういう

状況でございまして、いろんな財源も必要になってまいりますけども、教育の町玉城町、

この伝統をずっとできるだけ続けていけるように、力を入れてまいりたいと思っておりま

す。 

もう１つありがたいことには、保護者会長さんなり、あるいは他の町から転入をなされ

た方々が、ストレートでその場でも、玉城町に来てよかったと、子育てがいいと、住みや

すいと、こういうお話を聞いておるものでありますから、このことも、ただ喜んでおるだ

けではなくて、さらにいろんなきめ細かやな施策を講じてまいりたいと、こんなふうに思

っています。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 中西友子君。 

○４番（中西 友子） この指導者を育成していくというのは、学校の先生に、プログラミ

ングとか、そういう勉強をしてもらってということになるんでしょうか。そうだとしたら、

やっぱり人事異動とかで変わっていかれると思うので、ずっと継続して、その教えてとい

うのを受けられるわけではないと思うので、町として雇っていくという考えはないでしょ

うか。 

○○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） 県教委の県の学校教員につきましては、県教委のほうの雇いとい

うことでございます。そして、また非常勤講師等の配属等につきましては、各種いろんな

加配等々がありまして、県教委からあるもので、それに合わせて玉城町としては、今、各

学校に非常勤講師を１名ずつ配置いたしておるということでございます。やはりこの県教

委との連携・連動性を考えますと、町教委で専門的な職員を選ぶんじゃなしに、今、申し
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上げたように理科の実験の要員とか、そういう部分は単独で対応可能かと思うのですけど

も、指導者の部分ということにつきましては、町単独では考えていないということでござ

います。やはり、しっかり県との連動の中で、指導者として育成され、その指導者が各学

校で校内研修を元に指導を、全体に広げていくということを、基本に考えたいと思ってお

ります。 

○議長（中瀬 信之） 中西友子君。 

○４番（中西 友子） 次の③の質問に移らせていただきます。予算の話になるのですが、

現在、学校にあるパソコンで、プログラミングの予算、ソフトの購入とかがあると思うの

ですが、３年後に対応できる状態なのか。また、１台につき何人が使用するのか。これ１

台で何人もが使用するという、グループで使う時は、作業というのですか、直接触らない

と、どこまで理解できているのか判断がつかないと思うのですが、どうでしょうか。 

○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） 先の答弁でもお話をさせていただいたとおり、まずプログラミン

グの教育という根底につきましては、パソコンのプログラムという部分だけではなく、プ

ログラミング的な思考を養う、そしてまた論理的思考の、論理的に考えていく力を付ける

という部分が基本になっておるということを、まずもって理解をいただきたいかと思いま

す。 

今、パソコンの状況ということでございます。現在、校務用パソコン、これは先生方が

使うパソコンでございます。これにつきましては、29年度末でリース期間が満了というこ

とでございますので、機器の更新に向け、各学校の情報教育担当で組織をいたしておりま

す情報教育推進部会というのを設置いたしておりますので、そちらのほうで３年ほど前か

ら機種の選定、構成というものを、今現在、進行形の形でありますけど、検討いたしてお

るところでございます。 

そして、各学校にあります児童・生徒用のパソコン、パソコン教室にあるパソコンでご

ざいます。これにつきましては、31年度にリース期間満了ということから、こちらにつき

ましても、先ほど申し上げた情報教育推進部会で、今のプログラミングの部分の教育にも

しっかり対応できる機種の選定を行い、32年度の完全全面実施の時には、しっかりとでき

るような体制をとっていきたいと考えてございます。 

それと、現在のコンピュター、パソコン教室の児童・生徒用のパソコンは、各校に 40

台ということで、１人１台パソコンの配備を、もう既にしております。ですので、更新に

入っていくということと、昨今、ノートパソコンの代わりにタブレットの導入ということ

を想定されますので、これにつきましても、やはり教育目的や活用目的をよく検討し、導

入の部分につきまして、どういう形で配備をしていくのかも含めて、検討をしていきたい

と考えております。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 中西友子君。 

○４番（中西 友子） １人１台分はあるということで、質問内容にも書いたのですが、足

りない部分の購入予定とか、金額というのはなくて、リース料金を払っていくという考え

方でよろしいのでしょうか。 

○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） 今、申し上げたとおり、今現存するのが、１人１台はもうクリア

ーをしてございます。今、これからの時代、タブレット等の購入も想定されるということ
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なので、それをどれだけの数を導入していくかというのは、１人１台を基本にしながら、

この情報教育の推進部会のほうで、どのような運用をしていくかというのを考えていきた

いと思っております。 

予算の部分でございますけど、この世界につきましては、やはり日進月歩で、スペック

も相当あがって、低廉化されておるということでございます。今現時点で、じゃあいくら

かということは非常に示すのが難しく考えておるところでございますが、今、申し上げた

ようなことを含めますと、現行の予算の中で対応が図れるのではないかと思っておるとこ

ろでございます。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 中西友子君。 

○４番（中西 友子） 次の④の質問に移ります。 

これは先ほど教育長に説明していただいたのですが、私の中では、アクティブ・ラーニ

ングは環境教育と一体となると思っていました。説明で、それはそうではないという話だ

ったのですが、玉城町として、今現在進めている中身を変えることなく、現状で進めてい

くという考え方でよろしいのでしょうか。 

○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） アクティブ・ラーニングにつきましては、先ほどもちょっと触れ

させていただきましたので、やはり手法、進め方ということの総称でございますので、ま

ずもってアクティブ・ラーニングの視点、考え方を持って、現在も各教諭のほうで授業で

積極的に取り入れをしておるところでございますし、これは引き続いてやっていくことが

大事ではないかと考えております。 

具体的にもうちょっとかみ砕いてお話をさせていただきますと、26年度から英語の学力

のコミュニケーション力向上という授業に入れさせていただいて、そこで１つレゴブロッ

クというのを入れさせていただいたかと思います。そのレゴブロックをグループでつくり、

そのグループでディスカッションをしながらやるという手法、これがアクティブ・ラーニ

ングということでございますので、これを実施することによって、主体的対話ができて、

深い学びを実現できるように、各教員のほうが、創意工夫をし、授業改善に取り組むよう

に指示をしておるというところでございます。 

○議長（中瀬 信之） 中西友子君。 

○４番（中西 友子） よくわかる説明ありがとうございます。 

次に、⑤番の質問に移らせていただきます。他の県では中学校で、海外に行く体験など

を行っているところもあります。小学校で必修科目になるのであれば、英語、その先を見

越して玉城町も海外体験を、中学校での目標に取り入れてもいいのではないのかと思われ

ます。海外ではプログラミングの授業も、５歳ぐらいから始まっているというか、してい

るという話も聞きますので、その今の自分の学んでいることを、現状と外国の現状という

のを知る意味でも、海外体験があったほうがいいと思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） 議員仰せのとおり、他の市町村におきましては、姉妹提携の関係

とか、いろんな形で海外留学なりホームステイというものを実施しておるように、私も認

識いたしておるところでございます。当町といたしましては、ネィティブスピーカー、今

申し上げますＡＬＴ、アシスタントランゲージティチャー、これらに基づく英語の母語と

する方々の充実を図ることによりまして、生の英語というのですか、本当の英語、そして
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また外国の方々と学校生活の中で、授業だけじゃなしに、イングリッシュルームとか、給

食の時間とか、いろんな形でふれあいをすることによって、ネイティブな部分でのふれあ

いというのに重視をしていきたいと考えております。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 中西友子君。 

○４番（中西 友子） 教育長のお考えお聞きさせていただきました。では、町長はどのよ

うに思われているか、お聞きしたいと思います。 

○議長（中瀬 信之） 町長 辻村修一君。 

○町長（辻村 修一） 世界というか、世の中はグローバルの時代でありますから、やはり

海外に目を向けて、世界で活躍する人を育てていくというのは、大変重要だと思っており

ます。そんな中で、今、教育長が申し上げましたように、今年から１名増員をさせていた

だきましたけれども、ＡＬＴの外人の先生方と直接触れていただく。そういう機会を持た

せていただいております。 

もう１つは、それもいろんなサークル活動がございまして、わずかばかりでございます

けども、町として支援をさせていただいておる。約１月ぐらいですか、毎年だいたい１名

ぐらいホームステイをされておられるお子さんがございますけども、海外ですね。という

こともあったりいたしておりますので、そういった中で、町として力を入れていると思い

ますが、もう１つは東京大学との関係で、大学のやはり人材育成の方針で、やはりグロー

バル人材を育てたいという、それで海外版と国内版がございまして、玉城町へは国内版で、

これで３回目、３回ぐらい、５、６人ぐらいの方が、入れ代わりお出でいただいて、そし

て、勉強していただいておるという機会もございますし、海外体験もそうでありますけれ

ども、もう１つは子どもたちが、やはり町のいろんな企業、あるいは職場体験、そういう

ことを直接体験学習ということも、もっともっとこれから子どもたちは、大事にして欲し

いと思っています。 

私たちの子どもの時代と違いまして、非常に友だち同士に遊ぶ時間が少なくなってきて

おるというのも、今の社会現象でございますから、いろんな国内、海外も勿論、子どもた

ちが社会性を身につけていく上では、大変重要なことでございますけれども、やはり隣の

大人の方々とか、あるいはご親戚の方々とか、そういう方々との小さな間に触れていただ

く。そのことで、子どもたちが将来必要な社会性を身につけていくのではないかと、私自

身は思っていますので、広い目でいろんな子どもたちが、将来活躍していただけるような、

そういう施策をこれからも展開してまいりたいと思っています。 

○議長（中瀬 信之） 中西友子君。 

○４番（中西 友子） ＡＬＴの方がきて、ネイティブスピーカーですか、生きた英語に触

れる機会は増えると思うのですが、やはり海外体験をしていただきたいと、私は思います。

やはり日本の限られた玉城町というところで、過ごす時間が長いこともありますし、海外

を体験して、世界が広がったといってもらえるような施策を、これから町長、教育長、行

政の皆さんには、行っていただきたいと思います。 

続いて、４番目の質問に移らせていただきます。 

障がいのある子ども、特に今回の質問では発達障がいの子と、学校教育について、質問

させていただきます。2016年６月に発達障害者支援法が改正され、個別の指導計画の作成

が盛り込まれました。通級や特別支援学級に通う、全ての子どもについて、個別の指導計

画の作成が義務化される予定です。小学校では平成 32年までに、中学校ではその翌年まで
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に、全ての子どもがもつことになるそうですが、町としてどのように取り組んでいく予定

か、お聞きします。 

○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） 各学校での取り組みでございます。特別支援在籍の児童・生徒に

ついて、個別の教育支援計画なり指導計画が作成を、既にしております。また、普通学級

在籍の児童・生徒に対しても、必要に応じ個別の指導計画を作成し、教員間で情報を共有

して、情報及び接し方等を適切に行うよう努めておるのが現状でございます。 

また、具体的な取り組みといたしまして、子ども家庭支援ネットワーク会議、これは町

のほうで福祉課と連携して持っておるところでございます。その中でも校区別の会議、地

区別の会議、ケース会議等で児童・生徒の情報交換並びに支援策を、連携を図りながらき

め細かく図っているところでございます。以上です。 

○議長（中瀬 信之） 中西友子君。 

○４番（中西 友子） 既に行っているということで、では、教育支援計画障害プランのほ

うにはついては、どうでしょうか。 

○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） 今、教育支援計画障害プランというのが、この指導計画になるの

かどうかわかりませんけど、既に教育支援計画、そして指導計画というのは、既に作成し

ておるというところでございます。 

○議長（中瀬 信之） 中西友子君。 

○４番（中西 友子） どちらも既に行っているということなので、すごくありがたいこと

だと思います。 

次に、②の質問に移らせていただきます。 

学校では先生一人ひとりにかかっている負担が大きいと思いますが、対策はとられてい

るのか。チーム学校という言葉を、最近よく耳にするようになったのですが、どのような

活動をしているのか、お聞きします。 

○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） 特別支援教育につきましては、学校全体で取り組むということで

ございます。校長がリーダーシップを発揮し、公分掌に特別支援教育コーディネーターと

いう位置づけをいたしまして、教員を指名する。そして、校内委員会、校内研修の企画・

運営、関係機関、諸機関と関係する学校とも連絡調整、保護者からの相談窓口などを担う、

特別支援教育の推進を、このコーディネーターが実施をしていくということで、もう各学

校に既に配置をいたしております。この特別支援教育の各学校での校内委員会は、校長、

教頭、今、申し上げました特別支援教育コーディネーター、そして担任、学年主任、養護

教諭、生徒指導主事なり教務主任等々の関係教員で構成し、障がいの伴う方、児童・生徒

またその可能性があり、特別な支援を必要とする児童・生徒の実態把握や、支援方策の検

討を行うということで、全校的な支援体制をつくっておるということから、チーム学校と

いう表現にされておるのではないかと考えております。 

町の独自の取り組み、先にもお話させていただいたように、玉城町におきましては、各

学校に町単独で、非常勤講師１名を配置し、ティームティーチング、２人の教員が連携協

力して授業を実施するなり、習熟度別授業を実施したりとか、少人数指導を実施したりと

いうことをやっておりますし、また、学習支援員をさっきも話させてもらったように、８
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人配置をいたしておりますので、それらの中で展開をしておるという状況でございます。 

○議長（中瀬 信之） 中西友子君。 

○４番（中西 友子） ではちょっと３番の質問も、ちょっと絡めて質問させていただきた

いと思います。町独自の施策として、教員、補助員の増員は考えていないのかというのを

お聞きしたのですが、そう思った理由が、小学校が人事異動で２人以外、新しく移ってき

た先生などで、先生も不安、子どもも不安という状態になっていたかと思うんですね。小

学校ありましたでしょう。人事異動で２人以外の先生が、全部変わっていって、入れ代わ

ってきたという学校が、そやもんで、不安定に、学校の経営が不安定になると思うので、

町独自として雇いなどは考えていないでしょうか。 

○議長（中瀬 信之） 教育長 田間宏紀君。 

○教育長（田間 宏紀） 学校運営に関しましては、先もお話をさせていただいたとおり、

人事につきましては、県教委との調整の中での配置ということがございます。ですので、

そういうところが、過去にあったということであれば、適切な人事の教員配置をするよう

に、県との調整を進めたいと考えております。非常勤で町単独でということは考えており

ません。補助的な部分の中でということを、基本といたしております。 

○議長（中瀬 信之） 中西友子君。 

○４番（中西 友子） では、続いてクラブ活動の講師を、外部委託にする考えはないのか

をお聞きします。この外部委託というか、クラブ活動の先生どうですかとかいうのは、本

の後ろにも載ってくるほど、なんか普通の考えになってきたのかなという思いもするんで

すが、どうでしょうか。 

○議長（中瀬 信之） 教育委員会事務局長 中西元君。 

○教育委員会事務局長（中西 元） 前段の質問で、若干補足させていただきます。 

ある学校で先生が大方代わっていって、残る先生が少なくなったというご心配があったと

いったことが、確かにそういうことがございました。その場合、うちの場合ですと、学校

経営アドバイザーというのを配置いたしておりますので、そのようなことで調整をとらせ

てもらっておったということで、ご理解を賜わりたいと思います。 

あともう１つが、中学校のクラブ活動の講師ということでございますが、中学校のクラ

ブ活動の講師の外部委託でございますが、学校現場の業務の適正化の一環として、部活動

の適正化を推進し、教員の負担を減らす制度と考えております。今後、先進事例の情報を

収集いたしまして、メリット、デメリットを検証し、玉城町にあった制度になるよう、今

後の検討課題と考えております。 

○議長（中瀬 信之） 中西友子君。 

○４番（中西 友子） 今後、検討のほうをよろしくお願いします。これで私の質問は終わ

りますが、子どもの成長や安心・安全に学校生活を送れるように、これからもよろしくお

願いしたいと思います。私の質問を終わらせていただきます。どうもありがとうございま

した。 

○議長（中瀬 信之） 以上で、４番 中西友子君の質問は終わりました。 

お諮りします。 

ただいま一般質問の途中ですが、本日の会議はこれで延会したいと思いますが、ご異議

ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 
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○議長（中瀬 信之） 異議なしと認めます。 

従って、本日はこれで延会することに決定しました。 

本日はこれで延会します。なお、６月 12日は定刻より本会議を開きますので、ご参集の

ほどよろしくお願いします。ご苦労さまでした。 

 

（午後４時 21分 延会） 


